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ag-textnode-version-id: 18014400791012619ag-textnode-base-id: 2281530635

本書の内容

本書では﻿、Sample Scheduler for OpenLab ソフトウ﻿ェアのリビジ﻿ョン 2﻿.8 の要
件﻿、インスト﻿ール﻿、コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンおよびメンテナンスについて説明し
ます﻿。
また﻿、LIMS コマンド﻿、XML 構造﻿、およびトラブルシ﻿ュ﻿ーテ﻿ィングのヒントに
関する情報も記載しています﻿。
Sample Scheduler for OpenLab のリビジ﻿ョン 2﻿.8 は﻿、OpenLab CDS v2﻿.8 と一緒
に出荷され﻿、インスト﻿ールされます﻿。

表 1: 用語および略語

用語 説明

CDS クロマトデ﻿ータシステム

Secure Storage OpenLab システムの一部として提供されるデ﻿ー
タストレ﻿ージコンポ﻿ーネント

コントロ﻿ールパネル Agilent OpenLab ソフトウ﻿ェア用コントロ﻿ール
パネル

OLDR OpenLab ソフトウ﻿ェア用 Data Repository（﻿デ﻿ー
タリポジトリ﻿）

Microsoft コントロ﻿ールパネル Microsoft Windows オペレ﻿ーテ﻿ィングシステム
の一部

AIC Agilent 分析機器コントロ﻿ーラ

Sample Scheduler Sample Scheduler for OpenLab

機能 インスト﻿ーラ﻿ーを通じて個別にインスト﻿ール可
能なソフトウ﻿ェアの一部﻿。
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ag-textnode-version-id: 18014401266232459ag-textnode-base-id: 2756750475

1 概要

Sample Scheduler for OpenLab は﻿、クロマトグラム分析を完全自動化すること
により﻿、ラボ分析の生産性を改善します﻿。ラボ機器の使用状況やサンプルのス
ル﻿ープ﻿ットを最適化することができます﻿。
Sample Scheduler は﻿、分析オ﻿ーダ﻿ーを送信する Laboratory Information
Management System（﻿LIMS﻿）のようなフロントエンドプラ﻿ットフ﻿ォ﻿ームと﻿、
分析を実行および解析する OpenLab Chromatography Data System（﻿CDS﻿）ソ
リ﻿ュ﻿ーシ﻿ョン間のインタ﻿ーフ﻿ェイスとして機能します﻿。

Sample Scheduler for OpenLab は﻿、以下の 2 つのタイプの LIMS をサポ﻿ートし
ます﻿。
• 専用フ﻿ォルダ﻿ー内の XML コマンドフ﻿ァイル形式で分析オ﻿ーダ﻿ーを提供でき

る LIMS
• Sample Scheduler から送信された SQL クエリ﻿ーに応答することにより﻿、分

析オ﻿ーダ﻿ーの作成に必要な情報を提供できる LIMS

Sample Scheduler は ﻿、分析ステ﻿ータスがスケジ﻿ュ﻿ールに設定された LIMS コマ
ンドを受信すると﻿、そのコマンドの有効性﻿、および必要となるクロマトグラフ
機器が利用可能かどうかを確認します﻿。ユ﻿ーザ﻿ーは測定前に Sample Scheduler
で分析パラメ﻿ータを確認し﻿、仕上げることができます﻿。パラメ﻿ータが LIMS で
指定されている場合は﻿、Sample Scheduler が自動的に測定のオ﻿ーダ﻿ーをスケ
ジ﻿ュ﻿ールします﻿。Sample Scheduler が CDS のランキ﻿ュ﻿ーに分析を送信する
と﻿、機器が待機状態になり機器接続ライセンスが利用可能になるとすぐに測定
を開始します﻿。
Sample Scheduler アーキテクチャ 8 ペ​ージ  には個 ﻿々のコンポ﻿ーネントがどの
ように連携して動作するかが表示されます ﻿。
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図 1: Sample Scheduler ア﻿ーキテクチ﻿ャ

コンポ﻿ーネント 説明

Acquisition Agent • CDS 測定プロセスを通じて測定を処理します
• 分析ステ﻿ータスを更新します

Scheduler Agent • 機器ライセンス﻿、アクテ﻿ィビテ﻿ィ﻿、ステ﻿ータスをモニタ﻿ーします
• Acquisition Agent 経由で 測定を CDS に送信します

デ﻿ータベ﻿ース
（﻿SQL Server または
OpenLab Data Repository﻿）

• Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンパラメ﻿ータを保存します
• 分析をそのパラメ﻿ータおよびステ﻿ータスとともに保存します

Database Management
Agent

• その他のサ﻿ービスのル﻿ートエントリポイント
• Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースの構成に関する情報を提供します

LIMS Agent • LIMS_Commands フ﻿ォルダ﻿ー（﻿LIMS で作成された XML コマンド
または SQL コマンドのタ﻿ーゲ﻿ットフ﻿ォルダ﻿ー﻿）をスキ﻿ャンしま
す

• 有効なコマンドを分析依頼に変換します
• 分析依頼をデ﻿ータベ﻿ースに保管します
• 無効なコマンドを﻿、LIMS_Commands フ﻿ォルダ﻿ーのル﻿ートにある

trash フ﻿ォルダ﻿ーに送信します



1 概要

Sample Scheduler for OpenLab インスト﻿ールおよびコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン 9

コンポ﻿ーネント 説明

OLSS (﻿OpenLab Shared
Services﻿)

• セキ﻿ュリテ﻿ィやその他の機能を提供するサ﻿ービスとツ﻿ールのセ ﻿ッ
ト﻿：

• 中央認証﻿、認証﻿、アプリケ﻿ーシ﻿ョン設定

• システムコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン﻿、アプリケ﻿ーシ﻿ョン設定 ﻿、ライ
センス﻿、ログイン ﻿、および通知

Sample Scheduler コンフ﻿ィ
グレ﻿ーシ﻿ョンのユ﻿ーザ﻿ーイ
ンタ﻿ーフ﻿ェイス

• コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンパラメ﻿ータを編集できます
• さまざまな CDS マシン上で Sample Scheduler サ﻿ービスをリモ ﻿ー

トで開始/停止できます

Sample Scheduler クライア
ントのユ﻿ーザ﻿ーインタ ﻿ー
フ﻿ェイス

• 分析ステ﻿ータスをリアルタイムで表示します
• すべての分析を表示および編集できます

Sample Scheduler Web サ﻿ー
バ﻿ー

• Sample Scheduler Web インタ﻿ーフ﻿ェイスを提供するサ﻿ービスで
す

Sample Scheduler Web イン
タ﻿ーフ﻿ェイス

• すべての分析を表示﻿、編集﻿、およびスケジ﻿ュ﻿ールできます
• 分析総数﻿、1 日の作業量﻿、機器ステ﻿ータスの概要が分かります

Sample Scheduler
Orchestrator サ﻿ービス

• Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ース﻿、Sample Scheduler Agent﻿、AIC
上の Acquisition Agent 間の通信を処理します
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ag-textnode-version-id: 18014401251573643ag-textnode-base-id: 2742091659

ソフトウ﻿ェア要件

基本的なソフトウ﻿ェア要件
﻿.NET﻿、﻿.NET Core﻿、Web ブラウザ﻿ー﻿、ウイルス対策ソフトウ﻿ェアの要件は﻿、
OpenLab CDS によ﻿って定義されています﻿。詳細については﻿、『OpenLab CDS
の要件とサポ ﻿ートする機器 (﻿CDS_v2﻿.8_Requirements_ja﻿.pdf﻿, D0028027ja﻿)』
を参照してください﻿。
Sample Scheduler for OpenLab は﻿、以下の Web ブラウザ﻿ーもサポ﻿ートしていま
す﻿。
• Safari iOS バ ﻿ージ﻿ョン 16
• Safari macOS バ ﻿ージ﻿ョン 16

言語の互換性
次の言語版では﻿、ユ﻿ーザ﻿ーインタ﻿ーフ﻿ェイスは﻿、Windows オペレ﻿ーテ﻿ィングシ
ステムで使用される言語で表示されます﻿。
• 英語
• 中国語
• 日本語
このソフトウ﻿ェアの英語版は﻿、オペレ﻿ーテ﻿ィングシステムの地域設定が正しく
行われていれば﻿、西ヨ﻿ーロ﻿ッパ言語バ﻿ージ﻿ョンでも動作します﻿。

以下の言語のブラウザ﻿ーでは﻿、ロ﻿ーカライズ版の Sample Scheduler Web イン
タ﻿ーフ﻿ェイスが表示されます﻿。
• 中国語
• 日本語
その他のブラウザ﻿ー言語については﻿、Web インタ﻿ーフ﻿ェイスは英語になりま
す﻿。
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サポ﻿ートするオペレ﻿ーテ﻿ィングシステム

表 2: コンポ﻿ーネントごとのサポ ﻿ート対象オペレ﻿ーテ﻿ィングシステム

Windows 製品 サ﻿ーバ﻿ー 1 AIC 2 Sample Scheduler クラ
イアント 3

Windows 10 64 ビ﻿ット ﻿、
Professional または Enterprise

Windows 11 64 ビ﻿ット ﻿、
Professional または Enterprise

Windows Server 2016

Windows Server 2019

Windows Server 2022

サポ﻿ート対象となる Windows バ﻿ージ﻿ョンの詳細については﻿、OpenLab CDS の
それぞれの要件を参照してください﻿。

サポ﻿ートされる OpenLab CDS のコンフ ﻿ィグレ﻿ーシ ﻿ョン
Sample Scheduler for OpenLab は﻿、コンテンツ管理システム搭載の OpenLab
CDS クライアント/サ﻿ーバ﻿ートポロジ﻿ーによ﻿ってサポ﻿ートされます﻿。

Sample Scheduler for OpenLab のリビジ﻿ョン 2﻿.8 は﻿、以下と互換性がありま
す﻿。
• OpenLab CDS v2﻿.7 クライアント/サ﻿ーバ﻿ートポロジ﻿ー
• OpenLab CDS v2﻿.8 クライアント/サ﻿ーバ﻿ートポロジ﻿ー

コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー日付/時間
すべての Sample Scheduler コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーを同じ日時に設定してください﻿。

1 LIMS Agent﻿、デ﻿ータベ﻿ース﻿、Web インタ﻿ーフ﻿ェイス

2 Scheduler Agent﻿、（﻿推奨しない﻿：Scheduler クライアント ﻿、LIMS Agent﻿）

3 Scheduler クライアント﻿、（﻿推奨しない﻿：Scheduler Agent﻿、LIMS Agent﻿）
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サポ﻿ートするデ﻿ータベ﻿ース
Sample Scheduler for OpenLab は﻿、以下のいずれかのデ﻿ータベ﻿ースを使用でき
ます﻿。
• Data Repository

Data Repository は﻿、OpenLab Framework の一部です﻿。診断およびトポロ
ジ﻿ー関連の情報を保存するために使用されます﻿。Sample Scheduler デ﻿ータ
ベ﻿ースをホストすることもできます﻿。Data Repository は﻿、Postgres および
Microsoft SQL でサポ﻿ートされています﻿。

• SQL Server
SQL Server インスタンスを使用している場合﻿、Sample Scheduler のインス
ト﻿ール前に﻿、有効な管理者名およびパスワ﻿ードを準備してください﻿。SQL
Server のコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー名﻿、インスタンス名﻿、関連付けられた資格情報
を﻿、Sample Scheduler のインスト﻿ール中に入力してください﻿。
SQL Server の設定の詳細については﻿、Microsoft SQL Server 設定 56 ペ​ー
ジ を参照してください﻿。

サポ﻿ートされる SQL Server バ﻿ージ﻿ョン
• SQL Server 2016（﻿Express または Standard﻿）
• SQL Server 2017（﻿Express または Standard﻿）
• SQL Server 2019（﻿Express または Standard﻿）
• SQL Server 2022（﻿Express または Standard﻿）

SQL Server Management Studio のインスト﻿ールは﻿、 デ﻿ータベ﻿ースユ﻿ーザ﻿ーを設
定する必要がある場合に役立ちます﻿。

SLIMS 互換性
Sample Scheduler for OpenLab v2﻿.8 は﻿、以下と互換性があります﻿。
• SLIMS 6﻿.8
• SLIMS 6﻿.9
• SLIMS 7﻿.0
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ライセンス

Sample Scheduler for OpenLab の全機能を使用するには﻿、以下のライセンスが
必要です﻿。
• LIMS ごとに 1 つの Sample Scheduler for OpenLab ライセンス ﻿。
• 10 台の同時接続機器ごとに 1 つの Sample Scheduler Expansion Pack ライ
センス ﻿。

LIMS Agent は各 LIMS 接続ごとに 1 つのライセンスを消費し﻿、操作中にそのラ
イセンスを使用します﻿。

注記 LIMS 接続の数が利用可能なライセンスの数を超えると﻿、選択した LIMS リスト
（﻿Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン  > LIMS タブ﻿）の最後の接続が
Sample Scheduler によ﻿って確立されません﻿。確立されていない LIMS 接続に指
定された XML コマンドまたはアクシ﻿ョンは実行されず﻿、trash フ﻿ォルダ﻿ーへ移
動されます﻿。
定義されたユ﻿ーザ﻿ーは﻿、通知タブで XML が trash フ﻿ォルダ﻿ーに移動したことと
その理由（﻿この場合﻿、ライセンス数が不足﻿）に関する通知を受けます﻿。詳細に
ついては﻿、Sample Scheduler オンラインヘルプの「﻿システムコンフ﻿ィグレ﻿ー
シ﻿ョン﻿」の章を確認してください﻿。
ライセンスを追加するには﻿：
1 コントロ ﻿ールパネルの管理で﻿、ライセンスを選択し﻿、ライセンスの追加をク

リ﻿ックしてください﻿。ここでライセンスを追加します﻿。

2 Sample Scheduler for OpenLab ライセンスの追加後﻿、該当するコンピ﻿ュ﻿ー
タ﻿ーで LIMS Agent サ﻿ービスを開始し﻿、スタ﻿ートア﻿ップの種類を自動に設定
してください﻿。
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ネ﻿ットワ﻿ーク要件

OpenLab CDS のネ﻿ットワ﻿ーク要件を満たす必要があります﻿。詳細については﻿、
以下のガイドを参照してください﻿。
• 『OpenLab CDS の要件とサポ ﻿ートする機器

(﻿CDS_v2﻿.8_Requirements_ja﻿.pdf﻿, D0028027ja﻿)』
• 『Agilent OpenLab Server および OpenLab ECM XT ハ ﻿ードウ ﻿ェアおよびソ
フトウ ﻿ェア要件 (﻿ECM_XT_v2﻿.8_HardwareSoftwareRequirements_ja﻿.pdf﻿)』

Sample Scheduler では﻿、以下のフ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールポ﻿ートがデフ﻿ォルトで使用さ
れます﻿。これらは﻿、Sample Scheduler Web インタ﻿ーフ﻿ェイスをインスト﻿ールし
た場合﻿、自動的に設定されます﻿。
• TCP ポ﻿ート 443
• Data Repository﻿：ポ﻿ート 5432 （﻿または CDS のインスト﻿ール時に設定した

ポ﻿ート﻿）
さらに﻿、Microsoft SQL Server で使用するポ﻿ートの例外設定を追加してくださ
い﻿。詳細については﻿、SQL Server のフ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールの構成 72 ペ​ージ を参
照してください﻿。

注記 待ち時間が長くなると﻿、Sample Scheduler の性能全般が低下します﻿。



2 要件
ハ﻿ードウ﻿ェア要件

Sample Scheduler for OpenLab インスト﻿ールおよびコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン 16

ag-textnode-version-id: 27021599965951627ag-textnode-base-id: 2201728651

ハ﻿ードウ﻿ェア要件

すべての OpenLab CDS クライアント/サ﻿ーバ﻿ートポロジ﻿ーは﻿、Sample
Scheduler でサポ﻿ートされています﻿。サ﻿ーバ﻿ーのハ﻿ードウ﻿ェア要件は﻿、
『Agilent OpenLab Server および OpenLab ECM XT ハ ﻿ードウ ﻿ェアおよびソフ
トウ ﻿ェア要件 (﻿ECM_XT_v2﻿.8_HardwareSoftwareRequirements_ja﻿.pdf﻿)』 を参
照してください﻿。SQL サ﻿ーバ﻿ーなど﻿、同じマシンにインスト﻿ールされた他のソ
フトウ﻿ェアによ﻿っては﻿、追加の要件が適用される可能性があります﻿。
Sample Scheduler for OpenLab では﻿、以下の要件も追加されます﻿。

表 3: Sample Scheduler ハ﻿ードウ ﻿ェアに追加の必要な最小要件

項目 ハ﻿ードウ﻿ェア要件

物理メモリ (﻿RAM﻿)
Sample Scheduler
デ﻿ータベ﻿ースに保
存する分析の数に
より異なります﻿。

LIMS Agent 120 MB

Sample Scheduler Agent
+
Scheduler Acquisition Agent

150 MB
+
機器 1 台につき 150 MB

Sample Scheduler クライアント • 5﻿,000 件の分析﻿：500 MB
• 20﻿,000 件の分析﻿：900 MB

SQL Server/OLDR SQL Server は﻿、非線形の方法でメモリ使用
を管理します（﻿デ﻿ータベ﻿ースへのエント
リ﻿ー数には比例しません﻿）﻿。SQL Server の
サイズを適切に設定するには﻿、SQL Server
の仕様を参照してください﻿。

Database Management Agent 50 MB

Web サ﻿ーバ﻿ー 約 150 MB
システム構成機器の台数とユ﻿ーザ﻿ー数に依
存

ハ﻿ードデ﻿ィスク Sample Scheduler for OpenLab
専用

220 MB

画面解像度 Web インタ﻿ーフ﻿ェイス
Web インタ﻿ーフ﻿ェイスの
シ﻿ーケンスビ﻿ュ﻿ー

≥ 360 ピクセル
≥ 768 ピクセル
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表 4: OpenLab CDS クライアント PC に必要な RAM 計算の例

サンプル機能﻿、要件 RAM 追加

Sample Scheduler クライアント
Sample Scheduler のユ﻿ーザ﻿ーインタ﻿ーフ﻿ェイスに約
5000 件の分析を表示

500 MB

Sample Scheduler agent 150 MB

Acquisition Agent（﻿5 台の機器を管理﻿） 750 MB

追加が必要な RAM の合計 1﻿.4 GB
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ag-textnode-version-id: 2267943051ag-textnode-base-id: 2267943051

規制に準拠した環境の検討事項

規制に準拠した環境で﻿、システムを保護するためには﻿、ユ﻿ーザ﻿ー権限を最小限
に減らす必要があります﻿。このため﻿、以下のような特定の OpenLab CDS ユ﻿ー
ザ﻿ーアカウントが必要です﻿。バ﻿ックグラウンドで自動に Sample Scheduler サ﻿ー
ビスを実行するために必要な権限を持つユ﻿ーザ﻿ーです﻿。たとえば﻿、サ﻿ービス
ユ﻿ーザ﻿ーは LIMS により提供される分析をスケジ﻿ュ﻿ールします﻿。ラボ環境で
Sample Scheduler for OpenLab を使用する場合は﻿、サ﻿ービスユ﻿ーザ﻿ーを有効に
しておいてください﻿。

注記 Sample Scheduler 監査証跡は﻿、システムが自動的に実行したプロセスか﻿、ある
いはユ﻿ーザ﻿ーによ﻿って対話形式で実行されたプロセスかを追跡できます﻿。この
機能は﻿、サ﻿ービスユ﻿ーザ﻿ーに OpenLab CDS 権限を割り当て﻿、Sample
Scheduler 権限は割り当てないようにして使用します﻿。
詳細については﻿、「﻿OpenLab CDS にサ﻿ービスユ﻿ーザ﻿ーを作成 41 ペ​ージ ﻿」を
参照してください﻿。



Sample Scheduler for OpenLab インスト﻿ールおよびコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン 19

ag-textnode-version-id: 9007201463176715ag-textnode-base-id: 2208435723
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ag-textnode-version-id: 9007201456487563ag-textnode-base-id: 2201746571

コントロ﻿ールパネルのコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン

• 内部﻿、Windows ドメイン﻿、および ECM の認証モ﻿ードがサポ﻿ートされます﻿。
• プロジ﻿ェクトは﻿、有効なプロジ﻿ェクトフ﻿ォルダ﻿ーパスで定義します（﻿CDS

フ﻿ァイル同様﻿：メソ﻿ッド﻿、クロマトグラムなど﻿）﻿。
• Sample Scheduler for OpenLab のアクテ﻿ィブ化の権限を持つユ﻿ーザ﻿ーが﻿、コ

ントロ﻿ールパネルに少なくとも 1 人存在する必要があります﻿。
このユ﻿ーザ﻿ーの資格情報は﻿、Sample Scheduler サ﻿ービス（﻿Sample
Scheduler LIMS Agent および Sample Scheduler Agent﻿）が﻿、Sample
Scheduler サ﻿ービスをバ﻿ックグラウンドで実行するためにも使用されます﻿。
規制に準拠した環境のため﻿、サ﻿ービスユ﻿ーザ﻿ーを作成します（﻿OpenLab
CDS にサ﻿ービスユ﻿ーザ﻿ーを作成 41 ペ ​ージ  を参照﻿）﻿。
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ag-textnode-version-id: 18014401266281355ag-textnode-base-id: 2756799371

Sample Scheduler でサポ﻿ートされるインスタン
ス

デ﻿ータベ﻿ース Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースは﻿、システム全体で 1 つだけインスト﻿ールしま
す﻿。
デフ﻿ォルトでは﻿、Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースは OpenLab Shared Services
サ﻿ーバ﻿ー上で動作し﻿、Data Repository 内にインスト﻿ールされます﻿。サ﻿ーバ﻿ー
ハ﻿ードウ﻿ェアが﻿、OpenLab のシステム要件と Sample Scheduler の RAM 要件の
両方を満たしていることを確認してください﻿。
あるいは﻿、SQL Server インスタンスを使用します﻿。アクテ﻿ィビテ﻿ィが集中する
など﻿、外部のデ﻿ータベ﻿ースにインスト﻿ールが必要な場合があります﻿。外部の
デ﻿ータベ﻿ースで SQL Server を使用する場合﻿、リモ﻿ートアクセス用の SQL プロ
トコルを構成して﻿、インスト﻿ールされているコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー以外から Sample
Scheduler デ﻿ータベ﻿ースにアクセスできるようにします﻿。詳細については﻿、リ
モ﻿ートアクセス用の SQL プロトコルの構成 56 ペ​ージ を参照してください﻿。
Sample Scheduler Database Management Agent サ﻿ービスは﻿、Sample Scheduler
デ﻿ータベ﻿ース機能と一緒にインスト﻿ールされます﻿。このサ﻿ービスは Shared
Services サ﻿ーバ﻿ー上で常に実行している必要があります﻿。

LIMS Agent サ﻿ーバ﻿ー 1 台のクライアント/サ﻿ーバ﻿ーシステムでは﻿、1 つの Sample Scheduler
LIMS Agent のみをインスト﻿ールします﻿。複数のサ﻿ーバ﻿ーを持つ Enterprise トポ
ロジ﻿ーでは﻿、各 Shared Services サ﻿ーバ﻿ーに LIMS Agent をインスト﻿ールできま
す﻿。
Sample Scheduler LIMS Agent は﻿、必ずサ﻿ーバ﻿ーのオペレ﻿ーテ﻿ィングシステム
にインスト﻿ールしてください﻿。OpenLab CDS クライアントコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーにイ
ンスト﻿ールする場合は﻿、クライアントがサ﻿ーバ﻿ーのオペレ﻿ーテ﻿ィングシステム
で動作するか確認してください﻿。

Sample Scheduler
Agent

システムごとに複数の Sample Scheduler Agent をインスト﻿ールできますが﻿、1
台のコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーにインスト﻿ールできるエ﻿ージ﻿ェントは 1 つのみです﻿。
Sample Scheduler Agent は﻿、機器コントロ﻿ーラ（﻿AIC﻿）にインスト﻿ールしてく
ださい﻿。OpenLab CDS クライアント/サ﻿ーバ﻿ーインスト﻿ールでは﻿、Sample
Scheduler Agent が AIC に自動的にインスト﻿ールされます﻿。
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1 つの Sample Scheduler Agent は最大 20 台の機器を管理できます﻿。ただし﻿、
AIC に過度な負荷をかけないために﻿、機器を複数の Sample Scheduler Agent に
分散することをお勧めします﻿。詳細については﻿、OpenLab CDS 要件ガイドの
コンフ ﻿ィグレ ﻿ーシ ﻿ョンの制限セクシ﻿ョンを確認してください﻿。

クライアント Sample Scheduler クライアントは﻿、OpenLab CDS クライアントまたは AIC に
インスト﻿ールできます﻿。OpenLab CDS クライアントには事前にインスト﻿ールさ
れています﻿。

Web インタ﻿ー
フ﻿ェイス

サ﻿ーバ﻿ー 1 台のクライアント/サ﻿ーバ﻿ーシステムでは﻿、1 つの Sample Scheduler
Web インタ﻿ーフ﻿ェイスのみをシステムにインスト﻿ールします﻿。複数のサ﻿ーバ﻿ー
を持つ Enterprise トポロジ﻿ーでは﻿、各 Shared Services サ﻿ーバ﻿ーに Web イン
タ﻿ーフ﻿ェイスをインスト﻿ールできます﻿。
Scheduler Web サ﻿ーバ﻿ー は﻿、必要な CDS コンポ﻿ーネントのある任意のサ﻿ー
バ﻿ーにインスト﻿ールできます﻿。

表 5: 概要﻿：PC ごとの機能

Scheduler 
データベ﻿ース

Scheduler LIMS
Agent

Scheduler
Webserver

Scheduler Agent Scheduler 
クライアント

Shared Services 
サ ﻿ーバ﻿ー

1 各 OLSS サ﻿ーバ﻿ー
に 1 つ

各 OLSS サ﻿ーバ﻿ー
に 1 つ

- -

CDS AIC - - - 各 PC に 1 つ x

CDS クライアント - - - - x

サ﻿ーバ﻿ー OS の CDS
クライアント

- 各 OLSS サ﻿ーバ﻿ー
に 1 つ

x 各 PC に 1 つ x

インスト﻿ールされるコンポ﻿ーネントの詳細なリストについては﻿、付録 B﻿：コン
ポ﻿ーネントと機能 165 ペ​ージ  を参照してください﻿。
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インスタンスの例

Shared Services サーバー

Scheduler データベース

Sample Scheduler LIMS Agent

Sample Scheduler Web インターフェイス

AIC

Sample Scheduler Agent

Sample Scheduler クライアント

CDS クライアント

図 2: デフ﻿ォルトのインスタンス

Shared Services サーバー

Scheduler データベース

Sample Scheduler LIMS Agent

Sample Scheduler Web インターフェイス

AIC

Sample Scheduler Agent

Sample Scheduler クライアント

CDS クライアント

データベースサーバー

SQL Server データベース

図 3: 外部デ﻿ータベ﻿ースサ﻿ーバ﻿ー

Shared Services サーバー

Scheduler データベース

AIC

Sample Scheduler Agent

Sample Scheduler クライアント

CDS クライアント

Sample Scheduler サーバー

Sample Scheduler LIMS Agent

Sample Scheduler Web インターフェイス

図 4: 外部 Sample Scheduler サ﻿ーバ﻿ー
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ag-textnode-version-id: 2967545867ag-textnode-base-id: 2967545867

Sample Scheduler の手動インスト﻿ール

専用のマシン上で個﻿々の Sample Scheduler 機能をインスト﻿ールまたはア﻿ップグ
レ﻿ードする場合は﻿、以下の手順を使用してください﻿。

注記 OpenLab CDS をインスト﻿ールまたはア﻿ップグレ﻿ードした場合﻿、Sample
Scheduler for OpenLab は自動的にインスト﻿ールされます﻿。この場合﻿、インス
ト﻿ールがスキ﻿ップされ﻿、直接アクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョンに進みます（﻿「﻿Sample
Scheduler のアクテ﻿ィブ化 39 ペ​ージ ﻿」の章を参照﻿）﻿。

ag-textnode-version-id: 9007201456533515ag-textnode-base-id: 2201792523

Sample Scheduler インスト ﻿ールウ﻿ィザ﻿ードの開始

準備
• コンピ﻿ュ ﻿ータ﻿ーが﻿、要件 10 ペ​ージ に指定されるハ﻿ードウ﻿ェア要件を満たし

ていること﻿。
• コントロ ﻿ールパネルのコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンが要件を満たしていること（﻿コ

ントロ﻿ールパネルのコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン 20 ペ​ージ を参照﻿）﻿。
• ユ﻿ーザ﻿ーがサポ﻿ートされた Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンを使用

していること（﻿Sample Scheduler でサポ﻿ートされるインスタンス 21 ペ​ー
ジ を参照﻿）﻿。

1 現在の Sample Scheduler for OpenLab zip パ﻿ッケ﻿ージを SubscribeNet からダ
ウンロ﻿ードします﻿。

2 パ﻿ッケ﻿ージを解凍します﻿。

3 最初の Sample Scheduler インスト﻿ールは﻿、Shared Services サ﻿ーバ﻿ーで実行
してください﻿。対応する Agilent﻿.Scheduler﻿.Install_XX﻿.msi  を実行します
（﻿XX は言語コ﻿ードです﻿）﻿。
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4 ようこそペ﻿ージで次へをクリ﻿ックします﻿。

図 5: ようこそペ ﻿ージ

5 使用許諾契約書を読んで同意します﻿。次へをクリ﻿ックしてインスト﻿ールを続
行します ﻿。

6 カスタム セ﻿ットア﻿ップペ﻿ージで﻿、インスト﻿ールしたい機能を選択します﻿。
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ロ﻿ーカル ハ﻿ード ドライブにインスト﻿ールまたは
ロ﻿ーカル ハ﻿ード ドライブにすべてインスト﻿ールのどちらかを選択し﻿、機能を
インスト ﻿ールします﻿。どちらも同じ結果になります﻿。インスト﻿ールしない場
合は﻿、インスト﻿ールしないを選択します﻿。

図 6: 機能のインスト﻿ール

注記 インスト﻿ール環境（﻿サ﻿ーバ﻿ー﻿、AIC﻿、クライアント﻿）に応じて﻿、利用できる機
能が異なります﻿。
インスト﻿ールされるコンポ﻿ーネントの詳細なリストについては﻿、付録 B﻿：コン
ポ﻿ーネントと機能 165 ペ​ージ  を参照してください﻿。

ag-textnode-version-id: 9007202222233739ag-textnode-base-id: 2967492747

Sample Scheduler Agent のインスト﻿ール

Sample Scheduler Agent のインスト﻿ールは﻿、ウ﻿ィザ﻿ードの手順に従います﻿。
Sample Scheduler Agent サ﻿ービスは﻿、マシンのコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンや証明書
のインスト﻿ールに関連した操作の管理権限を持つユ﻿ーザ﻿ーアカウントで開始し
てください﻿。

注記 CDS システムに機器がない場合﻿、Sample Scheduler Agent サ﻿ービスはアクテ﻿ィ
ベ﻿ーシ﻿ョン後に自動的に起動されません﻿。
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ag-textnode-version-id: 18014401476985099ag-textnode-base-id: 2967503115

Sample Scheduler Web インタ﻿ーフ﻿ェイスの
インスト﻿ール

Sample Scheduler クライアントまたは Web インタ﻿ーフ﻿ェイスをインスト﻿ール
するには﻿、OpenLab のインスト﻿ールウ﻿ィザ﻿ードに従﻿ってください﻿。
Web インタ﻿ーフ﻿ェイスをインスト﻿ールすると﻿、Web サ﻿ーバ﻿ーがサ﻿ービスとして
インスト﻿ールされます﻿。Sample Scheduler Web インタ﻿ーフ﻿ェイスは﻿、Shared
Services サ﻿ーバ﻿ーにのみ展開してください﻿。
Web インタ﻿ーフ﻿ェイスは﻿、アドレス 
https﻿://<ホスト名>/openlab/samplescheduler﻿、またはスタ﻿ートメニ﻿ュ﻿ーの
Agilent Technologies > Agilent Sample Scheduler から利用できます﻿。

ag-textnode-version-id: 9007202222249483ag-textnode-base-id: 2967508491

Sample Scheduler デ﻿ータベ ﻿ースのインスト﻿ール

注記 Sample Scheduler がインスト﻿ールされていないにもかかわらず﻿、Sample
Scheduler デ﻿ータベ﻿ースがすでに存在する場合（﻿以前の Sample Scheduler のア
ンインスト﻿ールにおける残存デ﻿ータなど﻿）﻿：
v2﻿.7 のデ﻿ータベ﻿ースとデ﻿ータは﻿、自動的に v2﻿.8 にア﻿ップグレ﻿ードされます﻿。
v2﻿.6 以前のデ﻿ータベ﻿ースはそのままになります﻿。デ﻿ータベ﻿ースが削除されるこ
とはありません﻿。
1 ウ﻿ィザ﻿ードの手順に従います﻿。

2 Sample Scheduler で使用されるデ﻿ータベ﻿ースインスタンス（﻿SQL Server ま
たは OpenLab Data Repository﻿）を指定します﻿。
Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースのアクセスパラメ﻿ータは﻿、デ﻿ータベ﻿ースへ
のアクセスが必要なすべての Sample Scheduler コンポ﻿ーネントの要件を満
たしていなければなりません﻿。これはインスト﻿ール時に確認されるロ﻿ーカル
サ﻿ービスのニ﻿ーズを満たすだけでは不十分です﻿。インスト﻿ール後に他のコン
ピ﻿ュ﻿ータ ﻿ーのサ﻿ービスが開始できなくなる場合があります﻿。

デ﻿ータベ﻿ースアクセスパラメ﻿ータは﻿、インスト﻿ール後にデ﻿ータベ﻿ースアクセス
の再構成ツ﻿ール（﻿Agilent﻿.Scheduler﻿.Database﻿.Access﻿.Reconfiguration﻿.exe﻿）で
調整できます﻿。このツ﻿ールは Shared Services サ﻿ーバ﻿ー上の Sample Scheduler
インスト﻿ールデ﻿ィレクトリの Bin フ﻿ォルダ﻿ーから利用できます（﻿デフ﻿ォルトパ
ス﻿：C﻿:\Program Files (﻿x86﻿)\Agilent Technologies\Sample Scheduler for
OpenLab\Bin﻿）﻿。

https://%3Chostname%3E/openlab/samplescheduler
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Data Repository デ﻿ータベ﻿ースの作成または接続
1 Sample Scheduler インスト﻿ールウ﻿ィザ﻿ードの開始 24 ペ​ージ に記載されて

いる手順に従﻿ってインスト﻿ールウ﻿ィザ﻿ードを実行します﻿。

2 デ﻿ータベ ﻿ースタイプとして﻿、OLDR を選択します﻿。

図 7: OLDR サ ﻿ーバ﻿ーインスタンス情報

OLDR をデ﻿ータベ﻿ースとして使用する場合﻿、Windows 認証は利用できず無
効にな﻿っています﻿。インスタンス名は Shared Services サ﻿ーバ﻿ー名になりま
す﻿。ログイン名は事前に設定され﻿、変更できません﻿。OLDR デ﻿ータベ﻿ースの
パスワ﻿ードを入力するだけです﻿。パスワ﻿ードの文字や長さについての制限は
ありません﻿。Sample Scheduler を再インスト﻿ールして既存のデ﻿ータベ﻿ース
を維持したい場合﻿、デ﻿ータベ﻿ースの作成時に最初のインスト﻿ールで使用した
資格情報を入力してください﻿。

3 デ﻿ータベ﻿ース接続テストをクリ﻿ックします﻿。
ここでは ﻿、デ﻿ータベ﻿ースのインスタンスに接続可能か確認します﻿。接続が確
立すると ﻿、Scheduler デ﻿ータベ﻿ースがインスタンスにすでに存在するかを確
認します ﻿。存在する場合﻿、既存のデ﻿ータベ﻿ースを維持するか﻿、新しいデ﻿ータ
ベ﻿ース（ ﻿空﻿）を作成するかを指定します﻿。それから次へをクリ﻿ックします﻿。

注記 新規デ﻿ータベ﻿ースを作成すると﻿、保存されている分析がすべて削除され﻿、コン
フ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンのパラメ﻿ータがリセ﻿ットされます﻿。

4 接続テストが成功したら﻿、次へをクリ﻿ックし﻿、インスト﻿ールを終了します﻿。



3 インスト﻿ール
Sample Scheduler の手動インスト﻿ール

Sample Scheduler for OpenLab インスト﻿ールおよびコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン 29

SQL Server デ﻿ータベ﻿ースの作成または接続
1 Sample Scheduler インスト﻿ールウ﻿ィザ﻿ードの開始 24 ペ​ージ に記載されて

いる手順に従﻿ってインスト﻿ールウ﻿ィザ﻿ードを実行します﻿。

2 デ﻿ータベ ﻿ースタイプとして﻿、SQLServer を選択します﻿。

図 8: SQL Server インスタンス情報

3 SQL Server インスタンス名を入力します﻿。SQL Server への接続方法がいく
つかあります﻿。以下の方法のどれを使用するかについては﻿、システム管理者
にお尋ねください﻿。
• SQL Server がインスト﻿ールされているコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー名と﻿、Sample

Scheduler for OpenLab で使用するインスタンス名を入力してください﻿。
コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー名¥﻿インスタンス名

• SQL Server がインスト﻿ールされているコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーの IP アドレスと﻿、
Sample Scheduler for OpenLab で使用するインスタンス名を入力してく
ださい﻿。IP アドレス¥﻿インスタンス名

• SQL Server がインスト﻿ールされているコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー名と﻿、関連付けら
れたポ﻿ート番号を入力してください﻿：コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー名﻿, ポ﻿ート番号
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4 認証モ﻿ード﻿：信頼済み（﻿Windows 認証﻿）または
ユ﻿ーザ﻿ー名をパスワ﻿ードを指定（﻿SQL 認証﻿） （﻿推奨﻿）のどちらかを選択しま
す﻿。ユ﻿ーザ﻿ー名をパスワ﻿ードを指定（﻿SQL 認証﻿）を選択した場合は﻿、デ﻿ータ
ベ﻿ース管理者を指定します﻿。

注意 信頼済み（﻿Windows 認証﻿）モ﻿ードを選択すると﻿、Sample Scheduler サ﻿ービス
は﻿、Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースにデフ﻿ォルトの「﻿ロ﻿ーカルシステムアカウ
ント﻿」で接続できません﻿。
OpenLab Scheduler デ﻿ータベ﻿ース（﻿例﻿： sysadmin﻿）への十分なアクセス権限を
有する Windows アカウントを次のサ﻿ービスに割り当てるように﻿、システム
デ﻿ータベ﻿ース管理者に依頼してください﻿。Agilent Sample Scheduler LIMS
Agent および Agilent Sample Scheduler Orchestrator
Sample Scheduler コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーにログオンするすべての Windows ユ﻿ーザ﻿ー
に対し﻿、「﻿OpenLab Scheduler デ﻿ータベ﻿ース﻿」へのアクセス権限も必ず割り当
てるようにしてください﻿。

認証モ﻿ードと OpenLab Scheduler デ﻿ータベ﻿ースのユ﻿ーザ﻿ー権限に関する詳細
は﻿、Microsoft SQL Server 設定 56 ペ​ージ を参照してください﻿。

5 デ﻿ータベ﻿ース接続テストをクリ﻿ックします﻿。
ここでは ﻿、SQL Server のインスタンスに到達可能か確認します﻿。接続が確
立すると ﻿、サ﻿ーバ﻿ーインスタンスに Scheduler デ﻿ータベ﻿ースがすでに存在す
るかを確認します﻿。存在する場合﻿、既存のデ﻿ータベ﻿ースを維持するか﻿、新し
いデ﻿ータベ﻿ース（﻿空﻿）を作成するかを指定します﻿。

注記 新規デ﻿ータベ﻿ースを作成すると﻿、保存されている分析がすべて削除され﻿、コン
フ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンのパラメ﻿ータがリセ﻿ットされます﻿。

6 接続テストが成功したら﻿、次へをクリ﻿ックし﻿、インスト﻿ールを終了します﻿。
SQL Server インスタンス接続中に問題が発生した場合（﻿インスタンス到達
不可﻿）﻿、すぐにインスト﻿ールを一時停止し﻿、Microsoft SQL Server 設定 56
ペ​ージ の記載に従﻿って SQL Server への接続を確認してください﻿。以下のパ
ラメ﻿ータを確認します﻿。
• 資格情報と接続モ﻿ード
• SQL Server インスタンスセクシ﻿ョンのコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー名をその IP アドレ

スで置き換えます（﻿DNS 問題の場合﻿）﻿。
• SQL Server 用のフ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ール（﻿SQL Server コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー上﻿）
• SQL Server インスタンス用の TCP/IP プロトコル（﻿SQL Server コン

ピ﻿ュ﻿ータ﻿ー﻿）
接続が確立したら﻿、インスト﻿ールを再開または再起動します﻿。
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ag-textnode-version-id: 2967513355ag-textnode-base-id: 2967513355

Sample Scheduler LIMS Agent のインスト﻿ール

1 ウ﻿ィザ﻿ードの手順に従います﻿。

2 LIMS がコマンドフ﻿ァイルをプ﻿ッシ﻿ュ（ ﻿転送﻿）するパスを入力します﻿。それ
から次へをクリ﻿ックします﻿。

図 9: LIMS コマンドフ ﻿ォルダ﻿ー

LIMS_Commands フ﻿ォルダ﻿ーは﻿、LIMS で作成する XML コマンドの対象フ﻿ォ
ルダ﻿ーです﻿。OpenLab CDS または Sample Scheduler for OpenLab がインス
ト﻿ール済みであるかどうかに関わらず﻿、どのコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーにもこのフ﻿ォル
ダ﻿ーを定義できます﻿。例では﻿、「﻿LIMS_Commands﻿」フ﻿ォルダ﻿ーはセ﻿ット
ア﻿ップ中に作成されています﻿。CDS マシン以外では﻿、LIMS_Commands フ﻿ォ
ルダ﻿ーを ﻿、ネ﻿ットワ﻿ーク共有にしてください﻿。LIMS コマンドフ﻿ォルダ﻿ー
は﻿、後から変更できます﻿。

注記 LIMS_Commands フ﻿ォルダ﻿ーがネ﻿ットワ﻿ーク共有の場合の入力﻿：
\\コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー名\共有フ﻿ォルダ﻿ー名﻿、または 
\\コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー IP アドレス\共有フ﻿ォルダ﻿ー名﻿。 
LIMS Agent サ﻿ービスは﻿、この共有フ﻿ォルダ﻿ーにフルアクセス（﻿書き込み﻿、
読み取り﻿、削除﻿、作成権限﻿）できるユ﻿ーザ﻿ーアカウントで開始してください﻿。
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ag-textnode-version-id: 2270504459ag-textnode-base-id: 2270504459

サイレントインスト ﻿ール

Sample Scheduler では﻿、コマンドラインモ﻿ードのインスト﻿ール（﻿サイレントイ
ンスト﻿ール﻿）をサポ﻿ートしています﻿。このモ﻿ードは﻿、インスト﻿ール﻿、ア﻿ップグ
レ﻿ード﻿、アンインスト﻿ールをサポ﻿ートしています﻿。サイレントインスト﻿ールは
手動﻿、または LANDesk や HP CM などのソフトウ﻿ェア管理システムの一部とし
て実行できます﻿。

ag-textnode-version-id: 9007201456545419ag-textnode-base-id: 2201804427

サイレントインスト﻿ールの実行

サイレントインスト﻿ールは﻿、Sample Scheduler ﻿.msi パ﻿ッケ﻿ージを msiexec で実
行し﻿、インスト﻿ールに必要なパラメ﻿ータを指定することで使用できます﻿。
1 インスト ﻿ールメデ﻿ィアのコンテンツを一元管理されたフ﻿ォルダ﻿ーにコピ﻿ーし

ます﻿。

2 コマンドプロンプトまたは PowerShell プロンプトを右クリ﻿ックし﻿、管理者
として実行します﻿。

3 インスト ﻿ールメデ﻿ィアのコンテンツが保存済みのドライブに移動します﻿。

4 インスト ﻿ールを開始するには﻿、所定のパラメ﻿ータで msiexec を呼び出しま
す（﻿以下の表を参照﻿）﻿。

5 インスト ﻿ールが終了するまで待ちます（﻿約 5 分﻿）﻿。インスト﻿ールのプロセ
スをチ﻿ェ ﻿ックするには﻿、ログフ﻿ァイルを確認してください﻿。デフ﻿ォルトで
は﻿、ログフ﻿ァイルはインスト﻿ーラと同じフ﻿ォルダ﻿ーに保存されます﻿。
必要となるインスト﻿ールフ﻿ァイルが不足している場合﻿、インスト﻿ーラはログ
フ﻿ァイルにエントリを作成します﻿。コンポ﻿ーネントのタイプに応じて﻿、イン
スト﻿ールが続行またはロ﻿ールバ﻿ックされます﻿。このような状況では﻿、エラ﻿ー
コ﻿ードが返されます﻿。
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6 インスト ﻿ールが終了したら﻿、PC を再起動します﻿。

注記 インスト﻿ール後﻿、Scheduler Agent サ﻿ービスおよび LIMS Agent サ﻿ービスは無効
に設定されています﻿。これらのサ﻿ービスは﻿、Sample Scheduler が正常にアク
テ﻿ィブ化されると自動的に開始されます（﻿Sample Scheduler のアクテ﻿ィブ化
39 ペ​ージ を参照﻿）﻿。

7 Sample Scheduler for OpenLab のインスト﻿ールを評価するには﻿、Agilent
Software Verification Tool を起動します（﻿Agilent Technologies/Software
Verification Tool から﻿）﻿。

ag-textnode-version-id: 9007201525296523ag-textnode-base-id: 2270555531

パラメ﻿ータ

表 6: 必須パラメ﻿ータ

パラメ﻿ータ名 使用可能な値 説明

ADDLOCAL SchedulerAgent
SchedulerLimsAgent
SchedulerClient
SchedulerWebInterface
SchedulerDatabaseAgent

インスト﻿ールする Sample Scheduler コンポ﻿ーネント﻿。複
数のコンポ﻿ーネントを同時にインスト﻿ールするには﻿、値と
コンマ（﻿「﻿﻿,﻿」﻿）を組み合わせます﻿。
例﻿：
ADDLOCAL=SchedulerAgent﻿,SchedulerClient

INSTALLDIR 任意の有効な Windows パ
ス

Sample Scheduler のインスト﻿ールデ﻿ィレクトリ﻿。

DATABASE_LOGON_TYPE OLDR の場合﻿：
「﻿DatabaseAccount﻿」
SQL Server の場合 ﻿：
「﻿DatabaseAccount﻿」また
は空白

デ﻿ータベ﻿ース接続モ﻿ード﻿。
SQL Server で「﻿DatabaseAccount﻿」を指定する場合﻿、
DATABASE_USERNAME および DATABASE_PASSWORD も
入力する必要があります﻿。
SQL Server で指定しない場合﻿、プロセスを実行している
Windows アカウントを使用してデ﻿ータベ﻿ースに接続しま
す﻿。この場合の USEINTEGRATEDSECURITY は 1 に設定し
てください﻿。

DATABASE_TYPE SQLServer または OLDR Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースインスタンスを作成するた
めに使用するデ﻿ータベ﻿ースタイプ﻿。

DATABASE_USERNAME SQL Server の場合 ﻿、任意の
有効な SQL Server ユ﻿ーザ﻿ー
名

Sample Scheduler がそのデ﻿ータベ﻿ースに接続するために使
用する デ﻿ータベ﻿ースのアカウント﻿。
OLDR の場合﻿、ログイン名は事前に設定され﻿、変更できま
せん﻿。

DATABASE_PASSWORD デ﻿ータ﻿ーベ﻿ースユ﻿ーザ﻿ーの
パスワ﻿ード

デ﻿ータ﻿ーベ﻿ースユ﻿ーザ﻿ーのパスワ﻿ード
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パラメ﻿ータ名 使用可能な値 説明

DATABASE_SERVER 任意の文字列 デ﻿ータベ﻿ースがインスト﻿ールされているコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー名
と Sample Scheduler for OpenLab ソフトウ﻿ェアで使用する
インスタンス名﻿。

USEINTEGRATEDSECURITY OLDR の場合﻿：0
SQL Server の場合 ﻿：0 また
は 1

0﻿：デ﻿ータベ﻿ース資格情報を持つサ﻿ーバ﻿ーを使用﻿。
1﻿：Windows 資格情報を持つサ﻿ーバ﻿ーを使用﻿。
Windows 認証を使用する場合﻿、
SERVICE_LOGON_FULLY_QUALIFIED_NAME および
SERVICE_LOGON_PASSWORD も入力する必要がありま
す﻿。

CREATE_DATABASE 0 または 1 新しいデ﻿ータベ﻿ースを作成するときは 1 に設定します﻿。こ
のバ﻿ージ﻿ョンの Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースが DB イン
スタンスで作成されていない場合のみ﻿、この設定にしてく
ださい﻿。そうしないと﻿、既存のデ﻿ータベ﻿ースが上書きされ
ます﻿。

SERVICE_LOGON_FULLY_QUAL
IFIED_NAME

Windows NT ユ﻿ーザ﻿ーアカ
ウント

Sample Scheduler サ﻿ービスで使用するユ﻿ーザ﻿ーアカウン
ト﻿。規制に準拠した環境では﻿、Sample Scheduler サ﻿ービス
ユ﻿ーザ﻿ーです﻿。
このパラメ﻿ータは﻿、「﻿ロ﻿ーカルシステム﻿」でないユ﻿ーザ﻿ー
がサ﻿ービスを開始する場合に入力します﻿。たとえば﻿、
LIMS Agent をネ﻿ットワ﻿ーク共有でアクセスする必要があ
る場合などです﻿。

SERVICE_LOGON_PASSWORD Windows NT ユ﻿ーザ﻿ーパス
ワ﻿ード

SERVICE_LOGON_FULLY_QUALIFIED_NAME のパスワ﻿ー
ド﻿。

例 1﻿：Sample Scheduler デ﻿ータベ ﻿ースインスタンスを SQL Server に
よ﻿って管理
• 最初のステ﻿ップ﻿：デ﻿ータベ﻿ースを作成する LIMS Agent および Webserver の

インスト ﻿ール﻿：
Msiexec -I Agilent.Scheduler.Install_EN.msi

ADDLOCAL="SchedulerLimsAgent,SchedulerDatabaseAgent,SchedulerWebInterf

ace" INSTALLDIR="C:\Scheduler" DATABASE_LOGON_TYPE="DatabaseAccount"

DATABASE_TYPE="SQLServer" DATABASE_SERVER="servername\sqlexpress"

DATABASE_USERNAME="sa" DATABASE_PASSWORD="Password123"

USEINTEGRATEDSECURITY="0" CREATE_DATABASE="1" /q /lxv "log.txt"

• 他のマシンに Sample Scheduler Agent をインスト﻿ール﻿：
Msiexec -I Agilent.Scheduler.Install_EN.msi ADDLOCAL="SchedulerAgent"

INSTALLDIR="C:\Scheduler" /q /lxv "log.txt"

• 他のマシンで Sample Scheduler クライアントのインスト﻿ール﻿：
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Msiexec -I Agilent.Scheduler.Install_EN.msi ADDLOCAL="SchedulerClient"

INSTALLDIR="C:\Scheduler" /q /lxv "log.txt"

• アンインスト﻿ール﻿：
Msiexec -X Agilent.Scheduler.Install_EN.msi –q

例 2﻿：Sample Scheduler デ﻿ータベ ﻿ースインスタンスを 
OLDR によ﻿って管理
デ﻿ータベ﻿ースを作成する LIMS Agent および Webserver のインスト﻿ール﻿：
Msiexec -I Agilent.Scheduler.Install_EN.msi

ADDLOCAL="SchedulerLimsAgent,SchedulerDatabaseAgent,SchedulerWebInterface

" INSTALLDIR="C:\Scheduler" DATABASE_LOGON_TYPE="DatabaseAccount"

DATABASE_TYPE="OLDR" DATABASE_SERVER="servername,port"

DATABASE_NAME="datarepo" DATABASE_USERNAME="openlabscheduler270"

DATABASE_PASSWORD="Password123" USEINTEGRATEDSECURITY="0"

CREATE_DATABASE="1" /q /lxv "log.txt"

注記 Sample Scheduler のリビジ﻿ョンが 2﻿.7 あるいは 2﻿.8 の場合﻿、
「﻿DATABASE_USERNAME﻿」に「﻿openlabscheduler270﻿」と入力してください﻿。
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ag-textnode-version-id: 2232336779ag-textnode-base-id: 2232336779

インスト﻿ーラログの自動作成

新規インスト﻿ールまたはア﻿ップグレ﻿ード中に﻿、インスト﻿ールログフ﻿ァイルが自
動的に作成されます﻿。ログフ﻿ァイルは﻿、セ﻿ットア﻿ップウ﻿ィザ﻿ードとサイレント
モ﻿ードのどちらのインスト﻿ールでも作成されます﻿。インスト﻿ールログフ﻿ァイル
はアンインスト﻿ール後もシステムに残ります﻿。
インスト﻿ールログは﻿、\ProgramData\Agilent\Sample Scheduler for
OpenLab\InstallLogs フ﻿ォルダ﻿ーに作成されます﻿。
Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンで﻿、ロ﻿ーカルコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーからイン
スト﻿ールログフ﻿ァイルを手動で収集およびエクスポ﻿ートできます
（﻿メンテナンスリボンタブ > すべてのログを保存﻿）﻿。詳細については﻿、Sample
Scheduler オンラインヘルプを参照してください（﻿「﻿すべてのログフ﻿ァイルの
保存﻿」を検索﻿）﻿。
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ag-textnode-version-id: 2271139595ag-textnode-base-id: 2271139595

インスト ﻿ール
複製された VM 上のレジストリエントリを削除

複製された VM 上のレジストリエントリを削除

Sample Scheduler サ﻿ービスを開始し﻿、複製された VM 上の Sample Schedulerを
実行する前に ﻿、以下のレジストリエントリを削除します﻿。
Computer\HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\WOW6432Node\Agilent\Scheduler\Comput 

erIdentifier
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ag-textnode-version-id: 18014401476898059ag-textnode-base-id: 2967416075

4 アクテ﻿ィブ化

Sample Scheduler のアクテ﻿ィブ化   39

規制に準拠した環境   41
OpenLab ECM 権限の確認   41
OpenLab CDS にサ﻿ービスユ﻿ーザ﻿ーを作成   41
LIMS 結果フ﻿ォルダ﻿ーへのアクセス制限   42
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ag-textnode-version-id: 18014400721134603ag-textnode-base-id: 2211652619

Sample Scheduler のアクテ﻿ィブ化

Sample Scheduler の機器ダ﻿ッシ﻿ュボ﻿ードは﻿、OpenLab CDS クライアント/サ﻿ー
バ﻿ーコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンシステムに含まれており﻿、デフ﻿ォルトでインスト﻿ー
ルされています﻿。Sample Scheduler のフルエデ﻿ィシ﻿ョンを使用する（﻿例﻿：分析
依頼を機器に送信する﻿）には﻿、Sample Scheduler をアクテ﻿ィブ化する必要があ
ります﻿。

アクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョンを行うことにより﻿、以下の変更が生じます﻿。
• フルエデ ﻿ィシ﻿ョンの機能を利用できます
• 入力した Sample Scheduler サ﻿ービスの資格情報が適用されます
• Sample Scheduler のロ﻿ールと権限が作成されます﻿。
• 機器が自動的に割り当てられます﻿。
• Scheduler Agent と LIMS Agent サ﻿ービスが開始され﻿、スタ﻿ートア﻿ップの種類

が自動に設定されます﻿。
• 同時に使用できるユ﻿ーザ﻿ーセ﻿ッシ﻿ョン数が無制限になります﻿。
• スタ﻿ートメニ﻿ュ﻿ー項目 Agilent Technologies > Agilent Sample Scheduler からロ

グイン画面が開き﻿、情報ペ﻿ージがスキ﻿ップされます﻿。

注記 60 日間のトライアルライセンスまたは Sample Scheduler Expansion Pack ライ
センスがあることを確認してください﻿。

準備 • 規制に準拠した環境﻿：アクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョン前に﻿、Sample Scheduler のサ﻿ー
ビスユ﻿ーザ﻿ーが作成済みであることを確認してください﻿。OpenLab CDS に
サ﻿ービスユ﻿ーザ﻿ーを作成 41 ペ​ージ を参照してください﻿。

• サ﻿ービスユ﻿ーザ﻿ーにセキ﻿ュリテ﻿ィの管理（﻿Shared Services﻿）権限があること
を確認してください﻿。権限は﻿、OpenLab のコントロ﻿ールパネルで設定しま
す﻿。

アクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョンビデオを視聴します﻿。
1 すべての機器コントロ﻿ーラに ping が通ることを確認してください﻿。

a コントロ﻿ールパネルの管理  > 機器コントロ﻿ーラを選択します﻿。
b 各機器コントロ﻿ーラを選択し﻿、機器コントロ﻿ーラへの Ping をクリ﻿ックし

ます﻿。

2 Sample Scheduler Web インタ﻿ーフ﻿ェイスを開きます﻿。

https://www.agilent.com/en/video/activating-sample-scheduler
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Web インタ﻿ーフ﻿ェイスは﻿、
https﻿://<ホスト名>/openlab/samplescheduler で利用できます﻿。
または﻿、OpenLab Acquisition からAgilent Sample Scheduler for OpenLab をク
リ﻿ックし ﻿、開いたペ﻿ージで無償のダ﻿ッシ﻿ュボ﻿ードを開くをクリ﻿ックします﻿。

3 セキ﻿ュリテ﻿ィの管理（﻿Shared Services﻿）権限を持つユ﻿ーザ﻿ーとしてログイン
します﻿。

4 メニ﻿ュ﻿ーのアクテ﻿ィベ﻿ーシ﻿ョンをクリ﻿ックします﻿。

5 規制に準拠した環境﻿：Sample Scheduler サ﻿ービスユ﻿ーザ﻿ーのユ﻿ーザ﻿ー名と
パスワ﻿ードを入力します﻿。または﻿、OpenLab CDS ビルトイン管理者を使用
します﻿。Windows ドメイン環境では﻿、ドメインも指定します﻿。

6 アクテ﻿ィブ化すると﻿、すべての機器が自動的に割り当てられます﻿。機器のサ
ブセ﻿ットのみを割り当てるには﻿、機器の自動割り当てチ﻿ェ﻿ックボ﻿ックスをオ
フにし﻿、コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン時に機器を割り当てます﻿。

注記 割り当てた機器それぞれにライセンスが必要です（﻿ライセンス 14 ペ​ージ を参
照﻿）﻿。これは﻿、OQ 用に作成されるバ﻿ーチ﻿ャル機器にも該当します﻿。
7 アクテ﻿ィブ化をクリ﻿ックします﻿。

成功メ﻿ッセ﻿ージが表示されます﻿。

8 ユ﻿ーザ﻿ーセ﻿ッシ﻿ョンに変更を適用するには﻿、再度ログインします﻿。

注記 Scheduler Agent﻿、LIMS Agent﻿、および Sample Scheduler Orchestrator サ﻿ービス
は﻿、インスト﻿ール後は無効です﻿。これらのサ﻿ービスは﻿、Sample Scheduler が正
常にアクテ﻿ィブ化されると自動的に開始されます﻿。
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ag-textnode-version-id: 2232341259ag-textnode-base-id: 2232341259

規制に準拠した環境

ag-textnode-version-id: 2967762187ag-textnode-base-id: 2967762187

OpenLab ECM 権限の確認

OpenLab ECM v3﻿.x をバ﻿ックエンドとして使用する場合は﻿、OpenLab ECM に以
下の表示権限を持つサ﻿ービスユ﻿ーザ﻿ーがいることを確認してください﻿。
• CDSPRIV
• Content﻿: File
• Content﻿: Folder

ag-textnode-version-id: 2201837963ag-textnode-base-id: 2201837963

OpenLab CDS にサ﻿ービスユ﻿ーザ﻿ーを作成

注記 サ﻿ービスユ﻿ーザ﻿ーは Sample Scheduler for OpenLab を実行するために必要で
す﻿。ラボ環境で Sample Scheduler for OpenLab を使用している間は﻿、このユ﻿ー
ザ﻿ーを無効にしないでください﻿。
1 コントロ ﻿ールパネル（﻿管理 > ロ﻿ールおよびユ﻿ーザ﻿ー﻿）で﻿、新しいロ﻿ールのオ

ペレ﻿ータを作成します﻿。
ロ﻿ール名にオペレ﻿ータ﻿、説明にはラボオペレ﻿ータと入力します﻿。
以下のプロジ﻿ェクト権限をこのロ﻿ールに割り当てます﻿。
• プロジ﻿ェクトまたはプロジ﻿ェクトグル﻿ープの表示（﻿ロ﻿ールタイプ

プロジ﻿ェクト > プロジ﻿ェクト管理﻿）﻿、デフ﻿ォルトで有効﻿、無効にできませ
ん

• プロジ﻿ェクトコンテンツの編集（﻿ロ﻿ールタイププロジ﻿ェクト >
プロジ﻿ェクト管理﻿）

• シ﻿ーケンスの作成と編集（﻿ロ﻿ールタイププロジ﻿ェクト > シ﻿ーケンス﻿）

2 コントロ ﻿ールパネル（﻿管理 > ユ﻿ーザ﻿ー﻿）で﻿、新しいサ﻿ービスアカウントユ﻿ー
ザ﻿ーを作成します﻿。
名前は Sample Scheduler サ﻿ービス﻿、説明に Sample Scheduler サ﻿ービスで使
用されるアカウントと入力します﻿。
または﻿、
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ECM からサ﻿ービスユ﻿ーザ﻿ーをインポ﻿ートします（﻿詳細については﻿、
『Configuring OpenLab CDS with OpenLab ECM (﻿CDS_v2﻿.8_configure-
with-ECM_en﻿.pdf﻿, D0028024﻿)』ガイドを参照してください﻿）﻿。

注記 Sample Scheduler 監査証跡は﻿、システムがトリガ﻿ーしたプロセスか﻿、ユ﻿ーザ﻿ー
アクシ﻿ョンによるプロセスかを追跡できます﻿。この機能を使用したい場合は﻿、
サ﻿ービスユ﻿ーザ﻿ーに Sample Scheduler の権限を割り当てないでください﻿。
OpenLab CDS 権限の割り当ては影響ありません﻿。

3 以下のロ ﻿ールをこのユ﻿ーザ﻿ーに割り当てます﻿。
• 機器ユ﻿ーザ﻿ー（﻿ビルトインロ﻿ール﻿）
• オペレ﻿ータ（﻿ステ﻿ップ 1 で作成﻿）

ag-textnode-version-id: 2201840523ag-textnode-base-id: 2201840523

LIMS 結果フ﻿ォルダ﻿ーへのアクセス制限

LIMS システムを使用する場合﻿、LIMS 結果フ﻿ォルダ﻿ーへのアクセスをオペレ﻿ー
テ﻿ィングシステムレベルで制限する必要があります﻿。このフ﻿ォルダ﻿ーにレポ﻿ー
トが作成され﻿、LIMS システムにのみこれらのレポ﻿ートへのアクセスを許可し
てください﻿。

アクセスを制限するには﻿、以下のことを確認してください﻿。
• 特定のログオンユ﻿ーザ﻿ーが Agilent Sample Scheduler LIMS Agent サ﻿ービスの

プロパテ ﻿ィで指定されている﻿。
• このユ﻿ーザ﻿ーが LIMS 結果フ﻿ォルダ﻿ーへの読み取りおよび書き込み権限を

持﻿っている﻿。
• LIMS 結果フ﻿ォルダ﻿ーへの他のユ﻿ーザ﻿ーのアクセスが制限されている﻿。
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ag-textnode-version-id: 2201845643ag-textnode-base-id: 2201845643

5 インスト﻿ール後のタスク

ソフトウ﻿ェアベリフ﻿ィケ﻿ーシ﻿ョンの実行   44

ウ﻿ィルス対策プログラムのコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン   45

サ﻿ービスの開始   46

LIMS 転送のコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン   47
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ag-textnode-version-id: 2967609867ag-textnode-base-id: 2967609867

インスト ﻿ール後のタスク
ソフトウ﻿ェアベリフ﻿ィケ﻿ーシ﻿ョンの実行

ソフトウ﻿ェアベリフ﻿ィケ﻿ーシ﻿ョンの実行

ソフトウ﻿ェアベリフ﻿ィケ﻿ーシ﻿ョンツ﻿ール（﻿SVT﻿）では ﻿、使用するシステムが正
しく構築およびインスト﻿ールされ﻿、設計仕様通りにな﻿っていることを示す文書
が提供されます﻿。インスト﻿ールの終了時にソフトウ﻿ェアベリフ﻿ィケ﻿ーシ﻿ョンが
正常に実行されている場合﻿、再度実行する必要はありません﻿。
1 Windows オペレ﻿ーテ﻿ィングシステムを使用して﻿、スタ﻿ート >

Agilent Technologies > Software Verification Toolを選択します﻿。

2 検証するコンポ﻿ーネントを選択します﻿。

3 評価を実行を選択します﻿。
アプリケ﻿ーシ﻿ョンが実行され﻿、ソフトウ﻿ェアベリフ﻿ィケ﻿ーシ﻿ョンレポ﻿ートが作
成されます﻿。C﻿:¥﻿SVReports にレポ ﻿ートが自動的に保存されます﻿。
レポ﻿ートに不合格と表示されている場合﻿、コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーの要件を確認し﻿、
デ﻿ータシステムを再インスト﻿ールしてください﻿。ソフトウ﻿ェアベリフ﻿ィケ﻿ー
シ﻿ョンレポ﻿ートの結果が「﻿合格﻿」となるまで﻿、システムを使用しないでくださ
い﻿。
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ウ﻿ィルス対策プログラムのコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン
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ag-textnode-version-id: 2211809547ag-textnode-base-id: 2211809547

ウ﻿ィルス対策プログラムのコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン

動作をモニタ﻿ーするウ﻿ィルス対策プログラムを使う場合﻿、次のフ﻿ァイルを承認
プログラムのリストに追加してください﻿。
• C﻿:\Program Files (﻿x86﻿)\Agilent Technologies\Sample Scheduler for

OpenLab\Bin\Agilent﻿.OpenLab﻿.Scheduler﻿.Client﻿.exe
• C﻿:\Program Files (﻿x86﻿)\Agilent Technologies\Sample Scheduler for

OpenLab\Bin\Agilent﻿.OpenLab﻿.Scheduler﻿.Configuration﻿.exe
• C﻿:\Program Files (﻿x86﻿)\Agilent Technologies\Sample Scheduler for

OpenLab\Bin\Agilent﻿.Scheduler﻿.Acquisition﻿.Agent﻿.exe
• C﻿:\Program Files (﻿x86﻿)\Agilent Technologies\Sample Scheduler for

OpenLab\Bin\Agilent﻿.Scheduler﻿.Agent﻿.exe
• C﻿:\Program Files (﻿x86﻿)\Agilent Technologies\Sample Scheduler for

OpenLab\Bin\Agilent﻿.Scheduler﻿.Lims﻿.Agent﻿.exe
• C﻿:\Program Files (﻿x86﻿)\Agilent Technologies\Sample Scheduler for

OpenLab\Bin\Agilent﻿.Scheduler﻿.WebserverService﻿.exe
• C﻿:\Program Files (﻿x86﻿)\Agilent Technologies\Sample Scheduler for

OpenLab\Bin\Agilent﻿.Scheduler﻿.Webstarter﻿.exe
• C﻿:\Program Files (﻿x86﻿)\Agilent Technologies\Sample Scheduler for

OpenLab\Bin\Agilent﻿.Scheduler﻿.DBManagement﻿.Agent﻿.exe
• C﻿:\Program Files (﻿x86﻿)\Agilent Technologies\Sample Scheduler for

OpenLab\Bin\Agilent﻿.Scheduler﻿.Orchestrator﻿.exe
• C﻿:\Program Files (﻿x86﻿)\Agilent Technologies\Sample Scheduler for

OpenLab\Bin\Agilent﻿.ICDS﻿.Remote﻿.Satellite32﻿.exe
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サ﻿ービスの開始
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ag-textnode-version-id: 9007201524277899ag-textnode-base-id: 2269536907

サ﻿ービスの開始

LIMS Agent サ﻿ービスの開始
LIMS Agent を手動でインスト﻿ールした場合（﻿つまり﻿、OpenLab CDS インス
ト﻿ール時に自動的にインスト﻿ールされる LIMS Agent を使用しない場合﻿）﻿：
1 LIMS Agent サ﻿ービスのスタ﻿ートア﻿ップの種類を自動に設定します﻿。

2 LIMS Agent サ﻿ービスを開始します﻿。

Sample Scheduler Agent の開始
OpenLab CDS システムで追加の機器コントロ﻿ーラ（﻿AIC﻿）がある場合﻿：
1 Sample Scheduler Agent サ﻿ービスのスタ﻿ートア﻿ップの種類を自動に設定しま

す﻿。

2 Sample Scheduler Webserver が実行中であることを確認します﻿。その後﻿、
Sample Scheduler Agent サ﻿ービスを開始します﻿。

Sample Scheduler がアクテ﻿ィブ化された後に﻿、新しい AIC をシステムに追加す
る場合﻿：
1 Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンを開きます﻿。

2 メンテナンスタブを開きます﻿。

3 OpenLab Services 資格情報の更新をクリ﻿ックします﻿。

4 OpenLab サ ﻿ービスユ﻿ーザ﻿ーの有効な資格情報を入力します﻿。

5 保存をクリ﻿ックします﻿。
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LIMS 転送のコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン
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ag-textnode-version-id: 2268203787ag-textnode-base-id: 2268203787

LIMS 転送のコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン

LIMS サインオフ機能を使用したい場合は﻿、以下の要件を満たす必要がありま
す﻿。
• 結果レポ ﻿ートが LIMS 結果フ﻿ォルダ﻿ーにコピ﻿ーされ﻿、その結果が LIMS に転

送される LIMS 結果フ﻿ォルダ﻿ーが利用可能でなければなりません﻿。この結果
フ﻿ォルダ ﻿ーは﻿、LIMS Agent と同じ機器上である必要はなく﻿、任意のコン
ピ﻿ュ﻿ータ ﻿ーに設定できます﻿。

• フ﻿ォルダ ﻿ーパスは﻿、LIMS Agent が LIMS 結果フ﻿ォルダ﻿ーへアクセスできる
ように定義します﻿。このパスは﻿、Sample Scheduler LIMS Agent がインス
ト﻿ールされているコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーで利用可能でなければなりません﻿。

• LIMS エ﻿ージ﻿ェントは﻿、どのようなフ﻿ァイル名でも規定の拡張子（﻿例えば﻿、
csv﻿、txt﻿）を持つフ﻿ァイルをすべて収集します﻿。デ﻿ュアル注入でフロントと
バ﻿ックに割り当てられたレポ﻿ートフ﻿ァイルの名前には﻿、それぞれ 01 および
02 が付け加えられます﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007201524662923ag-textnode-base-id: 2269921931
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ユ﻿ーザ﻿ー権限   49

監査証跡   52
監査証跡を有効   52
監査証跡設定   52

シングルサインオンの有効   55

Microsoft SQL Server 設定   56
リモ﻿ートアクセス用の SQL プロトコルの構成   56
SQL Server 認証モ﻿ードの切り替え   61
システム管理者の編集または追加   65
「﻿sa﻿」以外の SQL Server アカウントの設定   68
Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースの接続チ﻿ェ﻿ック   73
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ユ﻿ーザ﻿ー権限
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ag-textnode-version-id: 9007201524665995ag-textnode-base-id: 2269925003

ユ﻿ーザ﻿ー権限

Sample Scheduler のユ﻿ーザ﻿ー権限は﻿、コントロ﻿ールパネルで設定します﻿。

表 7 49 ペ​ージ  に説明されている権限は﻿、コントロ﻿ールパネルのロ﻿ールと関
連付けることができます﻿。OpenLab システムの管理者は﻿、既存のロ﻿ールを変更
するか﻿、新しいロ﻿ールを作成して﻿、そのロ﻿ールを Sample Scheduler ユ﻿ーザ﻿ーに
割り当てることができます﻿。次のデフ﻿ォルトのロ﻿ールが使用できます﻿。
• Sample Scheduler 管理者﻿：Sample Scheduler を設定できます﻿。たとえば﻿、デ

フ﻿ォルト設定や必須コマンドの定義﻿、LIMS 接続の確立（﻿LIMS コマンドフ﻿ォ
ルダ﻿ーまたは SQL ステ﻿ートメント﻿）﻿、通知の設定﻿、オ﻿ートフ﻿ィルテンプ
レ﻿ートの作成ができます﻿。

• Sample Scheduler 分析者﻿：ラボ作業の全体を管理できます﻿。すべての機器と
それらのユ﻿ーザ﻿ーの作業の分析情報を確認できます﻿。CDS の結果をレ
ビ﻿ュ﻿ーして再解析することができます﻿。

• Sample Scheduler 技術者﻿：機器を管理し﻿、分析ワ﻿ークフロ﻿ーを決定できま
す﻿。たとえば﻿、分析とシ﻿ーケンスの作成﻿、変更﻿、削除﻿、リセ﻿ット﻿、または再
開﻿、それらの優先順位の指定﻿、シングル分析の結合﻿、デ﻿ュアル分析の分割﻿、
機器エラ ﻿ーの修正を行えます﻿。CDS のデ ﻿ータにアクセスできます﻿。

• Sample Scheduler オペレ﻿ータ﻿：分析/シ ﻿ーケンスの準備﻿、バイアル位置の入
力﻿、機器の選択﻿、不具合が発生した場合の停止ができます﻿。このロ﻿ールの
ユ﻿ーザ﻿ーは Web インタ﻿ーフ﻿ェイス作業が制限されます﻿。

表 7: （﻿Sample Scheduler﻿）関連権限

権限 ユ﻿ーザ﻿ーに許可すること

分析を追加 追加ボタンの使用

優先順位変更 先に実行または後で実行ボタンの使用

シ﻿ーケンス作成 選択した分析からシ﻿ーケンスを手動で作成

通知の削除 ゴミ箱に入れられたコマンドの通知をすべて削除﻿、また
は選択して削除

分析の削除 選択した分析またはシ﻿ーケンスを削除し﻿、Sample
Scheduler のデ﻿ータベ﻿ースから取り除く

管理者 Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンへの接続
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権限 ユ﻿ーザ﻿ーに許可すること

分析の編集 ユ﻿ーザ﻿ー割り当て（﻿クライアント﻿）﻿、割り当て（﻿Web イン
タ﻿ーフ﻿ェイス﻿）﻿、および OpenLab デフ﻿ォルトユ﻿ーザ﻿ー
（﻿コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン﻿）のドロ﻿ップダウンリストに表
示
分析またはシ﻿ーケンスのスケジ﻿ュ﻿ール﻿、一時停止﻿、停止
および再開
機器の停止

システム設定の編集（﻿Web インタ﻿ー
フ﻿ェイス﻿）

Sample Scheduler Web インタ﻿ーフ﻿ェイスの設定ツ﻿ールへ
のアクセス

分析の結合 / 分割 デ﻿ュアル分析に分析を結合またはデ﻿ュアル分析の分割

デ﻿ータを開く Sample Scheduler から CDS で取り込んだデ﻿ータを開く

シ﻿ーケンスでアクシ﻿ョンを実行 シ﻿ーケンスグリ﻿ッドのアクシ﻿ョンボタン（﻿追加﻿、削除﻿、
移動など﻿）の使用

分析のリセ﻿ット Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースでブロ﻿ックされている分
析を解除し﻿、元のステ﻿ータスにリセ﻿ットする

分析の再開 選択した分析またはシ﻿ーケンスの再開

結果のレビ﻿ュ﻿ーと送信 LIMS に結果を転送

分析をスケジ﻿ュ﻿ール スケジ﻿ュ﻿ールボタンの使用

すべてのユ﻿ーザ﻿ーにお気に入りを
設定

ご自身のお気に入りリストを﻿、ラボグル﻿ープのユ﻿ーザ﻿ー
全員に割り当てる

停止 / 機器の停止 機器のキ﻿ュ﻿ーにあるアクテ﻿ィブな分析すべてを直ちに停
止

アクテ﻿ィビテ﻿ィログの表示 （﻿アクテ﻿ィビテ﻿ィログのアクセスノ﻿ード﻿）
ダ﻿ッシ﻿ュボ﻿ードで機器のアクテ﻿ィビテ﻿ィログとエラ﻿ー情
報を表示

分析ビ﻿ュ﻿ーと詳細の設定（﻿Web イン
タ﻿ーフ﻿ェイス﻿）

Sample Scheduler Web インタ﻿ーフ﻿ェイスの詳細ペインで
カテゴリおよびパラメ﻿ータのタブを表示﻿、列の選択に使
用
すべてのユ﻿ーザ﻿ーはお気に入りタブを表示可能

他のユ﻿ーザ﻿ーの分析を表示または
編集

他のユ﻿ーザ﻿ーに割り当てられている分析の表示と編集﻿。
ユ﻿ーザ﻿ーエントリのない分析は﻿、すべてのユ﻿ーザ﻿ーにつ
いて表示可能
ユ﻿ーザ﻿ー割り当て（﻿クライアント﻿）と割り当て（﻿Web イン
タ﻿ーフ﻿ェイス﻿）のドロ﻿ップダウンリストから他のユ﻿ー
ザ﻿ーを表示および割り当て

ラボマネ﻿ージ﻿ャ﻿ー スタ﻿ートペ﻿ージの
表示（﻿Web インタ﻿ーフ﻿ェイス﻿）

ラボマネ﻿ージ﻿ャ﻿ースタ﻿ートペ﻿ージの表示
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権限 ユ﻿ーザ﻿ーに許可すること

レポ﻿ートを表示 Sample Scheduler クライアントのレビ﻿ュ﻿ーリボンタブの
PDF の表示ボタンの使用

分析を待機 分析またはシ﻿ーケンスを転送して待機状態に戻す



6 Sample Scheduler 設定のコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン
監査証跡

Sample Scheduler for OpenLab インスト﻿ールおよびコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン 52

ag-textnode-version-id: 2269973259ag-textnode-base-id: 2269973259

監査証跡

ag-textnode-version-id: 2269976331ag-textnode-base-id: 2269976331

監査証跡を有効

Sample Scheduler をインスト﻿ールまたはア﻿ップグレ﻿ードすると﻿、監査証跡はデ
フ﻿ォルトで無効にな﻿っています﻿。監査証跡を有効にするには﻿、次の手順に従﻿っ
てください﻿。
1 Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンで﻿、システムコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン

タブへ移動します﻿。

2 監査ログを有効パラメ﻿ータの使用するを選択します﻿。

注意 一度監査証跡を有効にすると﻿、無効に戻すことはできなくなります﻿。

ag-textnode-version-id: 9007201524722699ag-textnode-base-id: 2269981707

監査証跡設定

アクテ﻿ィビテ﻿ィログ書き込みオプシ﻿ョンが CDS の設定で有効にな﻿っている場
合﻿、Sample Scheduler のすべてのアクシ﻿ョンがコントロ﻿ールパネルのシステム
アクテ ﻿ィビテ ﻿ィログに記録されます﻿。Sample Scheduler の監査証跡が正しく
機能するためには﻿、 CDS プロジ﻿ェクトで特定の監査証跡設定が必要です﻿。次の
手順に従﻿って正しく設定されているか確認してください﻿。
1 コントロ ﻿ールパネルでプロジ﻿ェクトをクリ﻿ックし﻿、編集するプロジ﻿ェクトを

選択します﻿。

2 CDS 設定タブで﻿、監査証跡設定セクシ﻿ョンを展開します﻿。

3 シ﻿ーケンスタブを選択します﻿。
Sample Scheduler に関連するのは﻿、シ﻿ーケンス監査証跡設定のみです﻿。
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理由が必要な場合﻿、Sample Scheduler はデフ﻿ォルトの理由を自動的に入力
します﻿。シ﻿ーケンスの保存時に理由を入力するを有効にすると﻿、これらは編
集できます﻿。

図 10: 理由を入力しない

図 11: Sample Scheduler で理由を追加できるようにする

注記 アクテ﻿ィビテ﻿ィログの表示権限を含むロ﻿ールのユ﻿ーザ﻿ーのみ﻿、アクテ﻿ィビテ﻿ィ
ログとそのすべてのエントリを表示できます﻿。これらのロ﻿ールは
アクテ﻿ィビテ﻿ィログのアクセスおよびすべてにデフ﻿ォルトで含まれます﻿。
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監査証跡エントリが作成されると﻿、現在のユ﻿ーザ﻿ーが Sample Scheduler 権限を
持﻿っているかどうかが自動的に確認されます﻿。
ユ﻿ーザ﻿ーが Sample Scheduler 権限を持﻿っていない場合﻿、監査証跡エントリで
は﻿、ユ﻿ーザ﻿ーが自動的に実行したアクシ﻿ョンとしてマ﻿ークされます﻿。このラベ
ルは﻿、システムによる変更とユ﻿ーザ﻿ーによ﻿って対話式に実行された変更を区別
するのに役立ちます﻿。
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ag-textnode-version-id: 2270009483ag-textnode-base-id: 2270009483

シングルサインオンの有効

シングルサインオンを有効にすると﻿、Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン
または Sample Scheduler クライアントの開始時に資格情報を入力する必要はあ
りません﻿。この機能は﻿、Windows ドメイン認証を使用している場合のみ有効で
す﻿。
シングルサインオンを有効にするには﻿：
1 コントロ ﻿ールパネルの管理 > システムコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンから﻿、認証プロ

バイダ﻿ーを Windows ドメインに設定します﻿。
詳細については﻿、コントロ﻿ールパネルのオンラインヘルプを参照してくださ
い（﻿「﻿認証プロバイダ﻿ー﻿」を検索﻿）﻿。

2 コントロ ﻿ールパネルの管理 > セキ﻿ュリテ﻿ィポリシ﻿ーから﻿、システムの
シングルサインオンの有効を選択します﻿。

3 ドメインユ﻿ーザ﻿ーをインポ﻿ートします﻿。
詳細については﻿、コントロ﻿ールパネルのオンラインヘルプを参照してくださ
い（﻿「﻿ユ ﻿ーザ﻿ーのインポ﻿ート﻿」を検索﻿）﻿。

システムのシングルサインオンを有効にすると﻿、ロ﻿ーカルコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーごと
にシングルサインオンを有効や無効にできます（﻿コントロ﻿ールパネルの管理 >
ロ﻿ーカルコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン﻿）﻿。シングルサインオンを有効にする方法の詳細
については﻿、コントロ﻿ールパネルのオンラインヘルプを参照してください
（﻿「﻿シングルサインオン﻿」を検索﻿）﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007201522524299ag-textnode-base-id: 2267783307

Microsoft SQL Server 設定

SQL Server の設定に関する情報を以下に記載します﻿。インスト﻿ールしている
SQL Server のバ﻿ージ﻿ョンによ﻿っては﻿、インタ﻿ーフ﻿ェイスが異なる場合がありま
す﻿。そのときは同じオプシ﻿ョンにアクセスしてください﻿。

ag-textnode-version-id: 9007201535825675ag-textnode-base-id: 2281084683

リモ﻿ートアクセス用の SQL プロトコルの構成

1 アプリケ ﻿ーシ﻿ョンMicrosoft SQL Server 20xx/構成ツ﻿ール/SQL Server 構成マ
ネ﻿ージ﻿ャ ﻿ーを開始します﻿。

2 SQL Server インスタンスを左のパネルで選択します﻿。
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3 TCP/IP のプロパテ﻿ィを編集します﻿。

4 プロトコルの TCP/IP を有効にします﻿。

図 12: TCP/IP の有効
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5 2 つ目のタブ IP アドレスを選択します﻿。

6 ネ﻿ットワ ﻿ークで現在のコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーに割り当てられた IP アドレスのアク
テ﻿ィブと有効を「﻿はい﻿」にします﻿。

7 ダイアログを閉じます﻿。

使用する SQL インスタンスの構成
他のオプシ﻿ョンは﻿、静的ポ﻿ートを使用して SQL Server インスタンスを構成しま
す﻿。この TCP ポ﻿ートは﻿、ネ﻿ットワ﻿ーク IT 担当者に確認してから定義してくだ
さい﻿。さらに﻿、フ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールの除外でこの静的ポ﻿ートを有効にする必要が
生じる場合があります﻿。
静的ポ﻿ートの構成は﻿、スクロ﻿ールリストですべての TCP 動的ポ﻿ートのオプシ﻿ョ
ンを無効にすることで行えます﻿。さらに﻿、静的 TCP ポ﻿ートを IP All セクシ﻿ョン
で定義してください﻿。
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図 13: TCP ポ﻿ート

1 SQL Server のサ﻿ービスを左のペインで選択します﻿。

2 右のペインで﻿、次のサ﻿ービスを選択します﻿。
• SQL Server （﻿インスタンス名﻿）
• SQL Server Browser （﻿固定ポ﻿ートを設定していない場合﻿）
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3 開始モ﻿ードを自動に設定します﻿。

図 14: 自動開始モ ﻿ード

4 両方のサ ﻿ービスを再起動します﻿。

図 15: 構成マネ ﻿ージ﻿ャ﻿ー

5 アプリケ ﻿ーシ﻿ョンを閉じます﻿。
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ag-textnode-version-id: 2281122571ag-textnode-base-id: 2281122571

SQL Server 認証モ﻿ードの切り替え

1 SQL Server Management Studio を開始します﻿。

図 16: SQL Server Management Studio

2 SQL Server インスタンスに有効な認証モ﻿ードと資格情報で接続します﻿。

図 17: サ﻿ーバ ﻿ーへの接続



6 Sample Scheduler 設定のコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン
Microsoft SQL Server 設定

Sample Scheduler for OpenLab インスト﻿ールおよびコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン 62

3 インスタンスを選択し﻿、プロパテ﻿ィ をクリ﻿ックします﻿。

図 18: プロパテ ﻿ィ
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4 セキ﻿ュリテ﻿ィを選択し﻿、サ﻿ーバ﻿ー認証モ﻿ードを変更します﻿。

図 19: セキ﻿ュリテ ﻿ィ

5 ダイアログを閉じます﻿。
サ﻿ーバ﻿ー認証モ﻿ードを変更したら﻿、
SQL Server サ﻿ービスの SQL Server（﻿インスタンス名﻿）を再起動してください﻿。

注記 Windows 認証モ﻿ードで設定する場合﻿、Sample Scheduler コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーにロ
グオンするすべての Windows ユ﻿ーザ﻿ーに﻿、「﻿OpenLab Scheduler﻿」デ﻿ータベ﻿ー
スにアクセスできる権限があることを確認してください（﻿例﻿： sysadmin﻿）﻿。
社内のポリシ﻿ール﻿ールとの整合性を確保するためにどのような権限を設定する
べきかについては﻿、デ﻿ータベ﻿ース管理者にお問い合わせください﻿。
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図 20: Windows ユ﻿ーザ﻿ーが既存のデ﻿ータベ﻿ースにアクセスするための最小限のサ ﻿ーバ ﻿ーロ﻿ール
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ag-textnode-version-id: 18014400790627339ag-textnode-base-id: 2281145355

システム管理者の編集または追加

SQL Server 認証モ﻿ードと Windows 認証モ﻿ードを選択した場合﻿、システム管理
者のユ﻿ーザ﻿ーを追加またはデフ﻿ォルトのシステム管理者（﻿sa﻿）の編集ができま
す﻿。
1 SQL Server Management Studio を開始します﻿。

2 システム管理者（﻿sa﻿）のパスワ﻿ードを編集します﻿。
a 左のペインで﻿、セキ﻿ュリテ﻿ィ > ログイン > sa を選択します﻿。
b プロパテ﻿ィをクリ﻿ックします﻿。

図 21: プロパテ﻿ィ
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c パスワ﻿ードを変更します﻿。

図 22: パスワ ﻿ードの変更

3 ユ﻿ーザ﻿ーが有効であることを確認します﻿。

図 23: 有効なユ ﻿ーザ﻿ー

4 ダイアログを閉じます﻿。
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SQL Service （﻿インスタンス名﻿）のサ﻿ービスを再起動する必要はありません﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007201536181387ag-textnode-base-id: 2281440395

「﻿sa﻿」以外の SQL Server アカウントの設定

注記 Sample Scheduler コンポ﻿ーネントで SQL Server デ﻿ータベ﻿ースにログインする
ため﻿、Windows 認証モ﻿ードを使用する場合﻿、Sample Scheduler Agent と
Sample Scheduler LIMS Agent の実行ユ﻿ーザ﻿ーを変更する必要があります﻿。
Windows Services アプリケ﻿ーシ﻿ョンによりユ﻿ーザ﻿ーを変更します﻿。サ﻿ービス
は﻿、次に説明するように﻿、デ﻿ータベ﻿ースの必要権限を持つアカウントで実行す
る必要があります﻿。
デ﻿ータベ﻿ースの作成権限がある SQL Server アカウントの管理者がインスト﻿ール
を実行した場合﻿、Sample Scheduler ではより制限された権限をもつ SQL Server
アカウントの使用が必要となる場合があります﻿。これは﻿、企業のポリシ﻿ーによ
り異なります﻿。
次の手順は﻿、Sample Scheduler 用のアカウント設定方法についてです﻿。SQL
Server 側の権限を設定および構成する他の選択肢もありますが﻿、本書は﻿、SQL
Server のための文書ではありません﻿。そのため本書では﻿、Sample Scheduler を
使用するときに必要な権限をリストし﻿、簡単に設定できる方法を示してます﻿。

ag-textnode-version-id: 9007201536199563ag-textnode-base-id: 2281458571

Sample Scheduler で使用するユ﻿ーザ ﻿ー/グル ﻿ープの作成方法

1 Sample Scheduler を使用するデ﻿ータベ﻿ースの新規ユ﻿ーザ﻿ーを追加するに
は﻿、Microsoft SQL Management Studio でデ﻿ータベ﻿ースのインスタンスに接
続します ﻿。これは﻿、新規のユ﻿ーザ﻿ーを作成し﻿、それに許可を割り当てるため
の権限のあるアカウントで行う必要があります﻿。

2 インスタンスのレベルで﻿、セキ﻿ュリテ﻿ィ > ログインを右クリ﻿ックし﻿、
新しいログインを選択します﻿。
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3 追加したい新しいユ﻿ーザ﻿ーが Windows ユ﻿ーザ﻿ーまたはグル﻿ープの場合﻿、そ
れを検索できます﻿。グル﻿ープを検索するには﻿、オブジ﻿ェクトの種類﻿.﻿.﻿. をク
リ﻿ックし ﻿、グル﻿ープを選択して﻿、検索するオブジ﻿ェクトの種類にグル﻿ープを
追加します﻿。

図 24: オブジ ﻿ェクトの種類

4 SQL Server 認証を新しいアカウントで使用する場合﻿、パスワ﻿ードを指定す
る必要があります﻿。必ず﻿、Sample Scheduler でアカウントを使用する前
に﻿、手動でパスワ﻿ードを変更するか﻿、
ユ﻿ーザ﻿ーは次回のログイン時にパスワ﻿ードを変更するのチ﻿ェ﻿ックを外してく
ださい﻿。

5 ログインの詳細を指定した後﻿、ユ﻿ーザ﻿ーマ﻿ッピングタブに切り替えます﻿。
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6 サ﻿ーバ﻿ーロ﻿ールを選択します﻿。public および dbcreator を選択します﻿。

7 ユ﻿ーザ﻿ーマ﻿ッピングタブに切り替えます﻿。OpenLab Scheduler デ﻿ータベ﻿ース
（﻿OpenLabSchedulerDB270﻿）を選択します﻿。

図 25: ユ﻿ーザ ﻿ーマ﻿ッピング

8 ユ﻿ーザ﻿ーの列は﻿、作成した新しいユ﻿ーザ﻿ーで設定されます﻿。既定のスキ﻿ーマ
を選択する必要はありません﻿。

9 デ﻿ータベ ﻿ースのロ﻿ールのリストで﻿、public﻿、db_datareader および
db_datawriter を選択します﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007201536225931ag-textnode-base-id: 2281484939

新しいユ﻿ーザ﻿ー/グル﻿ープに実行の権限を付与

1 オブジ﻿ェクトブラウザ﻿ーで Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ース
（﻿OpenLabSchedulerDB+ <バ﻿ージ﻿ョン番号>﻿）を選択します
（﻿インスタンス名 > デ﻿ータベ﻿ース > OpenLabSchedulerDB270 >
プロパテ﻿ィ﻿）﻿。

2 権限タブに進み﻿、作成したばかりのユ﻿ーザ﻿ー/グル﻿ープの検索を実行しま
す﻿。その後﻿、ユ﻿ーザ﻿ーまたはロ﻿ールのセクシ﻿ョンで﻿、ユ﻿ーザ﻿ー/グル﻿ープを選
択します ﻿。

3 明示的タブで﻿、実行の許可チ﻿ェ﻿ックボ﻿ックスを選択します﻿。

図 26: 実行の権限付与
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ag-textnode-version-id: 9007201522607371ag-textnode-base-id: 2267866379

SQL Server のフ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールの構成

フ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールは﻿、SQL Server とクライアントアプリケ﻿ーシ﻿ョンの間の通信
をブロ﻿ックできます﻿。
以下の除外項目を追加します﻿。
• 受信の規則﻿、プロトコル TCP﻿、ポ﻿ート 1433
• 受信の規則﻿、プロトコル UDP﻿、ポ﻿ート 1434
• 受信の規則﻿、アプリケ﻿ーシ﻿ョンに関するすべてのポ﻿ート

SQL Server 2019 の場合は﻿、﻿%Program Files﻿%\Microsoft SQL
Server\MSSQL15﻿.SQLEXPRESS\MSSQL\Binn\sqlservr﻿.exe を使用してくださ
い﻿。SQL Server バ﻿ージ﻿ョンでパスが異なります﻿。

Microsoft のドキ﻿ュメントを参照してください﻿：
https﻿://learn﻿.microsoft﻿.com/ja-jp/sql/sql-server/install/configure-the-windows-
firewall-to-allow-sql-server-access﻿?view=sql-server-ver16

問題が解決しない場合﻿、クライアント側のフ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールを確認してくださ
い﻿。

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/cc646023.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/cc646023.aspx
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ag-textnode-version-id: 18014400791016587ag-textnode-base-id: 2281534603

Sample Scheduler デ﻿ータベ ﻿ースの接続チ﻿ェ﻿ック

Microsoft SQL Server のインスト﻿ールに成功すると﻿、Sample Scheduler デ﻿ータ
ベ﻿ースが存在する﻿、または作成できる「﻿インスタンス﻿」が提供されます﻿。任意
の時点で（﻿ネ﻿ットワ﻿ーク構成を変更する場合など﻿）﻿、Sample Scheduler インス
タンスのロ﻿ールを持つすべてのコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーからインスタンス（﻿および内部
のデ﻿ータベ﻿ース﻿）へアクセスできるか﻿、あるいは簡単に接続できるかを確認で
きます﻿。
以下のステ﻿ップでは﻿、ODBC ソ﻿ースを定義し﻿、実装の永続的な確認方法を提供
します﻿。
1 ネ﻿ットワ ﻿ークア﻿ーキテクチ﻿ャに応じて﻿、以下の情報を収集します﻿。

• SQL Server コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー名﻿。
• 名前が DNS で自動的に解決できない場合﻿、そのコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーの IP ア

ドレス（﻿SQL Server コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーは﻿、現在のコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーを管理す
る DNS で認識されていない可能性があります﻿）﻿。

• Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースを作成する SQL Server インスタンスの
名﻿。

• TCP/IP ポ﻿ートが静的か﻿、動的に定義されているかを確認します﻿。（﻿これ
は﻿、リモ﻿ートアクセス用の SQL プロトコルの構成 56 ペ​ージ の﻿、SQL
Server インスト﻿ール時の TCP/IP プロパテ﻿ィを指しています﻿）﻿。

2 スタ﻿ートメニ﻿ュ﻿ーから Microsoft コントロ﻿ールパネルを起動します﻿。

3 管理ツ﻿ール を選択し﻿、ODBC デ﻿ータ ソ﻿ース を起動します﻿。
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4 ユ﻿ーザ﻿ー DSN タブから﻿、追加をクリ﻿ックし﻿、新しいデ﻿ータソ﻿ースの作成を
開始します﻿。

図 27: ユ﻿ーザ ﻿ー DSN
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5 SQL Server を選択します﻿。リストにない場合は﻿、SQL のインスト﻿ールやマ
ニ﻿ュアルを確認してください﻿。

図 28: 新しいデ ﻿ータソ﻿ースの作成

6 完了をクリ﻿ックします﻿。
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7 SQL Server に接続するための新規デ﻿ータソ﻿ースを作成するウ﻿ィンドウで﻿、名
前と説明を入力し﻿、SQL Server を選択します﻿。SQL Server の IP アドレス
は﻿、ドロ ﻿ップダウンリストから選択するか手動で入力します﻿。SQL Server
インスタンスを含まない SQL Server 名を選択した場合は﻿、
\<Server instance>を追加してください﻿。

図 29: 名前の選択

8 サ﻿ーバ﻿ーのフ﻿ィ﻿ールドは﻿、手動で入力するか﻿、コンボボ﻿ックスから選べま
す﻿。いくつかのオプシ﻿ョンがあります﻿。
• コンボボ﻿ックスに﻿、SQL Server コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーと SQL Server インスタン

スで構成されるオプシ﻿ョンが提供されています﻿。
そのコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーからの接続に問題はありませんので﻿、操作を続行し
てください﻿。

• コンボボ﻿ックスに﻿、SQL Server コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーだけで構成されるオプ
シ﻿ョンもあります﻿。
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この場合は﻿、コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー名の後ろに「﻿¥﻿﻿」とインスタンス名を追加し
てください﻿。

• インスタンスは無視し﻿、SQL Server コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーの IP アドレスを入力
します﻿。

図 30: SQL Server の識別

9 次へ をクリ﻿ックします﻿。
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10 認証方法を選択し﻿、ログイン資格情報を入力します﻿。静的 TCP/IP ポ﻿ートを
設定した場合は﻿、クライアントの設定をクリ﻿ックし（﻿リモ﻿ートアクセス用の
SQL プロトコルの構成 56 ペ​ージ を参照﻿）﻿、以下のアクシ﻿ョンを実行しま
す﻿。
a ネ﻿ットワ﻿ークライブラリを﻿、TCP/IP に設定します﻿。
b サ﻿ーバ﻿ー名（﻿SQL Server のマシン名のみ﻿）を入力します﻿。
c ポ﻿ートを動的に決定する のチ﻿ェ﻿ックを外し﻿、SQL Server インスタンスが

リ﻿ッスンするポ﻿ート番号を入力します﻿。
d OK をクリ﻿ックし﻿、認証パネルに戻り﻿、次へをクリ﻿ックします﻿。
さらに﻿、次へ をクリ﻿ックします﻿。

図 31: 認証パラメ ﻿ータの選択
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図 32: クライアントの設定

11 ここのプロセスで﻿、すべてのパラメ﻿ータと SQL サ﻿ーバ﻿ーインスタンスとの
接続を試みます﻿。接続に失敗すると﻿、ポ﻿ップア﻿ップメ﻿ッセ﻿ージが表示されま
す﻿。接続が確立できなか﻿った場合﻿、以下の項目を検討してください﻿。
• SQL Server インスト﻿ール（﻿コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー﻿、インスタンス名﻿、認証モ﻿ー

ド﻿、資格情報﻿、および TCP/IP プロパテ﻿ィ﻿）を確認します﻿。
• SQL Server コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーのフ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ール設定を確認します﻿。
• SQL Server コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー名をその IP アドレスで置き換えます（﻿DNS

の問題﻿）﻿。
• SQL Server コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーに﻿、ネ﻿ットワ﻿ーク接続できるか確認します﻿。
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問題が発生した場合﻿、ネ﻿ットワ﻿ーク IT 担当者に相談してください﻿。

図 33: エラ﻿ーメ ﻿ッセ﻿ージ

12 接続が成功したら﻿、次へを繰り替えし﻿、最後に完了をクリ﻿ックします﻿。
これらの操作により ODBC ソ﻿ースが作成されます﻿。最後に ODBC ソ﻿ース設
定の概要を示すパネルが表示されます﻿。ここでデ﻿ータソ﻿ースのテストを実行
できます ﻿。以後﻿、すべてのパラメ﻿ータを再定義しなくても（﻿パスワ﻿ード入力
を除く﻿） ﻿、デ﻿ータソ﻿ースを随時テストできます﻿。
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図 34: デ﻿ータソ﻿ースのテスト
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ag-textnode-version-id: 9007203010078987ag-textnode-base-id: 3755337995

7 ア﻿ップグレ﻿ードとマイグレ﻿ーシ﻿ョン

ag-textnode-version-id: 9007203011969163ag-textnode-base-id: 3757228171

概要

Sample Scheduler for OpenLab からリビジ﻿ョン 2﻿.8 へのア﻿ップグレ﻿ードには﻿、
以下のセクシ﻿ョンが含まれます﻿。
1. OpenLab CDS のア﻿ップグレ﻿ード 83 ペ​ージ
2. Sample Scheduler 機能のア﻿ップグレ﻿ード 85 ペ​ージ
3. Sample Scheduler のデ﻿ータを転送 86 ペ​ージ



7 ア﻿ップグレ﻿ードとマイグレ﻿ーシ﻿ョン
OpenLab CDS のア﻿ップグレ﻿ード

Sample Scheduler for OpenLab インスト﻿ールおよびコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン 83

ag-textnode-version-id: 3973611915ag-textnode-base-id: 3973611915

OpenLab CDS のア﻿ップグレ﻿ード

Sample Scheduler for OpenLab は﻿、コンテンツ管理システム搭載の OpenLab
CDS クライアント/サ﻿ーバ﻿ートポロジ﻿ーによ﻿ってサポ﻿ートされます﻿。

Sample Scheduler for OpenLab のリビジ﻿ョン 2﻿.8 は﻿、以下と互換性がありま
す﻿。
• OpenLab CDS v2﻿.7 クライアント/サ﻿ーバ﻿ートポロジ﻿ー
• OpenLab CDS v2﻿.8 クライアント/サ﻿ーバ﻿ートポロジ﻿ー

古いリビジ﻿ョンの OpenLab CDS を使用している場合﻿、まず OpenLab CDS を
ア﻿ップグレ﻿ードしてください﻿。
• v2﻿.6 以前の OpenLab CDS を使用している場合﻿：OpenLab CDS を v2﻿.7 また

は v2﻿.8 にア﻿ップグレ﻿ードします﻿。
OpenLab CDS をア﻿ップグレ﻿ードすると﻿、OpenLab CDS システム（﻿サ﻿ー
バ﻿ー﻿、AIC﻿、クライアント﻿）にインスト﻿ールされている Sample Scheduler の
機能が自動的にア﻿ップグレ﻿ードされます﻿。
インスト ﻿ーラ﻿ーによ﻿って﻿、v2﻿.6 と v2﻿.5 の Sample Scheduler に影響が及ぶこ
とはありません﻿。Sample Scheduler のデ﻿ータは﻿、改めて別の手順で転送し
てください﻿。Sample Scheduler のデ﻿ータを転送 86 ペ​ージ を参照してくだ
さい﻿。

• OpenLab CDS v2﻿.7 からア﻿ップグレ﻿ードする場合﻿：
OpenLab CDS を v2﻿.8 にア﻿ップグレ﻿ードすると﻿、Sample Scheduler の機能が
（﻿それまでに使用していたバ﻿ージ﻿ョンに関係なく﻿）自動的にア﻿ップグレ﻿ード
されます ﻿。シナリオによ﻿っては﻿、Sample Scheduler のデ﻿ータもア﻿ップグ
レ﻿ードされます﻿。表 8 86 ペ​ージ を参照してください﻿。
Sample Scheduler がシステムにインスト﻿ールされていない状態で Sample
Scheduler v2﻿.7 のデ﻿ータベ﻿ースが存在する場合﻿、Sample Scheduler v2﻿.8 のイ
ンスト﻿ール中に﻿、デ﻿ータベ﻿ースが上書きされデ﻿ータが削除されます﻿。

既存の Sample Scheduler インスト﻿ールで指定されているデ﻿ータベ﻿ースタイプ
は﻿、ア﻿ップグレ﻿ードで変更されません﻿。

OpenLab CDS のア﻿ップグレ﻿ードの詳細は﻿、以下のガイドの説明を参照してくだ
さい﻿。
• 『Agilent OpenLab Server および OpenLab ECM XT インスト ﻿ール

(﻿openlab-server-ecmxt-v2﻿.8-installation-guide-jp﻿.pdf﻿)』
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• 『Agilent OpenLab CDS クライアント／機器コントロ ﻿ーラ のインスト ﻿ール
およびコンフ ﻿ィグレ ﻿ーシ ﻿ョン (﻿CDS_v2﻿.8_ClientAICGuide_ja﻿.pdf﻿)』
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ag-textnode-version-id: 9007203013330315ag-textnode-base-id: 3758589323

Sample Scheduler 機能のア﻿ップグレ﻿ード

次の手順に従い﻿、既存の OpenLab CDS v2﻿.7 システムの Sample Scheduler 機能
を v2﻿.8 にア﻿ップグレ﻿ードしてください﻿。関連する各システム（﻿サ﻿ーバ﻿ー﻿、
AIC﻿、クライアント﻿）で﻿、Sample Scheduler をア﻿ップグレ﻿ードしてください﻿。
1 Sample Scheduler システムのすべてのコンポ﻿ーネントをシ﻿ャ﻿ットダウンし

ます﻿。

2 すべてのサ﻿ービスを停止します﻿。

3 Sample Scheduler インスト﻿ールウ﻿ィザ﻿ードを実行します﻿。

ア﻿ップグレ﻿ード後﻿：
• 以前にインスト﻿ールされていたコンポ﻿ーネントがすべてア﻿ップグレ﻿ードされ

ます﻿。
• Web サ﻿ーバ﻿ーは常に Shared Services サ﻿ーバ﻿ーにインスト﻿ールされます﻿。
• ア﻿ップグレ﻿ードは﻿、既存の Sample Scheduler インスト﻿ールで指定された

デ﻿ータベ ﻿ースタイプを継続して使用します﻿。
• Sample Scheduler のデ﻿ータはすでに一括で移行されている可能性がありま

す（﻿表 8 86 ペ ​ージ を参照﻿）﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007203011979147ag-textnode-base-id: 3757238155

Sample Scheduler のデ﻿ータを転送

Sample Scheduler を最新リビジ﻿ョンにア﻿ップグレ﻿ードする場合﻿、コンフ﻿ィグ
レ﻿ーシ﻿ョンや分析などの Sample Scheduler のデ﻿ータを新しい Sample
Scheduler デ﻿ータベ﻿ースに転送する必要があります﻿。シナリオによ﻿っては﻿、こ
れは自動一括ア﻿ップグレ﻿ードによ﻿って実行されます﻿。その他の場合﻿、デ﻿ータ
ベ﻿ースマイグレ﻿ーシ﻿ョンツ﻿ールを使用して﻿、手動でデ﻿ータを転送します﻿。

表 8: デ﻿ータベ﻿ースタイプ別のマイグレ﻿ーシ﻿ョンシナリオ

ソ﻿ースデ﻿ータ
ベ﻿ース

ソ﻿ースのリビ
ジ﻿ョン

Sample Scheduler v2﻿.8 の
デ﻿ータベ﻿ース転送先

説明

Data Repository
PostgreSQL 上

2﻿.7 Data Repository
PostgreSQL 上

OpenLab CDS または
Sample Scheduler デ﻿ータ
ベ﻿ース機能をア﻿ップグレ﻿ー
ドする場合の自動一括ア﻿ッ
プグレ﻿ード

Data Repository
PostgreSQL 上

2﻿.7 Data Repository
SQL サ﻿ーバ﻿ー上 4

手動でデ﻿ータベ﻿ースマイグ
レ﻿ーシ﻿ョンツ﻿ールを使用

SQL Server 2﻿.7 Data Repository
PostgreSQL 上

手動でデ﻿ータベ﻿ースマイグ
レ﻿ーシ﻿ョンツ﻿ールを使用

SQL Server 2﻿.7 Data Repository
SQL サ﻿ーバ﻿ー上 4

OpenLab CDS または
Sample Scheduler デ﻿ータ
ベ﻿ース機能をア﻿ップグレ﻿ー
ドする場合の自動一括ア﻿ッ
プグレ﻿ード

SQL Server 2﻿.7 SQL Server
Shared Services サ﻿ーバ﻿ーに
インスト﻿ール

OpenLab CDS または
Sample Scheduler デ﻿ータ
ベ﻿ース機能をア﻿ップグレ﻿ー
ドする場合の自動一括ア﻿ッ
プグレ﻿ード

SQL Server 2﻿.7 SQL Server
個別のデ﻿ータベ﻿ースサ﻿ー
バ﻿ーにインスト﻿ール

手動でデ﻿ータベ﻿ースマイグ
レ﻿ーシ﻿ョンツ﻿ールを使用

任意 2﻿.6 以前
EZChrom 搭載の
すべてのバ﻿ージ﻿ョ
ン

任意 手動でデ﻿ータベ﻿ースマイグ
レ﻿ーシ﻿ョンツ﻿ールを使用﻿。
古いデ﻿ータベ﻿ースは変更な
し﻿。

4 SQL Server の Data Repository は﻿、OpenLab CDS v2﻿.8 から利用可能です﻿。
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ag-textnode-version-id: 18014402268351243ag-textnode-base-id: 3758869259

デ﻿ータベ﻿ースマイグレ﻿ーシ﻿ョンツ﻿ール

デ﻿ータベ﻿ースマイグレ﻿ーシ﻿ョンツ﻿ールを使用すると﻿、Sample Scheduler デ﻿ータ
を新しいデ﻿ータベ﻿ースバ﻿ージ﻿ョンやシステムに転送できます﻿。このツ﻿ールは﻿、
SubscribeNet からのインスト﻿ールパ﻿ッケ﻿ージに含まれています﻿。

以下のデ﻿ータ移行に役立ちます﻿。
• Sample Scheduler クライアントのステ﻿ータスが待機中﻿、停止﻿、未完了の分析

とシ﻿ーケンス
• オ﻿ートフ﻿ィルテンプレ﻿ート
• 以下に関する﻿、Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの設定

• システムコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンモジ﻿ュ﻿ール
• コマンドモジ﻿ュ﻿ール
• LIMS モジ﻿ュ﻿ール
• 機器グル﻿ープモジ﻿ュ﻿ール

• プロジ﻿ェクトグル﻿ープを含むプロジ﻿ェクトモジ﻿ュ﻿ールの設定
• LIMS により作成された無効なコマンドに関する通知

ag-textnode-version-id: 3975242635ag-textnode-base-id: 3975242635

Data Repository の Sample Scheduler のパスワ﻿ードを
設定

Sample Scheduler が OpenLab CDS 2﻿.6 以降﻿、自動的にインスト﻿ールされている
場合は﻿、以下の手順を行﻿ってください﻿。
OpenLab CDS のインスト﻿ール中に﻿、ランダムな Sample Scheduler のパスワ﻿ー
ドが Data Repository のストレ﻿ージ用に作成されます﻿。デ﻿ータを新しい Sample
Scheduler バ﻿ージ﻿ョンへ転送するときに﻿、このパスワ﻿ードが必要となります﻿。
Data Repository Registration Tool（﻿登録ツ﻿ール﻿）を使用して﻿、このランダムに
作成されたパスワ﻿ードを置き換えます﻿。
1 インスト﻿ールパスのサブホルダ﻿ー RegistrationTool へ移動します﻿。

2 Agilent﻿.OpenLab﻿.DataRepository﻿.RegistrationTool﻿.exe を実行します﻿。

3 以下のコマンドを使用し﻿、パスワ﻿ードを置き換えます（﻿NewPassword に新
しいパスワ﻿ードを入力してください﻿）﻿。
Agilent.OpenLab.DataRepository.RegistrationTool.exe DbRegister --
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AppName "openlabschedulerxxx" ––AppPassword "NewPassword" --Overwrite

--AppKey "HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Agilent\Schedulerxxx"

「﻿xxx﻿」は﻿、ア﻿ップグレ﻿ード前の Sample Scheduler のリビジ﻿ョンです﻿。

4 新しいパスワ﻿ードは安全な場所に記録しておいてください﻿。

5 デ﻿ータベ ﻿ースマイグレ﻿ーシ﻿ョンツ﻿ールの実行時にこの新しいパスワ﻿ードを使
用します ﻿。

ag-textnode-version-id: 18014402484727563ag-textnode-base-id: 3975245579

デ﻿ータベ﻿ースマイグレ﻿ーシ﻿ョンツ﻿ールの実行

OpenLab サ﻿ーバ﻿ーで﻿、以下の手順を行﻿ってください﻿。
1 SubscribeNet からダウンロ﻿ードしたフ﻿ァイルに移動し﻿、DBMigration﻿.exe を

実行します﻿。

2 すべてのプロジ﻿ェクトにアクセスできる CDS ユ﻿ーザ﻿ーの資格情報を入力し
ます﻿。
デ﻿ータベ ﻿ースマイグレ﻿ーシ﻿ョンツ﻿ールが開きます﻿。
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3 Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースがあるサ﻿ーバ﻿ーインスタンスを入力します
（﻿デ﻿ータベ﻿ースサ﻿ーバ﻿ーとインスタンス名は Sample Scheduler コンフ﻿ィグ
レ﻿ーシ﻿ョンのインスタンスタブに表示されます﻿）﻿。SQL Server への接続方法
がいくつかあります﻿。詳細については﻿、システム管理者にお尋ねください﻿。
a SQL Server がインスト﻿ールされているコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー名と﻿、Sample

Scheduler for OpenLab で使用するインスタンス名を入力してください﻿。
コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー名¥﻿インスタンス名

b SQL Server がインスト﻿ールされているコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーの IP アドレスと﻿、
Sample Scheduler for OpenLab で使用するインスタンス名を入力してく
ださい﻿。IP アドレス¥﻿インスタンス名

c SQL Server がインスト﻿ールされているコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー名と﻿、関連付けら
れたポ﻿ート番号を入力してください﻿：コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー名﻿, ポ﻿ート番号

4 SQL 認証アカウントを指定し﻿、デ﻿ータベ﻿ース管理者の対応する資格情報
（﻿ユ﻿ーザ﻿ー名とパスワ﻿ード﻿）を入力します﻿。
デ﻿ータマイグレ﻿ーシ﻿ョンユ﻿ーテ﻿ィリテ﻿ィがデ﻿ータベ﻿ースを検索します﻿。ソ﻿ー
スデ﻿ータベ﻿ースからしか読み取れません﻿。記録やデ﻿ータベ﻿ーステ﻿ーブル﻿、
デ﻿ータベ﻿ースの削除はしません﻿。
接続が適切に指定され﻿、デ﻿ータベ﻿ースがアクセス可能な場合﻿、検出された
バ﻿ージ﻿ョンが移行可能な Scheduler バ﻿ージ﻿ョンに表示されます﻿。

5 複数のデ﻿ータベ﻿ースバ﻿ージ﻿ョンが利用可能な場合﻿、ドロ﻿ップダウンリストか
ら移行可能な Scheduler バ﻿ージ﻿ョンを選択します﻿。

6 コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン設定をインポ﻿ートするには﻿、
コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンを移行を選択します﻿。
コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン設定（﻿コマンド﻿、 LIMS コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン﻿、LIMS
デ﻿ータベ﻿ースクエリ﻿ー﻿、機器グル﻿ープ﻿、通知など﻿）を移行する場合は﻿、分析
やシ﻿ーケンス﻿、テンプレ﻿ートをインポ﻿ートする前に﻿、これらの設定をイン
ポ﻿ートしてください﻿。
マイグレ﻿ーシ﻿ョンツ﻿ールが﻿、タ﻿ーゲ﻿ットシステムの既存の設定を確認しま
す﻿。コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン﻿、コマンド﻿、および通知設定の移行した数が﻿、移
行後に表示されます﻿。
機器グル﻿ープも移行した場合﻿、既存のグル﻿ープの数と機器の台数（﻿機器グ
ル﻿ープライン﻿）の両方が表示されます﻿。
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7 分析またはシ﻿ーケンスを移行するには﻿：
a ID が含まれる csv フ﻿ァイルをエクスポ﻿ートするパスを指定します﻿。
b ID を CSV にエクスポ﻿ートをクリ﻿ックします﻿。分析およびシ﻿ーケンスの ID

および必須パラメ﻿ータ値（﻿たとえば﻿、プロジ﻿ェクト﻿、機器﻿、注入ソ﻿ー
ス﻿）が CSV フ﻿ァイルにエクスポ﻿ートされます﻿。

c 必要なときは﻿、たとえばフ﻿ァイル内の特定の機器の分析とシ﻿ーケンスの
みを制限することで﻿、フ﻿ァイルに変更を加えます﻿。変更内容は保存し
て﻿、指定されたパスにフ﻿ァイルを保管します﻿。

d 指定した分析を移行を選択して﻿、ID のインポ﻿ートを開始します﻿。
マイグレ ﻿ーシ﻿ョンツ﻿ールが﻿、タ﻿ーゲ﻿ットシステムの既存の分析を確認しま
す﻿。移行した分析数が﻿、移行後に表示されます﻿。

8 テンプレ ﻿ートを移行するには﻿、分析テンプレ﻿ートを移行を選択します﻿。マイ
グレ﻿ーシ ﻿ョンツ﻿ールが﻿、タ﻿ーゲ﻿ットシステムの既存のテンプレ﻿ートを確認し
ます﻿。移行したテンプレ﻿ート数が﻿、移行後に表示されます﻿。

9 移行した項目をモニタ﻿ーするために﻿、移行した数を古いデ﻿ータベ﻿ース中の実
際のレコ ﻿ード数と比較することができます﻿。

10 移行が完了したら﻿、タ﻿ーゲ﻿ットシステムで Sample Scheduler コンフ﻿ィグ
レ﻿ーシ﻿ョンを開き﻿、移行が成功したことを確認します﻿。

11 タ﻿ーゲ﻿ットシステム上で Sample Scheduler クライアントを開き﻿、希望する
すべての分析とシ﻿ーケンスが移行したことを確認します﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007203013999627ag-textnode-base-id: 3759258635

新規またはア﻿ップグレ ﻿ードされた項目

Sample Scheduler for OpenLab のリビジ﻿ョン 2﻿.8 から﻿、プロジ﻿ェクトグル﻿ープ
がマイグレ﻿ーシ﻿ョンデ﻿ータに含まれるようになりました﻿。したが﻿って﻿、以前の
バ﻿ージ﻿ョンからア﻿ップグレ﻿ードした後に﻿、予想よりも多くのプロジ﻿ェクトが見
つかる可能性があります﻿。追加されたプロジ﻿ェクトが以前のバ﻿ージ﻿ョンにあ
り﻿、そのプロジ﻿ェクト名が曖昧であ﻿った場合﻿、そのプロジ﻿ェクトは異なるプロ
ジ﻿ェクトグル﻿ープに属すことがあります﻿。Sample Scheduler の古いバ﻿ージ﻿ョン
では﻿、曖昧なプロジ﻿ェクトは表示されません﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007201535803531ag-textnode-base-id: 2281062539

8 アンインスト﻿ール

アプリケ﻿ーシ﻿ョンをアンインスト﻿ールするには﻿、セ﻿ットア﻿ップを起動して削除
オプシ﻿ョンを選択するか﻿、Microsoft コントロ﻿ールパネルからアンインスト﻿ー
ルします﻿。
セ﻿ットア﻿ップによりインスト﻿ールしたすべてのフ﻿ァイルは削除され﻿、レジスト
リキ﻿ーも削除されます﻿。Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースは維持されます﻿。
トポロジ﻿ーに複数の OpenLab サ﻿ーバ﻿ーが含まれる場合﻿、Shared Services を管
理してないサ﻿ーバ﻿ーから Sample Scheduler をアンインスト﻿ールします﻿。また
は﻿、これらのサ﻿ーバ﻿ーの Sample Scheduler Webserver を無効にします﻿。

Sample Scheduler for OpenLab のアンインスト﻿ール   93

Sample Scheduler ボタンを OpenLab CDS Acquisition から削除   94
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ag-textnode-version-id: 9007201532002955ag-textnode-base-id: 2277261963

アンインスト﻿ール
Sample Scheduler for OpenLab のアンインスト﻿ール

Sample Scheduler for OpenLab のアンインスト﻿ール

トポロジ﻿ーに複数の OpenLab サ﻿ーバ﻿ーが含まれる場合﻿、Shared Services を管
理してないサ﻿ーバ﻿ーから Sample Scheduler をアンインスト﻿ールします﻿。また
は﻿、これらのサ﻿ーバ﻿ーの Sample Scheduler Webserver を無効にします﻿。
1 Sample Scheduler クライアントおよび Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ー

シ﻿ョンのユ﻿ーザ﻿ーインタ﻿ーフ﻿ェイスを閉じます﻿。

2 セ﻿ットア﻿ップを起動し﻿、削除オプシ﻿ョンを選択します﻿。あるいは﻿、
Microsoft コントロ﻿ールパネルからアンインスト﻿ールすることもできます﻿。

注記 Sample Scheduler により﻿、Sample Scheduler Agent サ﻿ービスおよび Sample
Scheduler LIMS Agent サ﻿ービスが自動的に停止されます﻿。自動的に停止されな
い場合﻿、これらのサ﻿ービスを手動で停止するように求められます﻿。
セ﻿ットア﻿ップによりインスト﻿ールしたすべてのフ﻿ァイルは削除され﻿、レジスト
リキ﻿ーも削除されます﻿。Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースは維持されます﻿。
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Sample Scheduler ボタンを OpenLab CDS
Acquisition から削除

1 管理者として PowerShell を実行します﻿。

2 get-executionpolicy で実行ポリシ﻿ーを確認します﻿。
実行ポリシ﻿ーで﻿、スクリプトの実行が許可されている必要があります﻿。これ
は﻿、実行ポリシ﻿ーの remotesigned や unrestricted などで付与されます﻿。

注記 PowerShell 実行ポリシ﻿ーでスクリプトの実行が許可されない場合﻿、システム管
理者に連絡してください﻿。

3 以下のスクリプトをコピ﻿ーし﻿、テキストエデ﻿ィタに貼り付けて﻿、不要な改行
を削除してください﻿。
[xml]$xml = Get-Content "C:\ProgramData\Agilent Technologies

, Inc\OpenLAB CDS - Acquisition\CustomToolsConfiguration.xml"

$nodes = $xml.SelectNodes("//CustomToolsGroup") | Where

 { $_.CaptionForCustomToolsGroup -match 'Sample Scheduler' }

foreach($node in $nodes){$node.ParentNode.RemoveChild($node)}

[xml]$xml.Save('C:\ProgramData\Agilent Technologies

, Inc\OpenLAB CDS - Acquisition\CustomToolsConfiguration.xml')

4 修正したスクリプトをコピ﻿ーし﻿、PowerShell に貼り付けて﻿、実行してくだ
さい﻿。
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ag-textnode-version-id: 2280928779ag-textnode-base-id: 2280928779

9 LIMS コマンド

LIMS から作成された分析オ﻿ーダ﻿ー   96

XML コマンド   97
エンコ﻿ード   97
高度な XML コマンド構造   98
LIMS から分析の再開   98
基本的な XML コマンド   98
Advanced XML コマンド   100
複数の LIMS 接続   106
XML コマンドからデ﻿ュアル注入   106
XML コマンドの「﻿メソ﻿ッド注入量を使用﻿」パラメ﻿ータの使用   107
XML コマンドの機器グル﻿ープ   107
複数の機器ラインをグル﻿ープに追加   108
XML コマンドの分析変数   109
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ag-textnode-version-id: 2757060491ag-textnode-base-id: 2757060491

LIMS から作成された分析オ﻿ーダ﻿ー

コマンドは﻿、LIMS により作成された分析オ﻿ーダ﻿ーであり﻿、Sample Scheduler
を通じて OpenLab CDS でサンプルが分析されます﻿。

以下の 2 タイプのコマンドを処理します﻿。
• Scheduler XML コマンドの構造に遵守した LIMS により作成される XML コ

マンド
• Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの定義に従﻿って定期的に実行され

る SQL クエリ﻿ーにより LIMS デ﻿ータベ﻿ースから収集されるコマンド

両方のコマンドタイプは Sample Scheduler （﻿Scheduler LIMS Agent﻿）により同
様に処理されます﻿。
• コマンドのコレクシ﻿ョン
• コマンドの有効性を確認
• Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースで分析の作成

注記 Sample Scheduler for OpenLab CDS A﻿.02﻿.x で作業していた場合﻿：
XML コマンドおよび SQL クエリ﻿ーは﻿、変更せずに使用できます﻿。既存の構造
はそのまま使用でき﻿、Sample Scheduler for OpenLab の現バ﻿ージ﻿ョンは下位互
換性があります﻿。サンプル名を含む新たなパラメ﻿ータの ID が追加されます﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007201524836107ag-textnode-base-id: 2270095115

XML コマンド

この章は﻿、XML 作成時に LIMS が従うべき XML スキ﻿ーマについて説明しま
す﻿。
XML フ﻿ァイルの構造は﻿、CDS の機器/メソ﻿ッドのア﻿ーキテクチ﻿ャに適合するよ
うに定義されます﻿。
参考となる XML テンプレ﻿ートが用意されており﻿、独自のコマンドを作成でき
ます﻿。XML テンプレ﻿ートは﻿、<Sample Scheduler インスト﻿ールパス
>\Documentation\xml\Advanced_Command﻿.xml に﻿、 Sample Scheduler ソフト
ウ﻿ェアと一緒にインスト﻿ールされます﻿。

Sample Scheduler for OpenLab は﻿、以下の 2 つのタイプの XML フ﻿ァイルを管理
します﻿。
• XML コマンドの実行﻿：

• OpenLab CDS によるサンプルの分析
• オ﻿ートフ﻿ィルテンプレ﻿ート（﻿未完了のコマンドを自動的に入力するため

に使用﻿）のオ﻿ートフ﻿ィルテ﻿ーブルの母集団
• 以下のようなアクシ﻿ョンを実行する XML アクシ﻿ョン﻿：

• 分析﻿、シ﻿ーケンス全体﻿、または一致する ID を持つ分析のシ﻿ーケンスから
の削除

• 分析のグル﻿ープからシ﻿ーケンス作成
• 機器グル﻿ープの作成

XML スキ﻿ーマの詳細は﻿、Sample Scheduler for OpenLab Command Guide に記
載されています （﻿インスト﻿ールフ﻿ォルダ﻿ーの
Documentation\xml\Sample_Scheduler_for_OpenLab_Command_Guide﻿.chm﻿）﻿。

ag-textnode-version-id: 9007201524994699ag-textnode-base-id: 2270253707

エンコ﻿ード

XML フ﻿ァイルに正しいエンコ﻿ードを設定してください﻿。エンコ﻿ードの設定につ
いては﻿、Documentation\xml フ﻿ォルダ﻿ーにある Advanced_Command﻿.xml を参
照してください﻿。
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注記 エンコ﻿ードを指定しないフ﻿ァイルは﻿、UTF-8 に設定されています﻿。XML フ﻿ァイ
ル を UTF-8 として保存しなか﻿った場合﻿、問題が発生する可能性があります﻿。

ag-textnode-version-id: 9007201525149323ag-textnode-base-id: 2270408331

高度な XML コマンド構造

XML コマンドの構造は﻿、1 つの注入ソ﻿ースで設定された 1 台の機器における 1
つのサンプル分析に対応します﻿。以下の高レベルな構造に従﻿ってください﻿。
• 一般パラメ﻿ータは﻿、サンプル全体について定義したパラメ﻿ータです﻿。
• Task パラメ﻿ータは﻿、1 つの機器に関連します﻿。ほとんどの場合﻿、XML コマ

ンドで 1 つのみタスクが定義され﻿、サンプルの測定が 1 台の機器で実行さ
れます﻿。一部のアプリケ﻿ーシ﻿ョン（﻿例﻿：オンラインガス分析﻿）では﻿、サンプ
ルは 2 つの対の機器で同時に分析できます﻿。この場合﻿、2 つのタスクが
XML コマンドで定義されます﻿。最大 2 つのタスクが XML コマンドにより処
理できます﻿。

• Tower パラメ﻿ータは﻿、機器の 1 つの注入ソ﻿ースに関連しています﻿。測定パラ
メ﻿ータ﻿、サンプル情報﻿、キ﻿ャリブレ﻿ーシ﻿ョンパラメ﻿ータおよび内部標準は﻿、
このセクシ﻿ョンで定義されます﻿。

機器に 2 つの注入ソ﻿ースを設定した場合﻿、2 つのタワ﻿ーのセクシ﻿ョンを XML コ
マンドで定義してください﻿。

ag-textnode-version-id: 2270415371ag-textnode-base-id: 2270415371

LIMS から分析の再開

LIMS の機能で分析またはシ﻿ーケンスを再開できるのは﻿、完了﻿、エラ﻿ーまたは
停止のステ﻿ータスです﻿。最初の送信内容と同じ情報を XML に含めて﻿、
Scheduler へ送信するように﻿、LIMS を設定してください﻿。ただし﻿、ID は一意で
なければならないので﻿、変更が必要です﻿。

ag-textnode-version-id: 9007201525175819ag-textnode-base-id: 2270434827

基本的な XML コマンド

Basic コマンドは﻿、CDS で分析するために﻿、XML コマンド内で定義する必要が
ある最小の設定パラメ﻿ータセ﻿ットを定義します﻿。
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このようなコマンドを使用する前提条件は﻿、Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ー
シ﻿ョン/システムコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの以下にあるすべてのデフ﻿ォルトパラ
メ﻿ータ値を定義することです﻿。OpenLab デフ﻿ォルトユ﻿ーザ﻿ー﻿、
OpenLab デフ﻿ォルトプロジ﻿ェクト﻿、デフ﻿ォルトサンプル名﻿、
デフ﻿ォルトのデ﻿ータフ﻿ァイル﻿、デフ﻿ォルトの結果パス﻿、および
デフ﻿ォルトの結果名パラメ﻿ータです﻿。

<SchedulerCommand>

<Identifier>LIMS_ID</Identifier> LIMS によ﻿って作成されたサン
プル ID

<Tasks>

<Task>

<InstrumentMethods>

<InstrumentMethod>

<InstrumentName>

OpenLabValidInstrument

</InstrumentName>

機器名は大文字と小文字が区
別されます﻿。大文字と小文字
が﻿、コントロ﻿ールパネルに定
義されたものと異なる場合﻿、
XML コマンドは無効であると
みなされ﻿、
<LIMS_Commands>\trash
フ﻿ォルダ﻿ーに転送されます﻿。

<AcquisitionMethodName>

OpenLabValidMethod.amx

</AcquisitionMethodName>

</InstrumentMethod>

</InstrumentMethods>

<Towers>

<Tower>

<InjectionSource>

InjectionSourceName

</InjectionSource>

<SampleInfo>

<UseMethodInjectionVolume>

true

</UseMethodInjectionVolume>

CDS 測定メソ﻿ッドで定義され
ている注入量を使用
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<Vial>1</Vial> オ﻿ートサンプラの位置
</SampleInfo>

</Tower>

</Towers>

</Task>

</Tasks>

</SchedulerCommand>

ag-textnode-version-id: 9007201525181067ag-textnode-base-id: 2270440075

Advanced XML コマンド

この XML コマンドは﻿、測定（﻿バイアル﻿、注入量など﻿）や解析（﻿倍率﻿、サンプ
ルアマウントなど﻿）に使用される多くのパラメ﻿ータを定義します﻿。XML コマン
ドでは﻿、Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンで設定されている機器グル﻿ー
プによる分析を設定できます﻿。後で分析テ﻿ーブルにおいて分析を編集するとき
に﻿、このグル﻿ープの機器（﻿およびそれらに関連付けられたパラメ﻿ータ﻿）を切り
替えることができます﻿。XML コマンドでは﻿、特定の分析用の特定の機器で構成
される機器グル﻿ープを定義することもできます﻿。

注記 機器名﻿、注入ソ﻿ース﻿、およびプロジ﻿ェクトが﻿、コントロ﻿ールパネルで使用され
るものと（﻿大文字や小文字も含めて﻿）同じ文字列で定義されていることを確認
してください﻿。そうでない場合﻿、XML コマンドは無効であるとみなされ﻿、
<LIMS_Commands>¥﻿trash フ﻿ォルダ﻿ーに転送されます﻿。
利用可能なパラメ﻿ータおよび XML 内の位置に関するリストを以下に記載しま
す﻿。
機器グル﻿ープの詳細については﻿、XML コマンドの機器グル﻿ープ 107 ペ​ージ を
参照してください﻿。

<SchedulerCommand> ﻿.﻿.﻿. の要素
<Template>false</Template> 「﻿true﻿」の場合オ﻿ートフ﻿ィルタブにテンプレ﻿ー

トのコマンドを作成﻿、「﻿false﻿」の場合は分析を
作成

<Identifier>

LIMS_ID

</Identifier>

LIMS によ﻿って作成されたサンプル ID



9 LIMS コマンド
XML コマンド

Sample Scheduler for OpenLab インスト﻿ールおよびコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン 101

<LimsConnection>

ValidLIMSConnectionName

</LimsConnection>

Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの
LIMS タブで設定された LIMS 接続﻿。コマンドに
LIMS 接続が含まれない場合﻿、デフ﻿ォルトの
LIMS 接続が使用されます﻿。タグが空白または
無効な LIMS 接続が指定されている場合﻿、受け
付けられず trash フ﻿ォルダ﻿ーに送信されます﻿。

<State>Waiting</State> 待機中またはスケジ﻿ュ﻿ール

<Project>

OpenLabValidProject

</Project>

OpenLab に定義されたプロジ﻿ェクトで﻿、CDS
フ﻿ァイルを保存するパスを定義﻿。機器グル﻿ープ
が定義されている場合
（﻿<InstrumentMethods> を参照﻿）﻿、このプ
ロジ﻿ェクトは最初の機器グル﻿ープに割り当てら
れます﻿。

<InstrumentGroupName>

ValidInstrumentGroup

</InstrumentGroupName>

機器グル﻿ープ名は﻿、Sample Scheduler コンフ﻿ィ
グレ﻿ーシ﻿ョンで定義されている機器グル﻿ープの
名前を参照します﻿。XML フ﻿ァイル例
InstrumentGroup_Command﻿.xml を参照してくだ
さい﻿。

<User>OpenLabValidUser</User> OpenLab CDS に定義されるユ﻿ーザ﻿ー

<AlternativeProjects>

<Project>OpenLabValidProject2

</Project>

<Project>OpenLabValidProject3

</Project>

</AlternativeProjects>

機器グル﻿ープが定義されている場合
（﻿<InstrumentMethods>を参照﻿）﻿、対応す
る機器に代替プロジ﻿ェクトが割り当てられま
す﻿。たとえば﻿、最初の代替プロジ﻿ェクトはグ
ル﻿ープの 2 番目の機器に割り当てられます﻿。

<Replicates>3</Replicates> 注入回数

<AnalysisVariable1>value 1</AnalysisVariable1>

<AnalysisVariable2>value 2</AnalysisVariable2>

<AnalysisVariable3>value 3</AnalysisVariable3>

<AnalysisVariable4>value 4</AnalysisVariable4>

<AnalysisVariable5>value 5</AnalysisVariable5>

<Tasks> ...</Tasks>
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<Tasks><Task> ﻿.﻿.﻿. の要素
<ResultName>ResultName1</

ResultName>

CDS の結果フ﻿ォルダ﻿ー名（﻿﻿.rslt﻿）

<InstrumentMethods>

<InstrumentMethod>

<InstrumentName>

OpenLabValidInstrument1

</InstrumentName>

<AcquisitionMethodName>

OpenLabValidMethod1.amx

</AcquisitionMethodName>

</InstrumentMethod>

<InstrumentMethod>

<InstrumentName>

OpenLabValidInstrument2

</InstrumentName>

<AcquisitionMethodName>

OpenLabValidMethod2.amx

</AcquisitionMethodName>

</InstrumentMethod>

</InstrumentMethods>

InstrumentName/AcquisitionMethodName の組
み合わせを複数定義する場合﻿、LIMS で定義され
る機器グル﻿ープがこの分析用に作成され﻿、ユ﻿ー
ザ﻿ーがその機器を選択できます﻿。このセクシ﻿ョ
ンで定義する機器/メソ﻿ッドの組み合わせの 1
番目が﻿、デフ﻿ォルトとして分析に割り当てられ
ます﻿。

<Towers> ... </Towers>

<Towers><Tower> ﻿.﻿.﻿. の要素
<LimsID1>LIMSID1</LimsID1>

<LimsID2>LIMSID2</LimsID2>

<LimsID3>LIMSID3</LimsID3>

LIMS で提供されるパラメ﻿ータ

<ProcessingMethodName>

OpenLabValidMethod1.pmx

</ProcessingMethodName>

<AlternativeProcessingMethodName>

<ProcessingMethodName>

OpenLabValidMethod2.pmx

</ProcessingMethodName>

<ProcessingMethodName>

OpenLabValidMethod3.pmx

</ProcessingMethodName>

</AlternativeProcessingMethodName>

機器グル﻿ープが定義されている場合
（﻿<InstrumentMethods>を参照﻿）﻿、対応す
る機器に代替解析メソ﻿ッドが割り当てられま
す﻿。たとえば﻿、最初の代替解析メソ﻿ッドはグ
ル﻿ープの 2 番目の機器に割り当てられます﻿。
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<SampleName>Sample1</SampleName> CDS サンプル名で﻿、生デ﻿ータに保存

<InjectionSource>

InjectionSourceName

</InjectionSource>

<AlternativeInjectionSource>

 <InjectionSource>Dual

</InjectionSource>

 <InjectionSource>Dual2

</InjectionSource>

 <InjectionSource>Dual3

</InjectionSource>

</AlternativeInjectionSource>

機器グル﻿ープが定義されている場合
（﻿<InstrumentMethods>を参照﻿）﻿、対応す
る機器に代替注入ソ﻿ースが割り当てられます﻿。
たとえば﻿、最初の代替注入ソ﻿ースはグル﻿ープの
2 番目の機器に割り当てられます﻿。

<SamplePrepMethodName>

OpenLabValidSamplePrepMethod1.smx

</SamplePrepMethodName>

<SampleInfo> ... </SampleInfo>

<Calibration> ... </Calibration>

<InternalStandard> ...

</InternalStandard>

<SampleInfo>

<Description>

<Line>long description in</Line>

<Line>several lines</Line>

</Description>

<Vial>1</Vial> オ﻿ートサンプラのロケ﻿ーシ﻿ョン

<UseMethodInjectionVolume>

False

</UseMethodInjectionVolume>

CDS 測定メソ﻿ッドで定義した注入量を分析に使
用しない場合は「﻿false﻿」
CDS 測定メソ﻿ッドで定義した注入量を分析に使
用する場合は「﻿true﻿」

<InjectionVolume>5

</InjectionVolume>

注入するサンプル量UseMethodInjectionVolume
= False の場合﻿、必須

<SampleAmount>153.61</SampleAmount>

<SampleAmountUnit>mg</SampleAmountUnit>
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<Multiplier1>2.369</Multiplier1>

…

<Multiplier5>2.369</Multiplier5>

<Dilutor1>3.124</Dilutor1>

…

<Dilutor5>3.124</Dilutor5>

<Target1>3.124</Target1>

…

<Target5>3.124</Target5>

<CustomParameters>

<SampleCustomParameter1>

<Name>CDSSampleCustomParameter</Name>

<Value>limsvalue3</Value>

</SampleCustomParameter1>

…

<SampleCustomParameter20>

<Name>20thCDSSampleCustomParameter</Name>

<Value>limsvalue20</Value>

</SampleCustomParameter20>

</CustomParameters>

</SampleInfo>

<Calibration>

<SampleType>Sample

</SampleType>

サンプルタイプ﻿：サンプル﻿、キ﻿ャリブレ﻿ーシ﻿ョ
ン﻿、ブランク﻿、ダブルブランク﻿、QC チ﻿ェ﻿ッ
ク﻿、スパイク﻿、システムス﻿ータビリテ﻿ィ

<Level>1</Level> サンプルタイプ = キ﻿ャリブレ﻿ーシ﻿ョンの場合﻿、
必須

<CalibrationRuntype>

ClearAllCalibration

</CalibrationRuntype>

キ﻿ャリブレ﻿ーシ﻿ョンランタイプ﻿：
ClearAllCalibration または
ClearCalibrationAtLevel

</Calibration>
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<InternalStandard>

<InternalStandardAmount1>5

</InternalStandardAmount1>

<InternalStandardAmount5>5

</InternalStandardAmount5>

<InternalStandardAmountUnit>mg

</InternalStandardAmountUnit>

</InternalStandard>
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ag-textnode-version-id: 2270577547ag-textnode-base-id: 2270577547

複数の LIMS 接続

Sample Scheduler は﻿、Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースのシングルインスタンス
によ﻿って複数の LIMS へ接続できます﻿。下位互換性について﻿、Sample
Scheduler はデフ﻿ォルトの LIMS 接続であらかじめコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンされて
おり﻿、ア﻿ップグレ﻿ード後も既存のインスト﻿ールがシングル LIMS 接続で以前と
同様に Sample Scheduler の使用を続行できるようにな﻿っています﻿。デフ﻿ォルト
の LIMS 接続には最小限のコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンパラメ﻿ータセ﻿ットが含まれ﻿、
パラメ﻿ータは必要に応じて変更できます﻿。
複数の LIMS 接続を追加し﻿、LIMS 接続ごとに関連付けられたパラメ﻿ータを指定
できます﻿。特定の LIMS 接続に対して XML コマンドを指定するには﻿、XML コ
マンドで LIMS 接続名を指定する必要があります﻿。分析およびシ﻿ーケンスは﻿、
LIMS 接続でコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンされた対応するパラメ﻿ータで Sample
Scheduler によ﻿って処理されます﻿。
LIMS デ﻿ータベ﻿ースに SQL クエリ﻿ーが指定されている場合﻿、その LIMS 接続に
対して SQL コマンドクエリ﻿ーが優先されます﻿。XML コマンドに同じ LIMS 接続
が定義されている場合﻿、これらは無視され﻿、ゴミ箱に入れられます﻿。LIMS 接
続は Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの LIMS タブで設定します﻿。

ag-textnode-version-id: 18014400780064907ag-textnode-base-id: 2270582923

XML コマンドからデ﻿ュアル注入

デ﻿ュアル注入の場合﻿、タスクの中で 2 つのタワ﻿ーセクシ﻿ョンを持つ XML フ﻿ァ
イルを LIMS で書き込む必要があります﻿。両方のタワ﻿ーで同じ注入ソ﻿ースを定
義し﻿、デ﻿ュアル注入をサポ﻿ートする注入ソ﻿ースにしてください﻿。文字列は﻿、測
定クライアントと一致するようにしてください﻿。デ﻿ュアル注入は﻿、注入ソ﻿ース
によりサポ﻿ートされる場合のみ可能です﻿。

注記 選択した注入ソ﻿ースの測定クライアントでデ﻿ュアル注入が利用できない場合﻿、
機器はデ﻿ュアル注入をサポ﻿ートしません﻿。
両方のタワ﻿ーで同じ測定メソ﻿ッドにしてください﻿。解析メソ﻿ッドは異なるもの
にできます﻿。
サンプルは﻿、測定クライアントと同様に注入ソ﻿ース（﻿フロントまたはバ﻿ックの
インジ﻿ェクタ﻿）に割り当てられます﻿。最初のラインは﻿、フロントのインジ﻿ェク
タに割り当てられ﻿、2 番目のラインは﻿、バ﻿ックのインジ﻿ェクタに割り当てら
れ﻿、以降同様に交互に割り当てられます﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007201525367307ag-textnode-base-id: 2270626315

ag-textnode-version-id: 9007201525372299ag-textnode-base-id: 2270631307

参考として ﻿、XML テンプレ ﻿ートが用意されており﻿、独自のデ﻿ュアル注入コマン
ドを作成できます﻿。テンプレ﻿ート 
<Scheduler インスト﻿ールパス>
\Documentation\xml\DualInjection_Command﻿.xml は﻿、Sample Scheduler ソフ
トウ﻿ェアと一緒にインスト﻿ールされています﻿。

XML コマンドの「﻿メソ﻿ッド注入量を使用﻿」パラメ﻿ータの
使用

デフ ﻿ォルトの注入量が測定メソ﻿ッドで定義されている場合（﻿オ﻿ートサンプラを
持つ機器のみ﻿）﻿、Sample Scheduler によ﻿って送信されると﻿、測定の実行時にそ
の注入量を使用します﻿。
このオプシ﻿ョンを使用するには﻿、XML コマンドのパラメ﻿ータ
<UseMethodInjectionVolume> に true の値を定義してください﻿。
<UseMethodInjectionVolume>true</UseMethodInjectionVolume>

<InjectionVolume> </InjectionVolume> セクシ﻿ョンは﻿、測定の実行に使用され
ないため﻿、XML ではオプシ ﻿ョンです﻿。
注記﻿：注入量が測定メソ﻿ッドに定義されていても﻿、他の値を XML に定義でき
ます﻿。この場合﻿、<UseMethodInjectionVolume> は﻿、XML では false にしてくだ
さい﻿。さらに﻿、XML で注入量の値を設定することが必須です（﻿正の値﻿）﻿。

XML コマンドの機器グル﻿ープ

機器グル ﻿ープには﻿、同じタイプの分析を実行できる代替機器セ﻿ットが論理的に
組み合わされます﻿。機器グル﻿ープが設定されている場合﻿、ユ﻿ーザ﻿ーは特定の分
析に対して別の機器に容易に切り替えることができます﻿。グル﻿ープ内の機器ご
とにプロジ﻿ェクト﻿、注入ソ﻿ース﻿、測定メソ﻿ッド﻿、解析メソ﻿ッドを定義すること
ができ﻿、機器を選択すると自動的に入力されます﻿。
1 つの XML フ﻿ァイルには 1 つの機器グル﻿ープのみ含めることができます﻿。

XML コマンドには以下の機能があります﻿。
• 既存の機器グル﻿ープを使用して分析を作成﻿。
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この機器グル﻿ープは Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンで設定しま
す﻿。XML は機器グル﻿ープ名で機器グル﻿ープを指定し﻿、機器グル﻿ープ名は
Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンで設定します﻿。
<Sample Scheduler インスト﻿ールパス>/Documentation/xml/
InstrumentGroup_Command﻿.xml の XML フ﻿ァイル例を参照してください﻿。

• 所定の分析に対して一時的な機器グル﻿ープを定義する﻿。
この機器グル﻿ープは Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンに表示されま
せん﻿。分析テ﻿ーブルでは﻿、この機器グル﻿ープは LIMS で定義と呼ばれます﻿。
この機器グル﻿ープを使用して﻿、XML の定義に従﻿って別の機器に切り替える
ことができますが﻿、このグル﻿ープは Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースに永久
的には保存されません﻿。このため﻿、該当する XML で再度定義しない限り﻿、
このグル ﻿ープを別の分析で使用することはできません﻿。
<Sample Scheduler インスト﻿ールパス>/Documentation/xml/
InstrumentGroupSpecifiedByLims_Command﻿.xml の XML フ﻿ァイル例を参照
してください﻿。

ag-textnode-version-id: 9007201525395211ag-textnode-base-id: 2270654219

複数の機器ラインをグル﻿ープに追加

パラメ﻿ータごとに複数のエントリを入力できます﻿。構造はパラメ﻿ータによ﻿って
異なります﻿。
• 機器名と測定メソ﻿ッド﻿：

これらは常に <InstrumentMethod> タグ内でペアとして提供されます﻿。

注記 下位互換性のため﻿、<InstrumentMethod> のタグ構造は以前のリリ﻿ースと同じで
す﻿。
• プロジ﻿ェクト﻿：

2 番目以降のすべてのタグは﻿、<AlternativeProjects> タグ内に追加されま
す﻿。

• 解析メソ ﻿ッド﻿：
2 番目以降のすべてのタグは﻿、<AlternativeProcessingMethodName> タグ内に
追加されます﻿。

• 注入ソ﻿ース﻿：
2 番目以降のすべてのタグは﻿、<AlternativeInjectionSource> タグ内に追加
されます ﻿。
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必ず同じ数の代替パラメ﻿ータを定義してください﻿。最初の機器ラインには﻿、最
初のプロジ﻿ェクト/機器名/測定メソ﻿ッド/解析メソ﻿ッド/などが含まれ﻿、2 番目の
ラインには﻿、各タイプの 2 番目のパラメ﻿ータというように含まれます﻿。値を空
欄にするには﻿、空欄のタグを追加してください﻿。

ag-textnode-version-id: 9007201525400203ag-textnode-base-id: 2270659211

XML コマンドの分析変数

分析変数（﻿分析変数 i﻿）は﻿、Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンでユ﻿ー
ザ﻿ーにより作成される変数です﻿。これらは﻿、デフ﻿ォルトでは Sample Scheduler
から提供されない情報を Sample Scheduler クライアントに表示できます﻿。たと
えば﻿、機器が置かれているラボの名前などです﻿。
ユ﻿ーザ﻿ーは XML コマンドまたは Sample Scheduler クライアントにおいて﻿、こ
れらの変数に値を割り当てることができます﻿。
これらの変数は﻿、結果名またはサンプル名の一部にすることもできます﻿。
最大 5 つの分析変数を﻿、分析ごとに定義できます﻿。分析変数の値は﻿、分析テ﻿ー
ブルにおける Sample Scheduler クライアントの分析変数 i 列に表示されます﻿。

注記 これらの変数の値は CDS に転送されず﻿、また CDS で表示またはレポ﻿ートでき
ません﻿。これらは Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースにあるだけです﻿。

ag-textnode-version-id: 9007201525432075ag-textnode-base-id: 2270691083

XML コマンドのサンプル カスタム パラメ﻿ータ

サンプルカスタムパラメ﻿ータ（﻿サンプルカスタムパラメ﻿ータ i﻿）は﻿、OpenLab
CDS のプロジ﻿ェクトレベルまたは Sample Scheduler で﻿、ユ﻿ーザ﻿ーにより作成
された変数です﻿。あらかじめプロジ﻿ェクトの CDS 設定でこれらが定義済みの場
合﻿、ユ﻿ーザ﻿ーは CDS への転送や CDS による使用が可能な情報を Sample
Scheduler クライアントで表示および入力できます﻿。
ユ﻿ーザ﻿ーは XML コマンドまたは Sample Scheduler クライアントにおいて﻿、こ
れらの変数に値を割り当てることができます﻿。
これらの変数は﻿、サンプル名およびシングルランの結果名の一部にすることが
できます﻿。
最大 20 のサンプルカスタムパラメ﻿ータを分析ごとに定義できます﻿。サンプル
カスタムパラメ﻿ータの値は﻿、分析テ﻿ーブルの Sample Scheduler クライアントの
サンプルカスタムパラメ﻿ータ i 列に表示されます﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007201525455371ag-textnode-base-id: 2270714379

XML コマンドでト﻿ークンを使用

CDS 測定のシングルサンプルまたはシ﻿ーケンスにより提供されたものと同じ定
義済みの識別子（﻿ト﻿ークン﻿）を使用し﻿、XML コマンドのサンプル名と結果名を
定義できます﻿。
Scheduler 固有のト﻿ークンも使用できます﻿。

注記 Sample Scheduler ト﻿ークンのみ適用され﻿、CDS ト﻿ークンは適用されません﻿。

表 9: ト﻿ークン

パラメ﻿ータ ト﻿ークン

SampleName（﻿サンプル名﻿） 測定メソ﻿ッド <AMX>
機器名 <I>
ロ﻿ーカル日時 <D>
設定した書式のロ﻿ーカル日付 <CD>
解析メソ﻿ッド <PMX>
ロ﻿ーカル日時（﻿短い形式﻿） <DS>
ユ﻿ーザ﻿ー名 <U>
バイアル <V>
LIMS によ﻿って作成された ID <ID>
分析変数 i [﻿i=1 ～ 5﻿] <A1> ～ <A5>
LIMS IDi [﻿i=1 ～ 3﻿] <LID1> ～ <LID3>
シ﻿ーケンス名 <SEQ>（﻿シ﻿ーケンスのみ﻿）

Result Name（﻿結果名﻿；シングルラン﻿） 測定メソ﻿ッド <AMX>
機器名 <I>
ロ﻿ーカル日時 <D>
設定した書式のロ﻿ーカル日付 <CD>
解析メソ﻿ッド <PMX>
サンプル名 <S>
ロ﻿ーカル日時（﻿短い形式﻿） <DS>
ユ﻿ーザ﻿ー名 <U>
バイアル <V>
LIMS によ﻿って作成された ID <ID>
分析変数 i [﻿i=1 ～ 5﻿] <A1> ～ <A5>
Lims ID i [﻿i = 1 ～ 3﻿] <LID1> ～ <LID3>

ResultName（﻿結果名 ﻿；シ﻿ーケンスおよびデ﻿ュ
アル注入﻿）

機器名 <I>
ロ﻿ーカル日時 <D>
設定した書式のロ﻿ーカル日付 <CD>
ロ﻿ーカル日時（﻿短い形式﻿） <DS>
ユ﻿ーザ﻿ー名 <U>
シ﻿ーケンス名 <SEQ>
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パラメ﻿ータ ト﻿ークン

ResultPath（﻿結果パス﻿） 機器名 <I>
ロ﻿ーカル日時 <D>
設定した書式のロ﻿ーカル日付 <CD>
ロ﻿ーカル日時（﻿短い形式﻿） <DS>
ユ﻿ーザ﻿ー名 <U>
分析変数 i [﻿i=1 ～ 5﻿] <A1> ～ <A5>
シ﻿ーケンス名 <SEQ>
デ﻿ータバ﻿ックエンドで許可されない無効な文字
は﻿、展開されたパスから削除されます﻿。

DataFile（﻿デ﻿ータフ﻿ァイル ﻿） サンプル名 <S>
測定メソ﻿ッド <AMX>
機器名 <I>
ロ﻿ーカル日時 <D>
解析メソ﻿ッド <PMX>
ロ﻿ーカル日時（﻿短い形式﻿） <DS>
ユ﻿ーザ﻿ー名 <U> バイアル <V>

サンプル名またはシ﻿ーケンス名をト﻿ークンとして使用する場合﻿、これらの名前
に ﻿?/|<>*﻿:" などの無効な文字が含まれていないことを確認してください﻿。
OpenLab CDS で定義済みの名前のタイプは <> シンボルが含まれます﻿。これら
の記号は XML 言語で意味があるため﻿、Scheduler XML コマンドではこの方法で
表現できません﻿。

表 10: ＜ あるいは ＞ を使用した構文の例

正しい構文 正しくない構文 コメント

&lt﻿; <

&gt﻿; >

<SampleName>
&lt;AMX&gt; 

</SampleName>

<SampleName>
<AMX> 

</SampleName>

測定メソ﻿ッド名に基づきサンプル
名を作成

<ResultName>
&lt;ID&gt;_&lt;D&gt;_&lt;E1&gt; 
</ResultName>

<ResultName>
<ID>_<D>_<E1> 

</ResultName>

ID﻿、日付と時間﻿、分析変数 1 に基
づきサンプル名を作成
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ag-textnode-version-id: 2270723595ag-textnode-base-id: 2270723595

優先順位のル﻿ール

分析を実行するときに CDS で使用されるパラメ﻿ータ（﻿プロジ﻿ェクト﻿、機器﻿、
ユ﻿ーザ﻿ー﻿、バイアルなど﻿）は﻿、Sample Scheduler で以下の 3 つの方法から定義
できます﻿。
• XML コマンド﻿：すべてのパラメ﻿ータ
• Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン﻿：ユ﻿ーザ﻿ー﻿、プロジ﻿ェクト﻿、結果

名﻿、サンプル名﻿、初期ステ﻿ータス（﻿コマンドで値が定義されない場合に分析
を実行するために使用されるデフ﻿ォルト値﻿）﻿。

• Sample Scheduler クライアント﻿：すべてのパラメ﻿ータを編集可
矛盾が生じないように﻿、以下の優先順位のル﻿ールが設定されています﻿。

表 11: 優先順位のル﻿ール

パラメ﻿ータ 優先順位のル﻿ール

サンプル名﻿、結果名 ﻿、ユ ﻿ーザ﻿ー﻿、プロジ﻿ェクト 1. XML コマンド
2. Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンのデ

フ﻿ォルト値

Sample Scheduler クライアントで編集可能なす
べてのパラメ﻿ータ

1. Sample Scheduler クライアントで編集した値
2. XML コマンド

ag-textnode-version-id: 18014400780240651ag-textnode-base-id: 2270758667

XML コマンドの作成

XML コマンドのサンプルが﻿、<SampleScheduler>¥﻿Documentation フ﻿ォルダ﻿ーに
あります﻿。これらは﻿、LIMS に適切な XML コマンドを作成する際に役立ちま
す﻿。
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Minimal_Command﻿.xml﻿： Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ー
シ﻿ョンの
システムコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンタブ
に﻿、必須パラメ﻿ータが追加されてい
なか﻿った場合の XML の最小構造（﻿ID
とサンプル名のみをチ﻿ェ﻿ック﻿）﻿。

Basic_Command﻿.xml﻿： 測定を実行するために最小限必要な
情報﻿。この場合﻿、OpenLab デフ﻿ォル
トユ﻿ーザ﻿ー﻿、OpenLab デフ﻿ォルトプ
ロジ﻿ェクト﻿、デフ﻿ォルトサンプル
名﻿、およびデフ﻿ォルトの結果名を﻿、
Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ー
シ﻿ョンで設定してください﻿。

Advanced_Command﻿.xml﻿： 可能なすべてのパラメ﻿ータを含む構
造﻿。

SampleCustomParameters_ Command﻿.xml﻿： Sample Scheduler でサンプルカスタ
ムパラメ﻿ータを使用する構造﻿。

DualInjection_ Command﻿.xml﻿： デ﻿ュアル注入コマンドを作成する構
造﻿。

Holding_Command﻿.xml﻿： 結合するコマンドを使用する構造
（﻿結合オプシ﻿ョンの詳細について
は﻿、『﻿Sample Scheduler オンライン
ヘルプ﻿』を参照﻿）﻿。

その他のテンプレ﻿ート﻿： キ﻿ャリブレ﻿ーシ﻿ョンあり﻿、または
キ﻿ャリブレ﻿ーシ﻿ョンなしのシングル
注入ソ﻿ース機器およびデ﻿ュアル注入
ソ﻿ース機器を設定する XML の構造﻿。
これらのコマンドは﻿、測定を実行す
るため CDS に必要なすべてのパラ
メ﻿ータを含みます﻿。

UnknownSample_Single_InjectionSource_Command﻿.xml﻿: シングル注入ソ﻿ース機器で﻿、外部標
準のキ﻿ャリブレ﻿ーシ﻿ョンランタイプ
の未知のサンプルの測定﻿。

CalibrationSample_Single_InjectionSource_Command﻿.xml﻿： シングル注入ソ﻿ース機器で﻿、内部標
準のキ﻿ャリブレ﻿ーシ﻿ョンランタイプ
の標準サンプルの測定﻿。

InstrumentGroup_Command﻿.xml﻿: Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ー
シ﻿ョンで定義されている機器グル﻿ー
プを使用した分析の測定﻿。

InstrumentGroupSpecifiedByLims_Command﻿: 所定の分析に対して機器グル﻿ープを
定義するための XML の構造﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007201525504651ag-textnode-base-id: 2270763659

XML アクシ﻿ョン

Scheduler は﻿、分析作成用ではなくアクシ﻿ョン実行用の XML フ﻿ァイルを管理で
きます﻿。
これらのアクシ ﻿ョンコマンドは﻿、XML コマンドのクラシカルなスキ﻿ーマでは
なく﻿、簡易スキ﻿ーマと一致します﻿。
以下のようなキ ﻿ャンセルとシ ﻿ーケンスの作成のコマンドを Agilent は提供して
います﻿。

Cancel （﻿キ﻿ャンセル﻿）コマンド
キ ﻿ャンセルコマンドは﻿、Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースに保存されているもの
の﻿、まだ開始されていない分析またはシ﻿ーケンス（﻿待機中またはスケジ﻿ュ﻿ール
のステ﻿ータスのみ﻿）を削除するために使用します﻿。削除する分析またはシ﻿ーケ
ンスは﻿、ID により識別されます﻿。
<SchedulerAction>

<Identifier>Analysis_Or_Sequence_To_Delete</Identifier>

<Type>Delete</Type>

<LimsConnection>ValidLIMSConnectionName<LimsConnection>

</SchedulerAction>

キ ﻿ャンセルコマンドは﻿、<LIMS_Commands> フ﻿ォルダ﻿ーに送信されます﻿。
Scheduler がコマンドを処理し﻿、対応する分析またはシ﻿ーケンスを Sample
Scheduler デ﻿ータベ﻿ースシ﻿ーケンスから削除します﻿。分析またはシ﻿ーケンスは
Scheduler インタ﻿ーフ﻿ェイスから削除されます﻿。キ﻿ャンセルコマンドは﻿、分析
またはシ﻿ーケンスを作成せず﻿、Scheduler クライアントに表示されません﻿。
LIMS 接続を使用して﻿、正常に実行された XML フ﻿ァイルを移動する
処理済みコマンドフ﻿ォルダ﻿ーを指定します﻿。LIMS 接続を XML フ﻿ァイルで指定
しないと﻿、デフ﻿ォルトの LIMS 接続の処理済みコマンドフ﻿ォルダ﻿ーが使用されま
す﻿。無効な LIMS 接続が指定されているコマンドは受け付けられず﻿、trash フ﻿ォ
ルダ﻿ーに送信されます﻿。
<SampleScheduler for OpenLab>¥﻿Documentation フ﻿ォルダ﻿ーにある
Cancel_Analysis_Command﻿.xml テンプレ﻿ートを使用し﻿、ご自身のコマンドを作
成できます﻿。同じフ﻿ォルダ﻿ーに XML スキ﻿ーマ SchedulerAction﻿.xsd も提供さ
れ﻿、これは Sample Scheduler LIMS Agent による﻿、コマンドの有効性をデ﻿ータ
ベ﻿ースへの入力前に確認するために使用されます﻿。



9 LIMS コマンド
XML コマンド

Sample Scheduler for OpenLab インスト﻿ールおよびコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン 115

Create Sequence（﻿シ﻿ーケンス作成 ﻿）
シ ﻿ーケンスの作成コマンドは﻿、Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースに保存されてい
る複数の分析を選択し﻿、シ﻿ーケンスとして保存するために使用します﻿。
<SchedulerCreateSequenceAction>

<LimsConnection>ValidLIMSConnectionName</LimsConnection>

<SequenceName>MySequence</SequenceName>

<SequenceState>Scheduled</SequenceState>

<User>Analyst</User>

<Identifiers>

<Identifier>MySequenceLine-123</Identifier>

<Identifier>MySequenceLine-456</Identifier>

<Identifier>MySequenceLine-789</Identifier>

<Identifier>MySequenceLine-555</Identifier>

<Identifier>MySequenceLine-999</Identifier>

</Identifiers>

<BarcodeReader>

<UseBarcodeReader>false</UseBarcodeReader>

<OnBarcodeMismatchAction>InjectAnyway</OnBarcodeMismatchAction>

</BarcodeReader>

</SchedulerCreateSequenceAction>

以下を定義してください﻿。
• LIMS 接続（﻿オプシ﻿ョン﻿）XML コマンドにタグが含まれない場合﻿、デフ﻿ォル

トの LIMS 接続が使用されます﻿。タグが空白の場合﻿、コマンドは trash フ﻿ォ
ルダ﻿ーに送信されます﻿。

• シ﻿ーケンス名（﻿オプシ﻿ョン﻿）
• 初期シ﻿ーケンスステ﻿ータス﻿。定義しない場合﻿、Sample Scheduler コンフ﻿ィ

グレ﻿ーシ ﻿ョンに定義されたデフ﻿ォルトのステ﻿ータスとなります﻿。
• シ﻿ーケンスに割り当てるユ﻿ーザ﻿ー﻿。定義しない場合﻿、Sample Scheduler コ

ンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンに定義された測定ユ﻿ーザ﻿ーとなります﻿。
• グル﻿ープ化する分析のリストで﻿、それらを ID により識別﻿。シ﻿ーケンスは以

下の場合にのみ作成されます﻿。
• すべての分析が Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースにある場合﻿。
• すべての分析が﻿、同一の機器﻿、プロジ﻿ェクト﻿、注入ソ﻿ース﻿、および LIMS

接続を割り当てられている場合﻿。
• すべての分析のステ﻿ータスが﻿、待機中﻿、未完了﻿、またはエラ﻿ーで待機で

ある場合﻿。
それ以外の場合﻿、シ﻿ーケンスは作成されず﻿、XML フ﻿ァイルは trash フ﻿ォル
ダ﻿ーに送信されます﻿。
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• バ﻿ーコ﻿ードリ﻿ーダ﻿ーの使用に関する説明﻿。<UseBarcodeReader>の値は﻿、ブ﻿ー
ル型です ﻿。予測バ﻿ーコ﻿ードと実際のバ﻿ーコ﻿ードが一致しない場合﻿、取り得る
値は InjectAnyway と AbortCurrentInjection です﻿。
バ﻿ーコ﻿ードリ﻿ーダ﻿ーセクシ﻿ョンがない場合﻿、<UseBarcodeReader>は false
に﻿、<OnBarcodeMismatchAction> は InjectAnyway に設定されます﻿。

<SampleScheduler for OpenLab>¥﻿Documentation フ﻿ォルダ﻿ーにある
Create_Sequence_Command﻿.xml テンプレ﻿ートを使用し﻿、ご自身のコマンドを作
成できます﻿。同じフ﻿ォルダ﻿ーに XML スキ﻿ーマ
SchedulerCreateSequenceAction﻿.xsd が設定されていると﻿、デ﻿ータベ﻿ースにエン
トリする前に Sample Scheduler LIMS Agent によるコマンドの有効性を確認し
ます﻿。

ag-textnode-version-id: 2270781451ag-textnode-base-id: 2270781451

Sample Scheduler XML File Generator

XML File Generator により﻿、管理者は Sample Scheduler システムを設定する
XML コマンドを作成できます﻿。このツ﻿ールは﻿、LIMS により処理できるパラ
メ﻿ータを用いた XML コマンドを容易に作成します﻿。
XML ツ﻿ールは﻿、インスト﻿ールメデ﻿ィアの Support>Xml_tool フ﻿ォルダ﻿ーにありま
す﻿。

XML File Generator の操作
XML File Generator を使用して﻿、1 つまたは複数の分析を作成できます﻿。分析か
らシ﻿ーケンスを作成することもできます﻿。
必須パラメ﻿ータにはアスタリスク（﻿*﻿）が付いており﻿、値の入力が必要です﻿。

表 12: 必須パラメ﻿ータ

パラメ﻿ータ コメント

Scheduler Identifier（﻿スケジ﻿ュ﻿ー
ラ ID﻿）

複数の分析の場合﻿、入力した値が開始値になります﻿。以下の分
析の ID は﻿、1 つずつ増加します﻿。

LIMS identifier1（﻿LIMS ID1﻿） 複数の分析の場合﻿、入力した値が開始値になります﻿。以下の分
析の ID は﻿、1 つずつ増加します﻿。

Project（﻿プロジ﻿ェクト﻿）

Instrument（﻿機器﻿）
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パラメ﻿ータ コメント

Acquisition method（ ﻿測定メソ﻿ッ
ド﻿）

拡張子は不要です﻿。拡張子がない場合は﻿、拡張子 ﻿.amx が自動
的に XML に追加されます﻿。XML コマンド作成時に拡張
子 ﻿.amx または ﻿.met を入力することもできます﻿。

Injection source（﻿注入ソ ﻿ース﻿）

Vial position（﻿バイアル位置﻿）

表 13: オプシ﻿ョンのパラメ ﻿ータ

パラメ﻿ータ コメント

Sequence name（﻿シ﻿ーケンス
名﻿）

デフ﻿ォルト名は﻿、sequence です﻿。

Sample Name（﻿サンプル名﻿） 複数の分析の場合﻿、Use sample name start counter を選択しま
す﻿。入力した値が開始値になります﻿。以下の分析の値は﻿、1 つ
ずつ増加します﻿。

State（﻿ステ﻿ータス﻿） ステ﻿ータスは﻿、Holding﻿、Scheduled﻿、またはWaitingに設定でき
ます﻿。

Processing method（﻿解析メソ﻿ッ
ド﻿）

拡張子は不要です﻿。拡張子がない場合は﻿、拡張子 ﻿.pmx が自動
的に XML に追加されます﻿。XML 作成時に拡張子 ﻿.pmx を入力
することもできます﻿。

Sample type（﻿サンプルタイプ﻿）

Set injection volume（﻿注入量の
設定﻿）

選択した場合﻿、MethodInjVol=false になります﻿。

User（﻿ユ﻿ーザ﻿ー﻿）

Injection per sample（﻿注入回
数﻿）

XML フ﻿ァイルは﻿、指定したフ﻿ォルダ﻿ーに保存されます﻿。このフ﻿ォルダ﻿ーは﻿、
XML フ﻿ァイルの保存時に作成されます﻿。シ﻿ーケンス XML フ﻿ァイルは﻿、XML
ツ﻿ールによ﻿って自動的に作成されるサブフ﻿ォルダ﻿ーに保存されます﻿。サブフ﻿ォ
ルダ﻿ーの名前は﻿、sequence の名前に対応しています﻿。この名前のフ﻿ォルダ﻿ー
がすでに存在する場合﻿、インクリメントが自動的に追加されます﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007201525699083ag-textnode-base-id: 2270958091

SQL クエリ﻿ーで実行されたコマンド

このセクシ﻿ョンでは﻿、LIMS デ﻿ータベ﻿ース内に直接分析オ﻿ーダ﻿ーを収集できる
ように Sample Scheduler にコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンすべき方法について説明しま
す﻿。
Sample Scheduler は﻿、LIMS デ﻿ータベ﻿ース（﻿SQL クエリ﻿ーの処理﻿）から分析
オ﻿ーダ﻿ーを収集する一般ツ﻿ールを提供します﻿。すべての LIMS デ﻿ータベ﻿ースが
異なるため﻿、お客様の LIMS デ﻿ータベ﻿ース構造に適合するように﻿、以下にある
詳細パラメ﻿ータを設定することを﻿、お客様のデ﻿ータベ﻿ースのシステム管理者に
依頼してください﻿。
コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンは﻿、Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの LIMS タ
ブで設定されます（﻿Sample Scheduler オンラインヘルプの LIMS の章も参
照﻿）﻿。
分析とシ﻿ーケンスの両方を SQL クエリ﻿ーにより Sample Scheduler に転送でき
ます﻿。これらは LIMS デ﻿ータベ﻿ースに設定された LIMS 接続が自動的に割り当
てられます﻿。

ag-textnode-version-id: 18014400780445067ag-textnode-base-id: 2270963083

接続文字列の設定方法

接続文字列は﻿、Sample Scheduler とお客様の LIMS デ﻿ータベ﻿ース間の接続を確
立するために必要な情報（﻿プロバイダ﻿ー﻿、ユ﻿ーザ﻿ー/パスワ﻿ードなど﻿）を含む文
字チ﻿ェ﻿ーンです﻿。

MS SQL Server の例﻿：
• SQL Server および Windows 認証モ﻿ード﻿：

Server=ComputerName\DB_Instance Name;

Database=DatabaseName;

Password=XXX; User ID=Database_User;

• Windows 認証モ﻿ード﻿：
Server= ComputerName\DB_Instance Name\SQLEXPRESS;

Database= DatabaseName;trusted_connection=yes;
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Oracle Server の例﻿：
Data Source= (DESCRIPTION =

(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = XXXXXX)(PORT = XXXX))

(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = XXXXXX)(PORT = XXXX))

(CONNECT_DATA =

(SDU = 8192)

(TDU = 8192)

(SERVER = DEDICATED)

(SERVICE_NAME = XXXX)

)

);user id=XXXXXX;password=XXXXX;

デ﻿ータベ﻿ースのユ﻿ーザ﻿ーは﻿、LIMS デ﻿ータベ﻿ースで「﻿Select（﻿選択﻿）﻿」と
「﻿Update（﻿更新﻿）﻿」の権限を持つようにしてください﻿。
デ﻿ータベ﻿ースに必要な接続文字列を確認するには﻿、
http﻿://www﻿.connectionstrings﻿.com/ を参照してください﻿。
接続文字列は﻿、接続テストをクリ﻿ックしてテストできます﻿。

ag-textnode-version-id: 9007201525709067ag-textnode-base-id: 2270968075

SQL クエリ﻿ーの書き込み方法

LIMS クエリ﻿ーは﻿、Sample Scheduler に期待されるデ﻿ータ構造にしてくださ
い﻿。
• シングル注入ソ﻿ース機器の分析については﻿、LIMS クエリ﻿ーは﻿、Sample

Scheduler に 1 つのエントリを戻し﻿、シングル注入ソ﻿ース分析の作成を可能
にします ﻿。

• デ﻿ュアル注入ソ﻿ース機器の分析については﻿、LIMS クエリ﻿ーは Sample
Scheduler に 2 つのエントリを戻し﻿、デ ﻿ュアル注入ソ﻿ース分析の作成を可能
にします ﻿。

• 1 つのシ﻿ーケンスについて﻿、LIMS クエリ﻿ーは指定されたシ﻿ーケンスの＜
シ﻿ーケンスライン数＞のエントリを Sample Scheduler に戻し﻿、シ﻿ーケンス
の作成を可能にします﻿。

LIMS クエリ﻿ーの結果は﻿、以下のような構造と構文に一致するようにしてくだ
さい﻿。

http://www.connectionstrings.com/
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表 14: SQL クエリ﻿ー

Sample Scheduler パラメ﻿ータ 値 タイプ 説明

Identifier n/a Varchar（﻿一
意﻿、Null 不
可﻿）

サンプル IDで﻿、一意にしてください﻿。コマンドが
処理されたことを LIMS に通知するために使用さ
れ﻿、それが再度使用されることを避けます﻿。

Barcode n/a Varchar
（﻿Null 可﻿）

バ﻿ーコ﻿ードをスキ﻿ャンすることでサンプルを識別で
きます﻿。個﻿々の分析やシ﻿ーケンスの各分析に固有で
すが﻿、シ﻿ーケンス全体に対しては利用できません﻿。

UseBarcodeReader n/a Boolean
（﻿Null 可﻿）

バイアルからバ﻿ーコ﻿ードを読み取るよう﻿、バ﻿ーコ﻿ー
ドリ﻿ーダ﻿ーに指示﻿。
値が入﻿っていない場合﻿、無効に設定されます﻿。

OnBarcodeMismatch n/a Varchar
（﻿Null 可﻿）

予測バ﻿ーコ﻿ードと実際のバ﻿ーコ﻿ードが一致しない場
合﻿、InjectAnyway あるいは AbortCurrentInjection の
値を指定します﻿。
値が入﻿っていない場合﻿、 InjectAnyway が使用されま
す﻿。

Template n/a Boolean
（﻿Null 可﻿）

この実験をオ﻿ートフ﻿ィル機能のテンプレ﻿ートとして
使用する必要があるか指定します﻿。テンプレ﻿ートの
ID が﻿、システムで処理される分析 ID と競合してい
ないことを確認してください﻿。

LimsIDi﻿, [﻿i=1 ～ 3﻿] n/a Varchar
（﻿Null 可﻿）

CDS で使用するため LIMS で提供される値﻿。

SampleName n/a Varchar
（﻿Null 不
可﻿）

サンプル名

State 1= スケジ﻿ュ﻿ール
3= 待機中
10= 保留中

Integer
（﻿Null 可﻿）

分析に割り当てられる初期ステ﻿ータス﻿。
指定していない場合﻿、Sample Scheduler コンフ﻿ィ
グレ﻿ーシ﻿ョンに定義されたデフ﻿ォルトのステ﻿ータス
が使用されます﻿。

InstrumentGroupName n/a Varchar 機器グル﻿ープの名前

SequenceId n/a Integer
（﻿Null 可﻿）

分析に割り当てられるシ﻿ーケンス ID﻿。同じシ﻿ーケ
ンス ID を持つ分析は﻿、同じシ﻿ーケンスに帰属しま
す﻿。数値が割り当てられていない場合﻿、分析はシ﻿ー
ケンスには帰属しません﻿。

SequenceName n/a Varchar
（﻿Null 可﻿）

シ﻿ーケンス名

SequencePosition n/a Integer
（﻿Null 可﻿）

シ﻿ーケンスにおける分析のシ﻿ーケンスポジシ﻿ョン﻿。
シ﻿ーケンスの最初のシ﻿ーケンスポジシ﻿ョンは 1 から
始まります﻿。

ProjectName n/a Varchar
（﻿Null 可﻿）

CDS プロジ﻿ェクト名
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Sample Scheduler パラメ﻿ータ 値 タイプ 説明

UserName n/a Varchar
（﻿Null 可﻿）

CDS ユ﻿ーザ﻿ー名

Replicates n/a Integer（﻿Null
可﻿、デフ﻿ォ
ルト値 1﻿）

Sample Scheduler パラメ﻿ータ﻿。1 を超える場合﻿、分
析は﻿、XML/SQL の結果で指定されたものと﻿、同じ
パラメ﻿ータで n 回繰り返されます﻿。

AnalysisVariableN﻿, [﻿N=1 ～ 5﻿] n/a Varchar
（﻿Null 可﻿）

カスタムパラメ﻿ータ

ResultName n/a Varchar
（﻿Null 可﻿）

CDS により作成される結果フ﻿ァイル名﻿。
指定していない場合﻿、Sample Scheduler コンフ﻿ィ
グレ﻿ーシ﻿ョンに定義されたデフ﻿ォルトの結果名が使
用されます﻿。

ResultPath n/a Varchar
（﻿Null 可﻿）

スラ﻿ッシ﻿ュで分離されたサブフ﻿ォルダ﻿ーを含む﻿、
CDS の結果が保存されたパス﻿。指定していない場
合﻿、Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンに定
義されたデフ﻿ォルトの結果パスが使用されます﻿。

InstrumentName n/a Varchar
（﻿Null 可﻿）

CDS 機器名

AcquisitionMethodName n/a Varchar
（﻿Null 可﻿）

CDS で分析の測定に使用されるメソ﻿ッド

ProcessingMethodName n/a Varchar
（﻿Null 可﻿）

CDS で分析の解析に使用されるメソ﻿ッド

AlternativeInstrumentsMethods パタ﻿ーン例
"機器1/メソ﻿ッド
1|
機器2/メソ﻿ッド
2|
機器3/メソ﻿ッド
3"

Varchar
（﻿Null 可﻿）

InstrumentName / AcquisitionMethodName の組み
合わせの代わりに分析の実行に使用できる機器/測
定メソ﻿ッドの組み合わせ﻿。
候補となる機器/測定メソ﻿ッドの対の数には制限が
ありません﻿。

InjectionSource 5 n/a Varchar
（﻿Null 可﻿）

分析に使用されるオ﻿ートサンプラの注入ソ﻿ース﻿。

InjectionLocation 5 0=インジ﻿ェクタ
- フロント
1=インジ﻿ェクタ
- バ﻿ック

Integer
（﻿Null 可﻿）

インジ﻿ェクタの場所﻿、デ﻿ュアル注入用﻿。2 つの値は
異なる値にしてください﻿。1 つは有効な値﻿、もう 1
つは無効な値に設定され﻿、有効な値は順序を設定す
るために使用されます﻿。両方とも null または他の無
効の値に設定すると﻿、順序は変更できません﻿。

SampleDescription 5 n/a Varchar
（﻿Null 可﻿）

サンプルの説明

Vial n/a Varchar
（﻿Null 可﻿）

分析するサンプルのバイアル位置﻿。

5 注入ソ﻿ースにより定義されるパラメ﻿ータ﻿。
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Sample Scheduler パラメ﻿ータ 値 タイプ 説明

UseMethodInjection Volume 5 n/a Boolean
（﻿Null 可﻿）

分析の測定で使用する測定メソ﻿ッドに定義された注
入量﻿。

InjectionVolume 5 n/a Float
（﻿Null 可﻿）

サンプルの注入量

SampleAmount 5 n/a Float
（﻿Null 可﻿）

サンプルのアマウントCDS の定量で使用

SampleAmountUnit 5 n/a Varchar
（﻿Null 可﻿）

サンプルアマウントの単位

SamplePrepMethod 5 n/a Varchar
（﻿Null 可﻿）

CDS で使用されるサンプルプレ﻿ップメソ﻿ッド

TargetN﻿, [﻿N=1 ～ 5﻿] 5 n/a Varchar
（﻿Null 可﻿）

MS または LC/MS サンプル純度メソ﻿ッドを使用
し﻿、化学式またはタ﻿ーゲ﻿ット質量を指定するために
使用できます﻿。

MultiplierN﻿, [﻿N=1 ～ 5﻿] 5 n/a Float
（﻿Null 可﻿）

CDS の定量で使用

SampleCustomParameterNName 
[﻿N=1 ～ 20﻿] 5

n/a Varchar
（﻿Null 可﻿）

サンプルのカスタムパラメ﻿ータを CDS に送信する
ために使用します﻿。

SampleCustomParameterNValue 
[﻿N=1 ～ 20﻿] 5

n/a Varchar
（﻿Null 可﻿）

OpenLab CDS でサンプルカスタムパラメ﻿ータ用に
指定されたタイプに従い﻿、この値を有効にする必要
があります﻿。（﻿例﻿：日付タイプのカスタム パラ
メ﻿ータ値は﻿、日付に変換される﻿）

DilutorN﻿, [﻿N=1 ～ 5﻿] n/a Float
（﻿Null 可﻿）

CDS の定量で使用

SampleType 5 0= サンプル
1= キ﻿ャリブレ﻿ー
シ﻿ョン
2= ブランク
3= ダブルブラン
ク
4= QC チ﻿ェ﻿ック
5= スパイク
6= システムス﻿ー
タビリテ﻿ィ

Integer
（Null 可﻿）

サンプルタイプを決定します﻿。デフ﻿ォルトはサンプ
ルです

InjectionsPerSample 5 n/a Integer
（Null 可﻿）

CDS でサンプルの注入回数を定義します﻿。

Level 5 n/a Integer
（Null  可﻿）

解析メソ﻿ッドで定義されるキ﻿ャリブレ﻿ーシ﻿ョンのレ
ベル

CalibrationRuntype 5 0=検量線をすべ
て消去
1=このレベルの
検量線を消去

Integerl
（Null 可﻿）

検量線に新しいキ﻿ャリブレ﻿ーシ﻿ョンポイントを追加
するときの設定方法を定義します﻿。
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Sample Scheduler パラメ﻿ータ 値 タイプ 説明

InternalStandardAmountN﻿, 
[﻿N=1 ～ 5﻿] 5

n/a Float
（Null 可 ）

サンプルの内部標準のアマウント﻿。CDS の定量で使
用

InternalStandardUnit 5 n/a Varchar
（﻿Null 可﻿）

内部標準アマウントの単位

LIMS デ﻿ータベ﻿ースに定義されるすべてのコマンドを﻿、Sample Scheduler で有
効にするためには﻿、少なくとも以下のパラメ﻿ータを含めるようにしてくださ
い﻿。
• Identifier（﻿ID﻿）
• Sample name（﻿サンプル名﻿）
• コマンドタブの必須列で定義される必須パラメ﻿ータのリスト﻿。

ag-textnode-version-id: 9007201526060555ag-textnode-base-id: 2271319563

SQL クエリ﻿ーの例

Sample Scheduler ソフトウ﻿ェアで提供される SQL 接続例は﻿、SQL を介して
LIMS 接続を設定する方法を理解するのに役立ちます﻿。クエリ﻿ーとデ﻿ータベ﻿ー
スは﻿、シミ﻿ュレ﻿ーシ﻿ョン LIMS から利用可能なパラメ﻿ータを Sample Scheduler
で取得する方法を示します ﻿。スクリプトの例は﻿、Microsoft SQL デ﻿ータベ﻿ース
用に書かれ ﻿、次のフ﻿ォルダ﻿ーにインスト﻿ールされます﻿。
<Scheduler Install path>/Documentation/sql﻿。

dbo﻿.command

分析に定義される全パラメ﻿ータのリスト

dbo﻿.tower_parameters

注入ソ﻿ースに定義される全パラメ﻿ータのリスト
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図 35: 2 つのテ﻿ーブルで構成された LIMS デ﻿ータベ﻿ース（ ﻿LIMS_DB﻿）の例
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Sample Scheduler で実行できる MS SQL Server LIMS デ﻿ータベ﻿ース用に作成さ
れたクエリ﻿ーの簡単な例を以下に記します﻿。
ScheduledStatus パラメ﻿ータは﻿、コマンドにフラグを割り当てるために追加され
ました﻿。
0﻿: Sample Scheduler によりすでに処理済み
1﻿：適切に処理済み﻿、　2﻿：処理済みで無効

シングル注入ソ﻿ースの機器で実行する分析﻿：
dbo﻿.commands テ﻿ーブルの 1 つのエントリ
dbo﻿.tower_parameters テ﻿ーブルの 1 つのエントリ

デ﻿ュアル注入ソ﻿ースの機器で実行する分析﻿：
dbo﻿.commands テ﻿ーブルの 1 つのエントリ
dbo﻿.tower_parameters テ﻿ーブルの 2 つのエントリ

シングル注入ソ﻿ース機器で実行されるシ﻿ーケンス﻿：
dbo﻿.commands テ﻿ーブルに存在する＜シ﻿ーケンスラインの数＞のエントリ
dbo﻿.tower_parameters テ﻿ーブルに存在する＜シ﻿ーケンスラインの数＞のエント
リ

デ﻿ュアル注入ソ﻿ース機器で実行されるシ﻿ーケンス﻿：
dbo﻿.commands テ﻿ーブルに存在する＜シ﻿ーケンスラインの数＞のエントリ
dbo﻿.tower_parameters テ﻿ーブルに存在する＜シ﻿ーケンスラインの数＞のエント
リの 2 倍

注記 分析で定義できるパラメ﻿ータの一部がこの例で提案されていますが﻿、表 14 120
ペ​ージ のテ﻿ーブルにリストされているすべてのパラメ﻿ータを定義できます﻿。
以下の例は﻿、LIMS デ﻿ータベ﻿ース（﻿LIMS_DB﻿）が﻿、Sample Scheduler により予
測されるものとは異なる名前のパラメ﻿ータを提供する場合です（﻿たとえば﻿、
LIMS デ﻿ータベ﻿ースの「﻿chromatograph﻿」は﻿、Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ース
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の「﻿InstrumentName﻿」に対応しています﻿）﻿。LIMS パラメ﻿ータと対応する
Sample Scheduler パラメ﻿ータをリンクするのは LIMS クエリです﻿：
chromatograph as InstrumentName﻿。
この例では﻿、LIMS デ﻿ータベ﻿ースで通知を管理し﻿、定義されたコマンドが処理
されたことを通知し（﻿成否を問わず﻿）﻿、同じコマンドを数回処理することを避
けます﻿。これは﻿、LIMS 通知﻿：有効なコマンドおよびLIMS 通知﻿：無効なコマンド
クエリ﻿ーのロ﻿ールです﻿。

ag-textnode-version-id: 9007201526629003ag-textnode-base-id: 2271888011

SQL クエリ﻿ー

SELECT

c.sampleName as SampleName,

c.analysisId as Identifier,

c.sequenceId as SequenceId,

c.sequencePosition as SequencePosition,

CASE

WHEN analysisState='Scheduled' THEN 1

WHEN analysisState='Waiting' THEN 3

WHEN analysisState='Holding' THEN 10

ELSE NULL

END as [State],

c.laboUser as [UserName],

c.openLabProject as ProjectName,

c.chromatograph as InstrumentName,

c.CDSMethod as AcquisitionMethodName,

c.resultFolder as ResultName,

t.analysis_tower as InjectionSource,

t.analysis_sample_mass as SampleAmount,

t.analysis_dilutor as Dilutor1,

c.Variable as AnalysisVariable1,

CAST(t.analysis_multiplier as float) as Multiplier1,

t.analysis_level as Level,

t.analysis_vial as Vial,

t.analysis_injection_volume as InjectionVolume,

t.analysis_tower as InjectionSource,

'Plantidentifier' as SampleCustomParameter1Name,

t.customer_custom_field1 as SampleCustomParameter1Value

CASE

WHEN c.UseBarcodeReader='true' THEN 1

WHEN c.UseBarcodeReader='false' THEN 0

ELSE NULL
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END as [UseBarcodeReader],

CASE

WHEN c.OnBarcodeMismatch='InjectAnyway' THEN 0

WHEN c.OnBarcodeMismatch='AbortCurrentInjection' THEN 1

ELSE NULL

END as [OnBarcodeMismatch],

CASE

WHEN t.analysis_sample_type='Sample' THEN 0

WHEN t.analysis_sample_type='Calib' THEN 1

ELSE NULL

END as SampleType,

c.alternative as AlternativeInstrumentsMethods

FROM [LIMS_DB].[dbo].[command] c LEFT JOIN

[LIMS_DB].[dbo].[tower_parameters] t ON (c.analysisId =

t.command_analysisId)

WHERE scheduledStatus = 0;

Sample Scheduler は﻿、scheduledStatus = 0 とあるコマンドのみを管理します﻿。

Sample Scheduler はコマンドを処理すると﻿、LIMS database/scheduledStatus パ
ラメ﻿ータに値を返します﻿。この例では﻿、次のようになります﻿。
• コマンドが適切に処理された（﻿有効なコマンド﻿）の場合﻿：

scheduledStatus=1
• コマンドが無効（﻿Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースの分析に変換されない﻿）

の場合﻿：scheduledStatus=2

ag-textnode-version-id: 2271892491ag-textnode-base-id: 2271892491

LIMS 通知

LIMS 通知﻿：有効なコマンド（ ﻿SQL Server の場合の例 ﻿）
UPDATE LIMS_DB﻿.[﻿dbo﻿]﻿.[﻿command﻿] SET scheduledStatus = 1 WHERE analysisId =
@Identifier﻿;

LIMS 通知﻿：無効なコマンド（ ﻿SQL Server の場合の例 ﻿）
UPDATE LIMS_DB﻿.[﻿dbo﻿]﻿.[﻿command﻿] SET scheduledStatus = 2 WHERE analysisId
= @Identifier﻿;

有効と無効両方のコマンドに対して﻿、パラメ﻿ータ Identifier のみ Sample
Scheduler によ﻿って提供できます﻿。
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通知クエリ﻿ーの変数名は﻿、使用しているデ﻿ータベ﻿ース接続プロバイダ﻿ーによ﻿っ
て異なります﻿。たとえば﻿、変数名 Microsoft SQL-Client は @Identifier﻿、Oracle-
Client は ﻿:Identifier となります﻿。文字列の正確な定義については﻿、LIMS デ﻿ータ
ベ﻿ースにアクセスするために使用しているデ﻿ータベ﻿ース接続プロバイダ﻿ーの文
書を参照してください﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007201526637963ag-textnode-base-id: 2271896971

SQL クエリ﻿ーによるデ ﻿ュアル注入

デ﻿ュアル注入コマンドを両方のラインに用いるには﻿、同一 ID の使用が必要で
す﻿。これにより﻿、デ﻿ュアル注入サンプルの分析を作成するように Sample
Scheduler に指示します﻿。両方のインジ﻿ェクタの共通パラメ﻿ータについては﻿、
フロントのインジ﻿ェクタに指定された値を使用します（﻿最初のライン﻿）﻿。
正しいパラメ﻿ータをフロントおよびバ﻿ックのインジ﻿ェクタに確実に割り当てる
ために﻿、コマンド作成クエリ﻿ーは﻿、LIMS から送信された分析の順序を考慮に
入れる必要があります﻿。これを行うには﻿、「﻿sort by clause﻿」を追加します﻿。た
とえば LIMS がバ﻿ックインジ﻿ェクタのバイアル位置を常にフロントよりも大き
い値にしている場合﻿、分析はバイアルで並び替えできます﻿。または﻿、並び替え
るため﻿、分析または機器のカスタムパラメ﻿ータを使用できます﻿。分析の順序を
決めるためのもう一つの方法は﻿、各タワ﻿ーに対して注入ロケ﻿ーシ﻿ョンフ﻿ィ﻿ール
ドを定義することです﻿。0 に設定したラインはフロント側を参照し﻿、1 に設定
したラインはバ﻿ック側を参照します﻿。注入ソ﻿ースは﻿、フロントおよびバ﻿ックの
インジ﻿ェクタで同じにし﻿、デ﻿ュアル注入をサポ﻿ートする必要があります﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007201526643467ag-textnode-base-id: 2271902475

SQL クエリ﻿ーによるシ ﻿ーケンスの作成

SQL クエリ﻿ーからシ﻿ーケンスを作成するときは﻿、コマンド作成クエリ﻿ーからの
結果が次の要件を満たす必要があります﻿。
• 同じシ﻿ーケンスにあるすべての分析について﻿、シ﻿ーケンス ID を同じにして

ください ﻿。
• シ﻿ーケンスの最初の分析は﻿、1 番目のシ﻿ーケンスポジシ﻿ョンを取得します

（﻿シ﻿ーケンスポジシ﻿ョン = 1﻿）﻿。
• 他のシ﻿ーケンスラインについては﻿、シ﻿ーケンスポジシ﻿ョンを 1 つずつ増加

させなければなりません﻿。
• ある 1 つのシ﻿ーケンスに共通のパラメ﻿ータは﻿、すべてのシ﻿ーケンスライン

について同一でなければなりません﻿。
• Sample Scheduler が対応するラインを読み取る際﻿、ソ﻿ース/LIMS デ﻿ータ

ベ﻿ースに完全なシ﻿ーケンスが存在する必要があります﻿。
SQL クエリ﻿ーから﻿、Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースにすでに存在しているシ﻿ー
ケンスに﻿、シ﻿ーケンスラインを追加することはできません﻿。

トランザクシ﻿ョン
の分離

完全なシ﻿ーケンスが存在することを確認するには﻿、LIMS デ﻿ータベ﻿ースの読み
書き操作をトランザクシ﻿ョンにて行い﻿、デ﻿ータベ﻿ースの分離レベルが十分に高
いことを確かめてください﻿。
分離レベルは﻿、スナ ﻿ップシ ﻿ョ ﻿ットに設定するようお勧めします﻿。一部のデ﻿ータ
ベ﻿ースシステム（﻿MS SQLなど﻿）では﻿、このレベルがデフ﻿ォルトで許容されて
いないため﻿、まず﻿、有効なデ﻿ータベ﻿ースレベルにする必要があります﻿。
• スナ﻿ップシ﻿ョ﻿ット分離レベルを MS SQL で有効にする例﻿：

ALTER DATABASE LIMSDB

SET ALLOW_SNAPSHOT_ISOLATION ON

GO

ALTER DATABASE LIMSDB

SET READ_COMMITTED_SNAPSHOT ON 

GO

• 使用法﻿：
SET TRANSACTION ISOLATION LEVEL SNAPSHOT

BEGIN TRANSACTION

<﻿.﻿.﻿.SQL command﻿.﻿.﻿.>
COMMIT TRANSACTION
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ag-textnode-version-id: 27021600041772043ag-textnode-base-id: 2277549067

10 コマンドの有効なプロセス

LIMS により作成されるコマンドは﻿、Sample Scheduler により処理されます
（﻿Sample Scheduler LIMS Agent﻿）﻿。以下の有効なコントロ﻿ールプロセスが適用
されます﻿。

XML XSD

デフォルト値

スケジューラ必須
パラメータ

ビジネス/OLSS
ルール

CDS 必須パラメ
ータ

Sample
Scheduler

データベース

待機中
スケジュール

未完了

<LIMS Commands>

<LIMS Commands>/trash

Yes

Yes Yes Yes

No

NoNoNo

図 36: 有効なコントロ﻿ールプロセス

1. コマンドを予側される構文フ﻿ォ﻿ーマ﻿ットと一致させます﻿。
• XML コマンドは﻿、XML スキ﻿ーマ（﻿XSD﻿）に一致する必要があります﻿。こ

のスキ﻿ーマでは﻿、XML 構文﻿、XML 構造﻿、デ﻿ータ型（﻿整数型﻿、ブ﻿ール型な
ど﻿）および各パラメ﻿ータのプロパテ﻿ィ（﻿たとえば﻿、サンプルタイプは
Sample または Cal﻿. Std﻿. などに限定されること﻿、注入量は数字にする必要
があることなど﻿）について確認します﻿。SchedulerXmlCommand﻿.xsd フ﻿ァ
イルはインスト﻿ールフ﻿ォルダ﻿ーの Documentation\xml の下にあります﻿。

• SQL クエリ﻿ーで実行されるコマンドは﻿、期待する構造にも従い﻿、定義す
るル﻿ールのパラメ﻿ータ（﻿有効なパラメ﻿ータ名﻿、デ﻿ータ型﻿、プロパテ﻿ィな
ど﻿）を含む必要があります﻿。
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2. コマンドは﻿、コマンドタブに定義された必須パラメ﻿ータを含めます﻿。
Project﻿、User ﻿、Sample Name﻿、Result Name﻿、または Stateのパラメ﻿ータに値
がない場合﻿、Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの
システムコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンタブで定義されたデフ﻿ォルト値が割り当てら
れます﻿。

3. コマンドは﻿、ビジネスル﻿ールに従います（﻿Dilutor または Multiplier が 0 の場
合﻿、それらに 1 の値が割り当てられます﻿）﻿。OpenLab システムのサ﻿ーバ﻿ー
がプロジ﻿ェクト﻿、ユ﻿ーザ﻿ー﻿、機器および測定メソ﻿ッドが存在するかをチ﻿ェ﻿ッ
クします ﻿。

4. コマンドは﻿、ステ﻿ップ 1 ～ 3 の内﻿、 1 つでもに相違がある場合﻿、<LIMS
Commands>¥﻿trash フ﻿ォルダ﻿ーに転送されます﻿。分析は作成されません﻿。

5. ステ﻿ップ 1 ～ 3 を満たす場合﻿、分析が Scheduler デ﻿ータベ﻿ースで作成されま
す﻿。

6. ステ﻿ップ 1 から 3 を満たす場合﻿、
• CDS に必要なすべてのパラメ﻿ータが定義されます﻿。
• 分析には待機中またはスケジ﻿ュ﻿ールのいずれかのステ﻿ータスが設定され

ます﻿。
7. これらのパラメ﻿ータが不足している場合﻿、分析には未完了のステ﻿ータスが割

り当てられます﻿。
8. CDS の必須パラメ﻿ータ﻿：機器﻿、注入ソ﻿ース﻿、プロジ﻿ェクト﻿、測定メソ﻿ッ

ド﻿、結果フ﻿ァイル名﻿、バイアル﻿、注入量﻿。

オ﻿ートフ﻿ィル オ﻿ートフ﻿ィルコマンドオプシ﻿ョンを使用する場合﻿、有効なプロセスは﻿、以下の
ように変更されます﻿。
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オートフィルコ
マンド

メール/スクリーンの通知

XML XSD

デフォルト値

スケジューラ必須パ
ラメータ

ビジネス/OLSS
ルール

CDS 必須パラメ
ータ

Sample
Scheduler デ
ータベース

待機中
スケジュール

未完了

<LIMS Commands>

<LIMS Commands>/trash

Yes

No

Yes

NoNo No

オートフィルキ
ー？

Yes Yes

No

図 37: オ﻿ートフ﻿ィルコマンドの有効なプロセス

1. コマンドは予側される構文﻿、フ﻿ォ﻿ーマ﻿ットに一致する﻿。
• XML コマンドは﻿、XML スキ﻿ーマ（﻿XSD﻿）に一致する必要があります﻿。こ

のスキ﻿ーマでは﻿、XML 構文﻿、XML 構造﻿、デ﻿ータ型（﻿整数型﻿、ブ﻿ール型な
ど﻿）および各パラメ﻿ータのプロパテ﻿ィ（﻿たとえば﻿、サンプルタイプは
Sample﻿、Cal﻿. Std﻿. などに限定されること﻿、注入量は数字にする必要があ
ることなど﻿）について確認します﻿。SchedulerXmlCommand﻿.xsd フ﻿ァイル
はインスト﻿ールフ﻿ォルダ﻿ーの Documentation\xml の下にあります﻿。

• SQL クエリ﻿ーで実行されるコマンドは﻿、期待する構造にも従い﻿、定義す
るル﻿ールのパラメ﻿ータ（﻿有効なパラメ﻿ータ名﻿、デ﻿ータ型﻿、プロパテ﻿ィな
ど﻿）を含む必要があります﻿。

2. すべてのオ﻿ートフ﻿ィルトリガ﻿ーパラメ﻿ータに値が割り当てられ﻿、テンプレ﻿ー
ト分析はオ﻿ートフ﻿ィルコマンドテ﻿ーブルに存在します﻿。コマンドは﻿、テンプ
レ﻿ート分析に従﻿って完了します﻿。
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3. コマンドは﻿、コマンドタブに定義された必須パラメ﻿ータを含めます﻿。テンプ
レ﻿ートの分析が完了したとき﻿、Project﻿、User﻿、Sample Name﻿、
Result file name または Stateのパラメ﻿ータに値がない場合﻿、Sample
Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンのシステムコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンタブで定
義されたデフ﻿ォルトの値が割り当てられます﻿。

4. コマンドは﻿、ビジネスル﻿ールに従います（﻿Dilutor﻿、 Multiplier﻿、または
Internal standard amount が 0 の場合﻿、それらに 1 の値が割り当てられま
す﻿）﻿。OpenLab システムのサ﻿ーバ﻿ーがプロジ﻿ェクト﻿、ユ﻿ーザ﻿ー﻿、機器および
測定メソ﻿ッドが存在するかをチ﻿ェ﻿ックします﻿。

5. コマンドは﻿、ステ﻿ップ 1﻿、3 または 4 の内﻿、1 つでも相違がある場合﻿、
<LIMS Commands>¥﻿trash フ﻿ォルダ﻿ーに転送されます﻿。分析は作成されませ
ん﻿。

6. ステ﻿ップ 1﻿、3﻿、および 4 を満たす場合﻿、分析が Sample Scheduler デ﻿ータ
ベ﻿ースで作成されます﻿。

7. 上記のステ﻿ップ 1﻿、3 および 4 を満たす場合﻿、測定を実行するために CDS
で必要なすべてのパラメ﻿ータが定義されると﻿、分析には待機中または
スケジ﻿ュ﻿ールのステ﻿ータスが割り当てられます﻿。これらのパラメ﻿ータが不足
している場合﻿、分析には未完了のステ﻿ータスが割り当てられます﻿。

注記 機器を使用できない OpenLab ユ﻿ーザ﻿ーの資格情報など﻿、誤﻿ったチケ﻿ットを定義
した場合﻿、Agilent Sample Scheduler Agent サ﻿ービスが起動しないため﻿、
Sample Scheduler は分析を実行できません﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007201528446475ag-textnode-base-id: 2273705483

11 アクテ﻿ィビテ﻿ィログ

Sample Scheduler では﻿、ソフトウ﻿ェアにおけるアクテ﻿ィビテ﻿ィを記録できま
す﻿。監査証跡を有効にすると（﻿Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの
システムコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン﻿）﻿、Sample Scheduler for OpenLab により実行さ
れるすべてのアクシ﻿ョンは﻿、コントロ﻿ールパネルの
システムアクテ﻿ィビテ﻿ィログ（﻿管理﻿）でトレ﻿ースされます﻿。これらのログは﻿、
原因を追求し﻿、潜在的な問題を解決する適切なアクシ﻿ョンを実行するために役
立ちます﻿。アクテ﻿ィビテ﻿ィログの検索﻿、フ﻿ィルタ﻿ー﻿、エクスポ﻿ート﻿、印刷﻿、更
新方法の詳細については﻿、コントロ﻿ールパネルのオンラインヘルプを参照して
ください（﻿「﻿システムアクテ﻿ィビテ﻿ィログ﻿」を検索﻿）﻿。

注記 一度監査証跡を有効にすると﻿、無効に戻すことはできなくなります

エラ﻿ーが発生した場合の対処法は﻿、トラブルシ﻿ュ﻿ーテ﻿ィング 147 ペ​ージ を参照
してください﻿。または﻿、上記のログフ﻿ァイルをテクニカルサポ﻿ートに送信でき
ます﻿。一部の問題は﻿、デ﻿ータベ﻿ース接続の問題から発生する可能性があるた
め﻿、疑わしい場合は必ずデ﻿ータベ﻿ース接続を確認してください﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007201530103051ag-textnode-base-id: 2275362059
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ag-textnode-version-id: 9007202326077963ag-textnode-base-id: 3071336971

全般およびプロジ﻿ェクト操作

ag-textnode-version-id: 9007201530106123ag-textnode-base-id: 2275365131

Sample Scheduler デ﻿ータベ ﻿ースの再設定

Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースのアクセスを変更した場合（﻿Sample Scheduler
をインスト﻿ールして構成した後﻿）﻿、Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースアクセスの
パラメ﻿ータを再構成してください﻿。

次のような場合に再設定が必要な可能性があります﻿。
• デ﻿ータベ ﻿ースコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー/インスタンスの変更
• 認証モ﻿ードの変更（﻿Windows 認証または SQL 認証﻿）
• ユ﻿ーザ﻿ーの資格情報の変更（﻿ログインおよびパスワ﻿ード﻿）
1 デ﻿ータベ ﻿ースアクセスの再構成を行うときは﻿、分析が実行中でないことを確

認してください﻿。

2 <Sample Scheduler for
OpenLab>\bin\Agilent﻿.Scheduler﻿.Database﻿.Access﻿.Reconfiguration﻿.exe を開
始します ﻿。これは Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースと一緒にインスト﻿ールさ
れます﻿。

図 38: デ﻿ータベ ﻿ースアクセスの再構成

3 以下のパラメ﻿ータを更新します﻿。
• デ﻿ータベ﻿ースタイプを定義します（﻿SQL Server または OLDR﻿）
• サ﻿ーバ﻿ーインスタンス名を入力します
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• 認証モ﻿ード（﻿SQL Server インスタンスの場合﻿）と資格情報（﻿SQL 認証の
場合﻿）

• OLDR にアクセスするためのパスワ﻿ード（﻿サ﻿ーバ﻿ー上の Sample
Scheduler のインスト﻿ール時に作成﻿）

4 その後﻿、デ﻿ータベ﻿ース接続テストをクリ﻿ックします﻿。パラメ﻿ータが有効の場
合﻿、新しいパラメ﻿ータを保存できます﻿。接続パラメ﻿ータはレジストリで更新
されます ﻿。

5 Agilent Sample Scheduler LIMS Agent サ﻿ービスと﻿、すべての Agilent Sample
Scheduler Agent サ﻿ービスを再起動します（﻿Sample Scheduler コンフ﻿ィグ
レ﻿ーシ﻿ョン﻿：インスタンスタブ﻿）﻿。

ag-textnode-version-id: 9007201530157451ag-textnode-base-id: 2275416459

機器に割り当てられた Sample Scheduler Agent の変更

1 Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの機器管理タブで﻿、以下の手順を
実行します﻿。
a 新しい Sample Scheduler Agent のコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー名を機器に割り当て﻿、

OKをクリ﻿ックします﻿。
b 保存します﻿。

2 インスタンスタブで以下を実行します﻿。
a 新旧 2 つの Sample Scheduler Agent サ﻿ービスを再起動します（﻿Sample

Scheduler Agent で管理される機器で現在実行中の分析がないことを確認
してください﻿）﻿。

b Sample Scheduler LIMS Agent を再起動します﻿。
c 更新をクリ﻿ックします﻿。

ag-textnode-version-id: 9007201530162443ag-textnode-base-id: 2275421451

Sample Scheduler Agent のホストコンピ ﻿ュ﻿ータ﻿ー名の
変更

1 コンピ﻿ュ ﻿ータ﻿ー名を変更します﻿。

2 このコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーが OpenLab AIC の場合﻿、AIC を登録します﻿。
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詳細については﻿、『Agilent OpenLab CDS クライアント／機器コントロ ﻿ー
ラ のインスト ﻿ールおよびコンフ ﻿ィグレ ﻿ーシ ﻿ョン
(﻿CDS_v2﻿.8_ClientAICGuide_ja﻿.pdf﻿)』を参照してください﻿。

Sample Scheduler でアクシ﻿ョンは不要で﻿、新しいコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー名が機器管理
およびインスタンスタブで自動的に更新されます﻿。

ag-textnode-version-id: 2277226379ag-textnode-base-id: 2277226379

コントロ﻿ールパネルのプロジ﻿ェクト設定の変更

コントロ﻿ールパネルのプロジ﻿ェクト設定を変更した場合（﻿監査証跡を有効にす
る﻿、理由の入力を許可するなど﻿）﻿、変更を適用するには﻿、Sample Scheduler コ
ンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンで Sample Scheduler Agent を再起動する必要があります
（﻿インスタンスタブ﻿）﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007202326209035ag-textnode-base-id: 3071468043

機器操作

ag-textnode-version-id: 9007201530205835ag-textnode-base-id: 2275464843

コントロ﻿ールパネルにある機器名の変更

1 機器管理タブで以下を実行します﻿。
a Sample Scheduler Agent のコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー名を機器に割り当て OK をク

リ﻿ックします﻿。
b 保存します﻿。

2 インスタンスタブで以下を実行します﻿。
a Sample Scheduler Agent サ﻿ービスを再起動します（﻿この Sample

Scheduler Agent により管理される機器で現在実行中の分析がないことを
確認してください﻿）﻿。

b Sample Scheduler LIMS Agent を再起動します﻿。
c 更新をクリ﻿ックします﻿。

ag-textnode-version-id: 9007201530211339ag-textnode-base-id: 2275470347

コントロ﻿ールパネルで機器の追加

1 コントロ ﻿ールパネル上で新しい機器を作成およびコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンしま
す﻿。

2 Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの新しいセ﻿ッシ﻿ョンを開始しま
す﻿。
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3 機器管理タブで以下を実行します﻿。
a Sample Scheduler Agent のコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー名を機器に割り当て OK をク

リ﻿ックします﻿。
b 保存します﻿。

4 インスタンスタブで以下を実行します﻿。
a 新しい機器に割り当てられた Sample Scheduler Agent サ﻿ービスを再起動

します（﻿この Sample Scheduler Agent により管理される機器で現在実行
中の分析がないことを確認してください﻿）﻿。

b Sample Scheduler Agent が管理する機器向けに﻿、Sample Scheduler
Acquisition Agent が作成されるまでお待ちください（﻿特に新しい機器に
対して﻿）﻿。

c Scheduler LIMS Agent を再起動します﻿。

ag-textnode-version-id: 9007201530216459ag-textnode-base-id: 2275475467

コントロ﻿ールパネルで機器の削除

1 コントロ ﻿ールパネルで機器を削除します﻿。

2 Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの新しいセ﻿ッシ﻿ョンを開始しま
す﻿。

3 インスタンスタブで以下を実行します﻿。
a 削除された機器を管理した Sample Scheduler Agent Service を再起動し

ます﻿。
b Scheduler LIMS Agent を再起動します﻿。
c 更新をクリ﻿ックします﻿。

4 機器管理タブで﻿、リストから機器名がなくな﻿ったことを確認してください﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007201531962251ag-textnode-base-id: 2277221259

メンテナンス操作
機器操作

再コンフ ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン機器を Sample Scheduler に設定

1 コントロ﻿ールパネルで機器を再コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンします﻿。

2 Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの新しいセ﻿ッシ﻿ョンを開始します。

3 インスタンスタブで以下を実行します﻿。

a 機器に割り当てられた Sample Scheduler Agent サ﻿ービスを再起動します
（﻿この Sample Scheduler Agent に管理される機器で現在実行中の分析が
ないことを確認してください﻿）﻿。

b Sample Scheduler Acquisition Agent が作成されるまで待ちます﻿。
c Scheduler LIMS Agent を再起動します﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007202326212491ag-textnode-base-id: 3071471499

ネ﻿ットワ﻿ークおよびサ ﻿ーバ﻿ー関連操作

ag-textnode-version-id: 9007201531997963ag-textnode-base-id: 2277256971

アクテ﻿ィブ化した後に AIC を追加する

追加した OpenLab AIC に Sample Scheduler をインスト﻿ールした後﻿、Sample
Scheduler Agent に有効なユ﻿ーザ﻿ー資格情報を指定する必要があります﻿。
1 Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンを開きます﻿。

2 メンテナンスタブへ移動します﻿。

3 OpenLab Services 資格情報の更新を選択し﻿、ユ﻿ーザ﻿ー名とパスワ﻿ードを入力
します﻿。

4 追加した AIC で﻿、Sample Scheduler Agent サ﻿ービスが自動（﻿遅延開始﻿）に設
定されていることを確認します﻿。

ag-textnode-version-id: 2277268747ag-textnode-base-id: 2277268747

他のサ﻿ーバ﻿ーへの接続

OpenLab システムのサ﻿ーバ﻿ーを変更する場合﻿、Sample Scheduler で OpenLab
Services 資格情報を更新する必要があります﻿。詳細については﻿、Sample
Scheduler オンラインヘルプを参照してください（﻿「﻿OpenLab Services 資格情
報の更新﻿」を検索﻿）﻿。
不明な場合は﻿、SQL Server への接続を確認してください﻿。

ag-textnode-version-id: 2277312651ag-textnode-base-id: 2277312651

認証モ﻿ードの変更

Control Panel で認証モ﻿ードを変更するときは﻿、それぞれの Sample Scheduler
コンピ﻿ュ﻿ータ﻿ー上で Sample Scheduler サ﻿ービス資格情報も手動で更新する必要
があります﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007201532059659ag-textnode-base-id: 2277318667

Sample Scheduler デ﻿ータベ ﻿ースのバ﻿ックア ﻿ップ

Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースには﻿、いくつかのエントリだけが長時間存続し
ます﻿。リスクベ﻿ースの分析を行﻿って﻿、Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースのバ﻿ック
ア﻿ップがいつ﻿、どのくらいの頻度で必要かを判断してください﻿。
Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの設定完了後にバ﻿ックア﻿ップする場
合﻿：Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンのアプリケ﻿ーシ﻿ョンからコンフ﻿ィ
グレ﻿ーシ﻿ョンを印刷するか﻿、SQL Server Management Studio 経由で該当する
デ﻿ータベ﻿ーステ﻿ーブルからデ﻿ータを直接エクスポ﻿ートすれば十分な場合があり
ます﻿。
分析に関するデ﻿ータをバ﻿ックア﻿ップする必要がある場合﻿：どのくらいの頻度で
デ﻿ータベ﻿ースをバ﻿ックア﻿ップする必要があるか﻿、また最悪のシナリオでどのく
らいのデ﻿ータの消失であれば許容できるのかを判断します﻿。

デ﻿ータベ﻿ースのバ﻿ックア﻿ップに関する方針については﻿、以下を考慮してくださ
い﻿。
• デ﻿ータベ ﻿ースのリストア時における重複分析や再分析を避けるため﻿、どの分

析が実行済みであるのかを（﻿手動または自動で﻿）確認する（﻿たとえば﻿、分析
が正常に実行済みの状態で﻿、バ﻿ックア﻿ップに依然として待機中ステ﻿ータスの
分析がある﻿）﻿。

• バ﻿ックア ﻿ップを実施する頻度を判断する﻿。
• バ﻿ックア ﻿ップロケ﻿ーシ﻿ョンが﻿、可能性のあるデ﻿ィスク障害から保護されてい

ることを確認する﻿。

ag-textnode-version-id: 9007201532064651ag-textnode-base-id: 2277323659

リカバリモデル

Microsoft SQL Server は複数のリカバリモデルをサポ﻿ートしています﻿。これら
のモデルにより﻿、バ﻿ックア﻿ップに含まれる内容や﻿、バ﻿ックア﻿ップからのデ﻿ータ
ベ﻿ースのリストア方法が異なります﻿。管理者は﻿、バ﻿ックア﻿ップ方針を決定する
ときに﻿、どのリカバリモデルを使用するべきかを判断する必要があります﻿。
• シンプルなリカバリモデル

デ﻿ータベ ﻿ーストランザクシ﻿ョンログはバ﻿ックア﻿ップされません﻿。バ﻿ックア﻿ッ
プが終了した時点までしか遡﻿ってリストアできず﻿、それ以上は遡れません﻿。
デ﻿ータベ ﻿ースをエラ﻿ー（﻿ユ﻿ーザ﻿ーによる誤りやアプリケ﻿ーシ﻿ョンの不具合な
ど﻿）が発生する以前の状態に戻すことはできません﻿。

• フルリカバリモデル
デ﻿ータベ ﻿ースとトランザクシ﻿ョンログがバ﻿ックア﻿ップされます﻿。任意の時点
まで遡﻿ってリストアできます﻿。
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• バルクリカバリモデル
デ﻿ータベ ﻿ースとトランザクシ﻿ョンログがバ﻿ックア﻿ップされますが﻿、トランザ
クシ﻿ョンログのバルクトランザクシ﻿ョンは圧縮されます﻿。Sample Scheduler
はバルクトランザクシ﻿ョンを使用しないため﻿、このリカバリモデルは
Sample Scheduler で使用するべきではありません﻿。

リカバリモデルを使用してバ﻿ックア﻿ップする前に﻿、最初にデ﻿ータベ﻿ースでその
リカバリモデルの設定を行﻿ってください﻿。
詳細な比較については﻿、Microsoft の文書類を参照してください﻿：
docs﻿.microsoft﻿.com

ag-textnode-version-id: 9007201532070027ag-textnode-base-id: 2277329035

バ﻿ックア﻿ップ手順

バ﻿ックア﻿ップを行うか否かを判断したら﻿、バ﻿ックア﻿ップ手順を確立してくださ
い﻿。
OLDR サ﻿ーバ﻿ーインスタンスの Data Repository のバ﻿ックア﻿ップの詳細について
は﻿、マニ﻿ュアル『﻿Configuring OpenLab CDS with OpenLab ECM ﻿』を参照してく
ださい﻿。

SQL Server のエデ﻿ィシ﻿ョンに応じて﻿、さまざまなオプシ﻿ョンが利用できます﻿。
• SQL Express

Microsoft SQL Express では﻿、手動またはジ﻿ョブトリガ﻿ー型のバ﻿ックア﻿ップ
のみが行えます﻿。
手動バ﻿ックア﻿ップの場合﻿、Microsoft SQL Server Management Studio でデ﻿ー
タベ﻿ースサ﻿ーバ﻿ーにログインし﻿、Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースを右ク
リ﻿ックし ﻿、タスク  > バ﻿ックア﻿ップ﻿.﻿.﻿.﻿.を選択します﻿。
手順の自動化については﻿、以下の Microsoft のガイドに従﻿ってください﻿：
support﻿.microsoft﻿.com

• SQL Server Standard または Enterprise
SQL Server Standard または Enterprise のバ﻿ックア﻿ップは﻿、SQL Server Agent
で自動化する必要があります﻿。これをセ﻿ットア﻿ップするには﻿、以下の手順に
従﻿ってください﻿：docs﻿.microsoft﻿.com

ag-textnode-version-id: 9007201532075019ag-textnode-base-id: 2277334027

不具合が発生した場合のリストア

デ﻿ータベ﻿ースの不具合が発生した場合﻿、次の手順に従﻿ってデ﻿ータベ﻿ースを一貫
性のあるバ﻿ックア﻿ップの状態にリストアしてください﻿。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/sql/relational-databases/backup-restore/recovery-models-sql-server
https://support.microsoft.com/ja-jp/help/2019698/how-to-schedule-and-automate-backups-of-sql-server-databases-in-sql-se
https://docs.microsoft.com/ja-jp/sql/relational-databases/maintenance-plans/use-the-maintenance-plan-wizard?view=sql-server-2017
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1 Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンが起動でき﻿、実行中のエ﻿ージ﻿ェン
トをインスタンスタブに表示できる場合は﻿、実行中の Scheduler Agent を最
初に停止してから﻿、Microsoft SQL Server Management Studio にログインし
ます﻿。

2 デ﻿ータベ ﻿ースへのすべての接続を切断してオフラインで設定するには﻿、新し
い SQL クエリ﻿ーで以下のステ﻿ートメントを実行します﻿。
alter database OpenLabSchedulerDB270 set offline with rollback

immediate

3 この実行が完了したら﻿、バ﻿ックア﻿ップをリストアします﻿。
a デ﻿ータベ﻿ースを右クリ﻿ックし﻿、タスク  > リストア > デ﻿ータベ﻿ースを選択

します﻿。
b リストアするバ﻿ックア﻿ップを選択します﻿。
c デ﻿ータベ﻿ースでフルリカバリモデルが設定されている場合は﻿、デ﻿ータ

ベ﻿ースをリストアする時点を選択します﻿。

4 デ﻿ータベ ﻿ースのリストア手順が完了したら﻿、Sample Scheduler コンフ﻿ィグ
レ﻿ーシ﻿ョンにログインし﻿、インスタンスタブのすべてのサ﻿ービスを再開しま
す﻿。
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ag-textnode-version-id: 2277600523ag-textnode-base-id: 2277600523

13 トラブルシ﻿ュ﻿ーテ﻿ィング

トラブルシ﻿ュ﻿ーテ﻿ィングについて   148

コアエンジンサ﻿ービスが起動しない   149
Sample Scheduler サ﻿ービスが両方とも起動しない   149
Sample Scheduler Agent サ﻿ービスが起動しない   149

XML コマンド管理   151
コマンドフ﻿ァイルが LIMS_Commands フ﻿ォルダ﻿ーでスタ﻿ック   151

コマンドフ﻿ァイルが処理済みフ﻿ォルダ﻿ーにア﻿ーカイブされない   152
コマンドが trash フ﻿ォルダ﻿ーに移動される   152

SQL クエリ﻿ーから LIMS へのコマンド送信   153
接続が失われたことによる問題   153
SQL クエリ﻿ーが LIMS デ﻿ータベ﻿ースのコマンドを更新できない   154

分析がライフサイクル中にスタ﻿ック   155
分析がスケジ﻿ュ﻿ールのステ﻿ータスから進まない   155
分析が「﻿適用済み﻿」のステ﻿ータスから進まない   155
Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースで分析がブロ﻿ックされる   156

分析がエラ﻿ー/エラ﻿ーで待機中になる   157
分析が CDS から中断された後にエラ﻿ーになる   157
分析のステ﻿ータスが「﻿スケジ﻿ュ﻿ール﻿」から「﻿エラ﻿ー﻿」または「﻿エラ﻿ーで待
機﻿」になる   157
クライアントまたはコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンへの接続の問題   157
分析が Sample Scheduler クライアントで表示されない   158
接続の切断   158
コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン保存時の重大なエラ﻿ー   159

Sample Scheduler サ﻿ービスを開始できない   160

Enterprise トポロジ﻿ーの複数の主要インスタンス   161

新しいデ﻿ータベ﻿ースに再インスト﻿ール後﻿、ダ﻿ッシ﻿ュボ﻿ードが開かない   162



13 トラブルシ﻿ュ﻿ーテ﻿ィング
トラブルシ﻿ュ﻿ーテ﻿ィングについて

Sample Scheduler for OpenLab インスト﻿ールおよびコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン 148

ag-textnode-version-id: 18014402370141195ag-textnode-base-id: 3860659211

トラブルシ﻿ュ﻿ーテ﻿ィングについて

注記 一部の不具合は﻿、デ﻿ータベ﻿ースの接続問題により起こります﻿。デ﻿ータベ﻿ース接
続に問題がないことを確認してください（﻿Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースの接
続チ﻿ェ﻿ック 73 ペ​ージ を参照﻿）﻿。
一部のエラ﻿ーは﻿、以下の SQL Server のフ﻿ァイアウ﻿ォ﻿ールの構成 72 ペ​ージ  の
いずれかの手順により解決できます﻿。
エラ﻿ーが起こ﻿った場合﻿、アプリケ﻿ーシ﻿ョンで作成されたログを参照し﻿、原因を
解明して修正できる場合もあります﻿。
ログは﻿、﻿%ProgramData﻿%\Agilent\Sample Scheduler for OpenLab\Logs フ﻿ォル
ダ﻿ーから利用できます﻿。
• コマンドが﻿、LIMS コマンドフ﻿ォルダ﻿ーでブロ﻿ックまたは削除される場合﻿：

Agilent﻿.Scheduler﻿.Lims﻿.Agent﻿.<timestamp>﻿.log﻿.
• 測定が適切に管理されない場合﻿：

Agilent﻿.Scheduler﻿.AgentCore﻿.<timestamp>﻿.log または
Agilent﻿.Scheduler﻿.Acquisition﻿.AgentCore﻿.<InstrumentID>﻿.<timestamp>﻿.log

• Scheduler インタ﻿ーフ﻿ェイスの問題﻿：
Agilent﻿.OpenLab﻿.Scheduler﻿.Client﻿.<timestamp>﻿.log

• Sample Scheduler Web インタ﻿ーフ﻿ェイスの問題﻿：
Agilent﻿.Scheduler﻿.WebserverService﻿.<timestamp>﻿.log

ログ作成方法の詳細については﻿、アクテ﻿ィビテ﻿ィログ 135 ペ​ージ を参照してく
ださい﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007201532361739ag-textnode-base-id: 2277620747

コアエンジンサ﻿ービスが起動しない

デ﻿ータベ﻿ースマネジメントサ﻿ービスがないと﻿、以下の Sample Scheduler サ﻿ービ
スは起動できません﻿。
• Agilent Sample Scheduler Agent
• Agilent Sample Scheduler LIMS Agent
• Agilent Sample Scheduler Orchestrator
• Agilent Sample Scheduler Webserver

ag-textnode-version-id: 9007201532367243ag-textnode-base-id: 2277626251

Sample Scheduler サ﻿ービスが両方とも起動しない

サ﻿ービス（﻿Agilent Sample Scheduler Agent または Agilent Sample Scheduler
LIMS Agent﻿）が停止して﻿、ログにあるエラ﻿ーで開始できない場合﻿、以下を確認
してください﻿。
• エンタ﻿ープライズパスが OpenLab システムで適切に設定され﻿、到達可能で

あること（﻿すなわちネ﻿ットワ﻿ーク通信に問題がないこと﻿）﻿。それ以外の場
合﻿、CDS の管理者にお問い合わせてださい﻿。

• Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン/メンテナンス/OpenLab Services
資格情報の更新画面で設定したユ﻿ーザ﻿ーに﻿、Sample Scheduler で管理され
るすべてのプロジ﻿ェクトおよびすべての機器についての権限があること﻿。

• Sample Scheduler Webserver が実行中であること﻿。

ag-textnode-version-id: 9007201532386315ag-textnode-base-id: 2277645323

Sample Scheduler Agent サ ﻿ービスが起動しない

複数の Scheduler Agent がインスト﻿ールされている場合﻿、1 つ以上の機器を各
エ﻿ージ﻿ェントに割り当てる必要があります﻿。Scheduler Agent に機器が割り当て
られていない場合は自動的に停止します﻿。
この場合﻿、Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンを開き﻿、機器管理に移動
し﻿、少なくとも 1 つの機器がエ﻿ージ﻿ェントによ﻿って管理されていることを確認
してください﻿。
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Acquisition Agent が起動しない
Acquisition Agent が起動せず﻿、コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンに赤で表示される場合﻿、
機器がコントロ﻿ールパネルで適切に設定されていない可能性があります﻿。機器
をコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンします﻿。
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ag-textnode-version-id: 2277652875ag-textnode-base-id: 2277652875

ag-textnode-version-id: 2277650315ag-textnode-base-id: 2277650315

トラブルシ﻿ュ﻿ーテ﻿ィング
XML コマンド管理

XML コマンド管理

コマンドフ﻿ァイルが LIMS_Commands フ﻿ォルダ﻿ーで
スタ﻿ック

コマンドが LIMS_Commands フ﻿ォルダ﻿ーでブロ﻿ックされている場合﻿、Agilent 
Sample Scheduler LIMS Agent が起動されていることを確認してください﻿。起
動していない場合は起動してください﻿。それでも再び自動的に停止する場合﻿、 
Agilent﻿.Scheduler﻿.Lims﻿.Agent﻿.<timestamp>﻿.log を参照してください﻿。
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ag-textnode-version-id: 2277671179ag-textnode-base-id: 2277671179

ag-textnode-version-id: 2277676171ag-textnode-base-id: 2277676171

トラブルシ ﻿ュ﻿ーテ﻿ィング
コマンドフ﻿ァイルが処理済みフ﻿ォルダ﻿ーにア﻿ーカイブされない

コマンドフ﻿ァイルが処理済みフ﻿ォルダ﻿ーに
アーカイブされない

Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンで処理済みコマンドフ﻿ォルダ﻿ーが定義
されていることを確認してください﻿。フ﻿ォルダ﻿ーが定義されていない場合﻿、そ
れを作成してください﻿。

コマンドが trash フ﻿ォルダ﻿ーに移動される

LIMS Agent がインスト ﻿ールされているコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーの ﻿%ProgramData﻿%
\Agilent\Sample Scheduler for OpenLab\Logs フ﻿ォルダ﻿ーに保存されている
Agilent﻿.Scheduler﻿.Lims﻿.Agent﻿.<timestamp>﻿.log を確認してください﻿。無効な値﻿、
構文のエラ ﻿ー﻿、または必須パラメ﻿ータがないという根本的な原因の可能性があ
ります﻿。



13 トラブルシ﻿ュ﻿ーテ﻿ィング
SQL クエリ﻿ーから LIMS へのコマンド送信

Sample Scheduler for OpenLab インスト﻿ールおよびコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン 153

ag-textnode-version-id: 9007201532422155ag-textnode-base-id: 2277681163

SQL クエリ﻿ーから LIMS へのコマンド送信

ag-textnode-version-id: 18014400787167243ag-textnode-base-id: 2277685259

接続が失われたことによる問題

LIMS デ﻿ータベ﻿ースに処理コマンドを送信するため﻿、Sample Scheduler コン
フ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンで SQL クエリ﻿ーを定義することができます﻿。接続が切断され
た場合﻿、LIMS デ﻿ータベ﻿ースには送信されません﻿。Sample Scheduler は同じコ
マンドを再度処理すると﻿、同じ名前の分析がすでにあることを検出し﻿、それを
削除します﻿。
この場合﻿、LIMS Agent ログに以下のようなメ﻿ッセ﻿ージが表示されます﻿。
| Info | Notifying LIMS database for VALID command Id 3...

| Warn | Unable to notify LIMS database,

'System.Data.SqlClient.SqlException' occurred with message 'A transport-

level error has occurred when sending the request to the server.

(Provider: TCP Provider, error: 0 - An existing connection was forcibly

closed by the remote host.)'.

| Warn | Unexpected result while notifying LIMS database on try 1/5

…

| Warn | Unable to notify LIMS database, connection state is 'Closed'

| Warn | Delete Analysis - no analysis found in the database

| Warn | Try to reopen 'Closed' LIMS database connection...

| Warn | Unexpected result while notifying LIMS database on try 2/5

…
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ag-textnode-version-id: 2277690763ag-textnode-base-id: 2277690763

トラブルシ ﻿ュ﻿ーテ﻿ィング
SQL クエリ﻿ーから LIMS へのコマンド送信

SQL クエリ﻿ーが LIMS デ﻿ータベ﻿ースのコマンドを
更新できない

LIMS デ﻿ータベ﻿ースにコマンドが処理されたことを通知するため ﻿、Sample 
Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンに SQL クエリ﻿ーを定義することができます﻿。 
Sample Scheduler は﻿、LIMS デ﻿ータベ﻿ースのコマンドを更新します﻿。更新は失
敗する場合があります（﻿更新は 5 回試みます﻿）﻿。以下のメ﻿ッセ﻿ージが LIMS 
Agent ログに表示されます﻿。
| Info | Notifying LIMS database for VALID command Id 1...

| Warn | Notification has been successfully sent to LIMS database but no 

row was affected.

| Warn | Unexpected result while notifying LIMS database on try 1/5

| Warn | Notification has been successfully sent to LIMS database but no 

row was affected.

| Warn | Unexpected result while notifying LIMS database on try 2/5

| Warn | Notification has been successfully sent to LIMS database but no 

row was affected.

| Warn | Unexpected result while notifying LIMS database on try 3/5

| Warn | Notification has been successfully sent to LIMS database but no 

row was affected.

| Warn | Unexpected result while notifying LIMS database on try 4/5

| Warn | Notification has been successfully sent to LIMS database but no 

row was affected.

| Warn | Unexpected result while notifying LIMS database on try 5/5
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ag-textnode-version-id: 2277696267ag-textnode-base-id: 2277696267

分析がライフサイクル中にスタ﻿ック

ag-textnode-version-id: 2277723915ag-textnode-base-id: 2277723915

分析がスケジ﻿ュ﻿ールのステ﻿ータスから進まない

• 分析を開始した機器が﻿、Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン/機器管理で
Sample Scheduler Agent に割り当てられているか確認してください﻿。割り当
てられていない場合﻿、それを Sample Scheduler Agent に割り当て﻿、その後
Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン/インスタンスタブで対応する
Scheduler Agent を再起動します﻿。それでも分析が開始しない場合﻿、タスク
マネ﻿ージ﻿ャ﻿ーで AcquisitionServer﻿.exe（﻿OpenLab CDS サ﻿ービス﻿）を終了し﻿、
機器接続を切断します﻿。

• Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの OpenLab Services 資格情報で定
義されたユ﻿ーザ﻿ーが﻿、コントロ﻿ールパネルで設定されており﻿、分析を開始し
たプロジ﻿ェクトと機器を使用する権限を持﻿っていることを確認してくださ
い﻿。そうでない場合﻿、Sample Scheduler の分析実行に使用されるすべての
機器とプロジ﻿ェクトにアクセスできるユ﻿ーザ﻿ーで資格情報を更新してくださ
い﻿。

ag-textnode-version-id: 9007201532445835ag-textnode-base-id: 2277704843

分析が「﻿適用済み﻿」のステ﻿ータスから進まない

分析を開始する前に﻿、Sample Scheduler Acquisition Agent が機器ライセンスを
確認し﻿、動作時にこのライセンスを使用します﻿。分析が適用済みのステ﻿ータス
から進まない場合﻿、Agilent OpenLab Sample Scheduler Expansion Packライセン
スが利用できることを確認してください﻿。Web ブラウザで次のアドレスを挿入
してください﻿。
http﻿://<ライセンスサ﻿ーバ﻿ー名>﻿:8090

ライセンスが利用できない場合（﻿機器が現在分析中のため﻿）﻿、Sample
Scheduler Acquisition Agent がル﻿ープ（﻿30 秒の間隔﻿）でライセンスを取得しよ
うとします﻿。15 回試行すると﻿、分析がエラ﻿ーステ﻿ータスになります﻿。
定義されているユ﻿ーザ﻿ーは﻿、通知タブでライセンスがないことを通知されます
（﻿メ﻿ールや Sample Scheduler クライアントの通知画面上﻿）﻿。
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ag-textnode-version-id: 2277734667ag-textnode-base-id: 2277734667

トラブルシ ﻿ュ﻿ーテ﻿ィング
分析がライフサイクル中にスタ﻿ック

Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースで分析がブロ﻿ックされる

Sample Scheduler デ ﻿ータベ﻿ースで分析がブロ﻿ックされる場合﻿、Scheduler クラ
イアントに接続後﻿、分析を選択しリセ﻿ットをクリ﻿ックします﻿。分析をリセ﻿ット
するためには﻿、分析のリセ﻿ット権限が必要です﻿。分析がエラ﻿ーまたは待機中
（﻿デ﻿ータベ﻿ースでスタ﻿ックした時のステ ﻿ータス﻿）になります﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007201532480651ag-textnode-base-id: 2277739659

ag-textnode-version-id: 2280716043ag-textnode-base-id: 2280716043

ag-textnode-version-id: 2280797451ag-textnode-base-id: 2280797451

ag-textnode-version-id: 2280802827ag-textnode-base-id: 2280802827

トラブルシ﻿ュ﻿ーテ﻿ィング
分析がエラ﻿ー/エラ﻿ーで待機中になる

分析がエラ﻿ー/エラ﻿ーで待機中になる

分析が CDS から中断された後にエラ﻿ーになる

Sample Scheduler で実行中の分析は ﻿、CDS から中断されると﻿、Scheduler で
エラ﻿ーのステ﻿ータスになります﻿。そして﻿、同じ機器でスケジ﻿ュ﻿ールされた他の
分析は﻿、エラ﻿ーで待機のステ﻿ータスになります﻿。CDS から測定が中断されたこ
とを Scheduler には通知されず﻿、測定が完了しなか﻿ったことだけが通知され﻿、
それを異常な動作とみなすからです﻿。
エラ﻿ーで待機のステ﻿ータスにな﻿った分析を再度スケジ﻿ュ﻿ールしてください﻿。こ
のエラ﻿ーを回避するために﻿、Sample Scheduler で起動された測定を CDS から
中断しないでください﻿。

分析のステ﻿ータスが「﻿スケジ﻿ュ﻿ール﻿」から「﻿エラ﻿ー﻿」ま
たは「﻿エラ﻿ーで待機﻿」になる

分析のステ﻿ータスが スケジ﻿ュ﻿ールからエラ﻿ーまたはエラ﻿ーで待機になる場合﻿、
機器エラ﻿ーや﻿、Sample Scheduler と OpenLab CDS 間の接続の問題が原因に
な﻿っている可能性があります﻿。Sample Scheduler クライアントでエラ﻿ー分析の
ステ﻿ータスのセルをクリ﻿ックしてエラ﻿ーの理由を確認してください﻿。Sample 
Scheduler ログと OpenLab システムログから抽出されたメ﻿ッセ﻿ージが表示さ
れ﻿、分析がエラ﻿ーにな﻿った理由が示されます﻿。

クライアントまたはコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンへの接続の
問題

Sample Scheduler クライアントまたは Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョ
ンに接続するとき﻿、ユ﻿ーザ﻿ーが認証されていませんというメ﻿ッセ﻿ージが表示さ
れた場合﻿、ユ﻿ーザ﻿ーがコントロ﻿ールパネルで設定されており﻿、パスワ﻿ードが正
しいか確認してください﻿。
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Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンに接続するとき﻿、
ユ﻿ーザ﻿ーが認証されていませんというメ﻿ッセ﻿ージが表示された場合﻿、ユ﻿ーザ﻿ー
が管理者（﻿Sample Scheduler﻿）権限を持﻿っているかコントロ﻿ールパネルの管理
で確認してください﻿。

ag-textnode-version-id: 2280820107ag-textnode-base-id: 2280820107

分析が Sample Scheduler クライアントで表示されない

Sample Scheduler クライアントに接続しているユ﻿ーザ﻿ーは﻿、自身がアクセスし
た機器/プロジ﻿ェクトで開始された分析のみ閲覧できます﻿。
Sample Scheduler クライアントセ﻿ッシ﻿ョンが開いている間に﻿、コントロ﻿ールパ
ネルでユ﻿ーザ﻿ーのアクセス権限（﻿機器やプロジ﻿ェクトの使用をユ﻿ーザ﻿ーに許
可﻿）が変更された場合﻿、その変更は考慮されません﻿。ユ﻿ーザ﻿ーは Sample
Scheduler クライアントの新しい機器/プロジ﻿ェクトに関連付けられた分析を閲
覧できません﻿。OpenLab ユ﻿ーザ﻿ーの機器/プロジ﻿ェクトへのアクセス権限は﻿、
Sample Scheduler クライアントを開くときに読み込まれるだけです﻿。新しい機
器/プロジ﻿ェクトへのアクセス権を読み込むには﻿、Sample Scheduler クライア
ントを一度閉じてから再び開いてください﻿。そうすると分析が表示されます﻿。

ag-textnode-version-id: 18014400790307595ag-textnode-base-id: 2280825611

接続の切断

接続の切断は﻿、デ﻿ータベ﻿ース﻿、ネ﻿ットワ﻿ーク関連﻿、またはインスタンスのエ
ラ﻿ーが原因の場合があります﻿。
「﻿Agilent Sample Scheduler クライアント（﻿またはコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン﻿）が動作
を停止しました﻿」というメ﻿ッセ﻿ージは﻿、Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースとの接
続が切れた可能性を示します﻿。考えられる理由は﻿、接続モ﻿ードまたは資格情報
が変更されたことです﻿。詳細については﻿、Agilent﻿.OpenLab﻿.Scheduler﻿.Client また
は Agilent﻿.OpenLab﻿.Scheduler﻿.Configuration ログを参照してください﻿。分析実行
中の場合﻿、エラ﻿ーのステ﻿ータスになります﻿。対応する Scheduler Agent ログ
で﻿、次のメ﻿ッセ﻿ージが表示されます﻿。Impossible to update agent instance
Computer name﻿: ComputerName﻿, agent Id﻿: scheduler agent﻿.﻿.﻿.﻿.

SQL Server におけるこれらのパラメ﻿ータ変更の詳細については﻿、SQL Server 認
証モ﻿ードの切り替え 61 ペ​ージ  と システム管理者の編集または追加 65 ペ​ー
ジ のセクシ﻿ョンを参照してください﻿。
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Sample Scheduler for OpenLab インスト﻿ールおよびコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン 159

ag-textnode-version-id: 2280856971ag-textnode-base-id: 2280856971

コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン保存時の重大なエラ﻿ー

コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの保存時に起こる重大なエラ﻿ー﻿：
コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの値をデ﻿ータベ﻿ースで変更できませんが表示され﻿、デ﻿ータ
ベ﻿ースと接続が確立できない場合（﻿接続されていませんというメ﻿ッセ﻿ージがス
テ﻿ータスバ﻿ーに表示される﻿）﻿、Sample Scheduler デ﻿ータベ﻿ースの接続モ﻿ードお
よび資格情報が変更されていないか確認してください﻿。SQL Server の場合は﻿、
SQL Server 認証モ﻿ードの切り替え 61 ペ​ージ  および システム管理者の編集ま
たは追加 65 ペ​ージ  を参照してください﻿。
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Sample Scheduler for OpenLab インスト﻿ールおよびコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン 160

ag-textnode-version-id: 2280862347ag-textnode-base-id: 2280862347

Sample Scheduler サ﻿ービスを開始できない

Sample Scheduler LIMS Agent サ﻿ービスまたは Sample Scheduler Agent サ﻿ービ
スを開始できず﻿、対応するログフ﻿ァイルで
「﻿OpenLab 認証チケ﻿ットが無効です﻿」とメ﻿ッセ﻿ージが表示される場合﻿、以下を
行﻿ってください﻿。
1 チケ﻿ットが正しいか﻿、以下の手順で確認します﻿。

a Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンの
メンテナンス/OpenLab Services 資格情報の更新を開き﻿、資格情報を定義
し﻿、保存をクリ﻿ックします﻿。

b Sample Scheduler Agent サ﻿ービスまたは Sample Scheduler LIMS Agent
サ﻿ービスを再起動します﻿。

c それでも開始せず﻿、OpenLab がWindows ドメイン認証モ﻿ードでコンフ﻿ィ
グレ﻿ーシ﻿ョンされている場合﻿、ステ﻿ップ 2 を実行します﻿。

2 Sample Scheduler Agent または Sample Scheduler LIMS Agent をインスト﻿ー
ルしたすべてのコンピ﻿ュ﻿ータ﻿ーで﻿、Shared Services が IP または﻿、
ComputerName﻿.DNSdomain（﻿たとえば﻿、
MyComputerName﻿.mydomain﻿.com﻿）で定義されているか確認します﻿。そう
でない場合は﻿、それらを変更してください﻿。
OpenLab Shared Services メンテナンス > サ﻿ーバ﻿ー設定 > サ﻿ーバ﻿ーの追加の順
に開きます﻿。正しいサ﻿ーバ﻿ーを定義し﻿、このサ﻿ーバ﻿ーをデフ﻿ォルトとして設
定します﻿。
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Sample Scheduler for OpenLab インスト﻿ールおよびコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン 161

ag-textnode-version-id: 9007201535608971ag-textnode-base-id: 2280867979

Enterprise トポロジ﻿ーの複数の主要インスタンス

複数のサ﻿ーバ﻿ー（﻿CM2/CM3/インデ﻿ックスサ﻿ーバ﻿ー﻿）を構成するロ﻿ードバラン
スシステムまたはスケ﻿ーラブルな Enterprise トポロジ﻿ーに含まれるインスタン
スの一部で﻿、以下の Sample Scheduler サ﻿ービスのインスタンスがインスタンス
画面に複数表示されることがあります﻿。
• Scheduler LIMS Agent
• Scheduler Webserver

この現象は﻿、ロ﻿ードバランサ﻿ーが﻿、複数のサ﻿ーバ﻿ー上で OpenLab Shared
Services （﻿OLSS﻿）の第一サ﻿ーバ﻿ーとして構成されていると起こり得ます﻿。
Sample Scheduler を正しく使用するために﻿、アクテ﻿ィブな OpenLab Shared
Services サ﻿ーバ﻿ーでのみサ﻿ービスをアクテ﻿ィブ化してください﻿。その他すべて
のサ﻿ーバ﻿ーではサ﻿ービスを非アクテ﻿ィブにしてください﻿。
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ag-textnode-version-id: 2280911371ag-textnode-base-id: 2280911371

トラブルシ ﻿ュ﻿ーテ﻿ィング
新しいデ﻿ータベ﻿ースに再インスト﻿ール後﻿、ダ﻿ッシ﻿ュボ﻿ードが開かない

新しいデ﻿ータベ﻿ースに再インスト﻿ール後﻿、
ダッシ﻿ュボ﻿ードが開かない

ア﻿ップグレ﻿ードの前に Sample Scheduler セ﻿ッシ﻿ョンを開いていた場合﻿、デ﻿ータ
はブラウザ﻿ーセ﻿ッシ﻿ョン内のキ﻿ャ﻿ッシ﻿ュに格納されます﻿。
この場合﻿、ア﻿ップグレ﻿ード後にログインできなくなります﻿。ア﻿ップグレ﻿ード
後﻿、ブラウザ﻿ーのキ﻿ャ﻿ッシ﻿ュを空にしてください﻿。
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ag-textnode-version-id: 9007201535661067ag-textnode-base-id: 2280920075

14 付録 A﻿：CDS とのパラメ﻿ータ対応

表 15: Sample Scheduler for OpenLab﻿、OpenLab CDS で使用される XML パラメ ﻿ータの
対応表

Sample Scheduler for OpenLab のパラメ﻿ータ OpenLab CDS のパラメ﻿ータ

SampleName SampleName

ProcessingMethodName ProcessingMethod

AcquisitionMethodName AcquisitionMethod

InjectionSource Injectionsource

Description SampleDescription

Vial Vial

UseMethodInjectionVolume UseMethodInjectionVolume

InjectionVolume Volume

SampleAmount SampleAmount

Dilutor1 Dilutor1

Dilutor2 Dilutor2

Dilutor3 Dilutor3

Dilutor4 Dilutor4

Dilutor5 Dilutor5

Multiplier1 Multiplier1

Multiplier2 Multiplier2

Multiplier3 Multiplier3

Multiplier4 Multiplier4

Multiplier5 Multiplier5

Description Description

SampleType SampleType

CalibrationRuntype CalibrationRuntype

Level CalibrationLevel
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Sample Scheduler for OpenLab インスト﻿ールおよびコンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョン 164

Sample Scheduler for OpenLab のパラメ﻿ータ OpenLab CDS のパラメ﻿ータ

InjectionsPerSample InjPerVial

n/a n/a

Datafile n/a

SamplePrepMethodName SamplePrepMethod

n/a n/a

Target1 Target1

Target2 Target2

Target3 Target3

Target4 Target4

Target5 Target5

InternalStandardAmount1 InternalStandardAmount1

InternalStandardAmount2 InternalStandardAmount2

InternalStandardAmount3 InternalStandardAmount3

InternalStandardAmount4 InternalStandardAmount4

InternalStandardAmount5 InternalStandardAmount5

LimsID1 LimsID1

LimsID2 LimsID2

LimsID3 LimsID3

SampleCustomParameters 選択したプロジ﻿ェクトでは﻿、
SampleCustomParameters
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ag-textnode-version-id: 9007202222018955ag-textnode-base-id: 2967277963

15 付録 B﻿：コンポ﻿ーネントと機能

表 16: Sample Scheduler のインスト ﻿ール可能な機能と含まれるコンポ﻿ーネント

機能 含まれるコンポ﻿ーネント

Sample Scheduler agent Sample Scheduler Agent サ﻿ービス（﻿AIC ごとに
1 つ﻿）
Scheduler Acquisition Agent プロセス（﻿接続機
器ごとに 1 つ﻿）
Sample Scheduler Services Controller サ﻿ービス
（﻿マシンごとに最大 1 つ﻿）

Sample Scheduler LIMS Agent Sample Scheduler LIMS Agent サ﻿ービス
Sample Scheduler Services Controller サ﻿ービス

Scheduler デ﻿ータベ﻿ース デ﻿ータベ﻿ース 1 つ（﻿SQL Server または OpenLab
Data Repository﻿）
Sample Scheduler Database Management Agent
サ﻿ービス
Sample Scheduler Services Controller サ﻿ービス
（﻿マシンごとに最大 1 つ﻿）

Sample Scheduler クライアント Sample Scheduler コンフ﻿ィグレ﻿ーシ﻿ョンのユ﻿ー
ザ﻿ーインタ﻿ーフ﻿ェイス
Sample Scheduler クライアントのユ﻿ーザ﻿ーイン
タ﻿ーフ﻿ェイス
Sample Scheduler Services Controller サ﻿ービス
（﻿マシンごとに最大 1 つ﻿）

Sample Scheduler Web インタ﻿ーフ﻿ェイス Sample Scheduler Webserver サ﻿ービス
Sample Scheduler Web インタ﻿ーフ﻿ェイス
Sample Scheduler REST API
Sample Scheduler Orchestrator サ﻿ービス
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